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( スウォッチとMoMAのコラボで制作した時の原画 )
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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。
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（31）　　 ［総　合］ 2024年（令和 6年）1月 1日（月）

１月NY日系人会の行事

JAA事務局
12月 25日（月）、1月 1 (月 )&２日（火）年末年始にて事務局
お休み。　

1月３日（水）JAAの仕事始めです。

火曜日 10:45am-11:45am太極拳 (1/9開始 )
火曜日 1pm-3pm 書道クラス (1/9開始 )
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス (1/17開始 )
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス @JAA(1/12開始 )

■１月 13日（土）9:30am-11:00am オンライン NYシルバー
会「在宅訪問看護師弓削容子さんと一緒に健康から介護まで
情報交換しましょう！」ご参加ご希望の方は、JAAにご予約
ください。ZOOMインフォメーションをお送りします。

■ 1月 15日（月）Martin Luther King Jr. Day JAAはお休み。
■ 1月 18日（木）10am-12pm 「寺井真美弁護士による米国に
おける移民法無料電話相談室」

　各 15分。要予約
■ 1月 18日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ
運びた～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしま
しょう！」どなたでもご参加できます。

　参加費 $5
■ 1月 22日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さ
んがヘアカットを行ないます。お早めにご予約下さい。

■ 1月 25日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝
川玲子弁護士の遺言・事前指示の書類についての無料電話相
談 - Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」
各 30分。ご予約下さい。

 
☆ JAA事務局から
〇 JAAでは、2023年度税金申告の無料相談をして下さいます

CPAを探しています。ご協力ください。
〇 2024年度会費納入のご案内 継続してのご支援をお願い申し
上げます。新会員を受付けています。

 
☆ 2024年度本庄奨学金奨学生募集中：今秋から大学院に進学
する学生を対象に募集をしています。日本人・日系人、JAA
会員以外の方も応募できます。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

明けましておめでとうございます！ 
　2024 年が皆様にとりまして良き年でありますようお祈
り申し上げます。今年も、皆様のニーズにあった企画を
取り入れて行きたいと思っています。ご支援のほどお願
い申し上げます。

　

２
０
２
３
年
の
怪
物
並
興
行

収
入
、
全
米
で
１
・
４
億
ド
ル
、

全
世
界
で
２
・
９
億
ド
ル
を
記

録
し
た
「
バ
ー
ビ
ー
」
の
主
役

の
み
で
な
く
、
制
作
も
手
掛
け

た
マ
ー
ゴ
ッ
ト
・
ロ
ビ
ー
を
紹

介
し
よ
う
。

　

ち
な
み
に
本
作
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
で
は
９
部
門
で

候
補
に
な
り
、
オ
ス
カ
ー
賞
も

最
多
部
門
で
候
補
に
な
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
確
実
、
と
賞
レ
ー

ス
で
も
ダ
ン
ト
ツ
の
本
命
な
の

で
あ
る
。

　

豪
州
は
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

に
１
９
９
０
年
７
月
２
日
に
生

ま
れ
、
水
泳
で
知
ら
れ
る
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
育
っ
た
溌
剌

と
し
た
健
康
美
と
完
全
な
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

な
女
優
、
し
か
も
話
を
す
る
と

田
舎
育
ち
な
ら
で
は
の
お
お
ら

か
な
人
間
性
が
覗
い
て
、
親
し

み
が
持
て
る
し
、
自
分
の
美
し

さ
や
グ
ラ
マ
ー
性
に
重
き
を
置

か
ず
、
常
に
仕
事
に
邁
進
し
よ

う
と
い
う
覇
気
が
感
じ
ら
れ
る

頼
も
し
い
女
性
だ
。

　

そ
し
て
既
に
「
ア
イ
・
ト
ー

ニ
ャ
」
と
「
ボ
ム
シ
ェ
ル
」（
邦

題
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」）
で
２

回
も
オ
ス
カ
ー
候
補
に
な
っ
て

い
る
。

　

さ
て
「
バ
ー
ビ
ー
」
に
つ
い

て
は
、

「
実
は
お
人
形
で
遊
ぶ
よ
り
、

外
で
要
塞
を
築
い
た
り
、
男
の

子
と
競
り
合
う
の
が
大
好
き
だ

っ
た
。
だ
か
ら
最
初
は
こ
の
映

画
は
制
作
だ
け
で
他
の
女
優
を

起
用
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の

よ
。
で
も
一
旦
バ
ー
ビ
ー
を
演

じ
る
と
決
ま
っ
た
ら
役
作
り
に

集
中
す
る
た
め
に
自
分
の
周
囲

を
ピ
ン
ク
に
統
一
し
て
バ
ー
ビ

ー
の
世
界
に
突
入
し
、
女
性
の

共
演
者
と
ホ
テ
ル
で
ス
リ
ー
プ

オ
ー
バ
ー
を
計
画
し
、
パ
ジ
ャ

マ
の
ま
ま
、
同
じ
部
屋
で
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
一
緒
の
ベ
ッ
ド

で
寝
た
り
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
結
成
、
女
性
パ
ワ
ー
の
台
頭

を
実
体
験
し
ま
し
た
。

　

ベ
ニ
ス
ビ
ー
チ
で
ロ
ケ
を
し

た
時
、物
凄
い
注
目
を
浴
び
て
、

ヒ
ッ
ト
す
る
映
画
に
な
る
か
も

と
い
う
予
感
を
持
ち
、
男
性
に

も
受
け
る
映
画
に
な
り
そ
う
だ

と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
で
す
。

　

ケ
ン
人
形
に
は
ど
う
し
て
も

ラ
イ
ア
ン
・
ゴ
ス
リ
ン
グ
が
欲

し
く
て
、
や
っ
と
承
諾
し
た
時

に
、
毎
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る

か
ら
と
約
束
し
て
し
ま
い
、
以

来
、
毎
日
欠
か
さ
ず
ケ
ン
な
ら

で
は
の
、
プ
カ
シ
ェ
ル
の
ネ
ッ

ク
レ
ス
、
変
わ
っ
た
ラ
ン
チ
ボ

ッ
ク
ス
、
な
ど
な
ど
贈
っ
て
、

探
す
の
が
一
苦
労
で
し
た
」。

な
ど
と
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
な
が

ら
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
生
い

立
ち
に
つ
い
て
は
、

「
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
農
場
を
持
っ

た
父
と
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
母
親
の

も
と
、
二
人
の
兄
と
姉
、
弟
一

人
の
４
人
兄
妹
と
育
ち
ま
し

た
。
だ
か
ら
畑
仕
事
は
私
達
の

日
常
だ
っ
た
の
よ
。
父
と
別
れ

た
母
は
祖
父
母
に
私
達
を
預
け

て
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
苦

労
し
て
い
た
の
で
私
も
16
歳
の

時
か
ら
３
個
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

掛
け
持
っ
て
母
を
助
け
て
い
た

の
。
小
さ
い
時
か
ら
女
優
を
目

指
し
て
、
17
歳
の
時
に
ロ
ー
カ

ル
の
テ
レ
ビ
の
役
を
得
て
、
そ

れ
か
ら
は
か
な
り
ラ
ッ
キ
ー
な

道
の
り
だ
っ
た
わ
ね
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
怪
物
番
組
の

「
ネ
イ
バ
ー
ズ
」
の
ゲ
ス
ト
で

出
演
し
た
ら
人
気
が
出
て
レ
ギ

ュ
ラ
ー
に
昇
格
し
た
り
。

  

今
、
兄
は
ス
タ
ン
ト
マ
ン
、

弟
も
俳
優
を
志
し
て
い
て
、
姉

は
私
と
全
く
正
反
対
で
私
が
外

で
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
し
て
い

る
時
、
家
の
中
で
読
書
、
私
の

体
は
幅
が
あ
る
け
れ
ど
姉
の
は

細
く
て
、
今
は
会
計
士
を
し
て

い
る
。
同
じ
両
親
を
持
っ
て
、

同
じ
家
で
育
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど

異
な
る
性
格
と
体
格
を
持
つ
っ

て
い
う
の
も
す
ご
く
不
思
議
だ

と
思
わ
な
い
？　

私
に
と
っ
て

世
界
で
一
番
大
事
な
の
が
家

族
。
兄
妹
み
ん
な
と
っ
て
も
仲

良
し
な
の
よ
」。

　

英
国
人
の
ト
ム
・
ア
ッ
カ
レ

イ
と
２
０
１
６
年
に
結
婚
、
二

人
で
制
作
会
社
を
仲
良
く
、
共

同
運
営
し
て
い
る
。
次
は
「
オ

ー
シ
ャ
ン
ズ
・
イ
レ
ブ
ン
」
で

再
び
ラ
イ
ア
ン
・
ゴ
ス
リ
ン
グ

と
共
演
だ
そ
う
で
、
何
と
も
楽

し
み
で
は
な
い
か
。

マ
ー
ゴ
ッ
ト
・
ロ
ビ
ー
に
聞
い
た

バ
ー
ビ
ー
を
作
っ
て
演
じ
る
ま
で

 成田陽子の
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キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
12
月
13
日
、
新
年
１

月
１
日
か
ら
同
州
全
体
の
最
低

賃
金
引
き
上
げ
を
執
行
す
る
こ

と
を
声
明
で
伝
え
た
。 

　

同
州
議
会
は
今
年
初
頭
以

降
、
最
低
賃
金
を
Ｎ
Ｙ
市
と
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
、
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
は
１
ド
ル
増
の

時
給
16
ド
ル
、
そ
の
ほ
か
の
地

域
は
80
セ
ン
ト
増
の
15
ド
ル
に

す
る
計
画
を
進
め
、
今
年
５
月

に
可
決
し
た
。
２
０
２
５
、
26

年
に
は
各
年
で
、
基
本
給
は
50

セ
ン
ト
増
と
な
り
、
27
年
は
各

地
区
の
イ
ン
フ
レ
に
従
っ
て
増

額
を
設
定
す
る
。 

　

同
州
労
働
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｌ
）
は
、

新
年
度
の
給
与
明
細
に
昇
給
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

同
局
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

dol.ny.gov

で
労
働
者
苦
情
申

し
立
て
を
行
う
か
、
ま
た
は
電

話
８
３
３
・９
１
０
・４
３
７
０

に
相
談
す
る
よ
う
伝
え
て
い

る
。

Ｎ
Ｙ
州
で
最
低
賃
金
増
加 

１
月
１
日
か
ら
実
施

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
舞
台
公
演
部
は
２
０
２
４

年
新
年
第
１
弾
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
１
月
10
日
（
水
）
か
ら

13
日
（
土
）
ま
で
、
現
代
演
劇

「HAMLET

ーTOILET

」
を

上
演
す
る
。
西
洋
の
古
典
劇
を

大
胆
に
ア
レ
ン
ジ
し
日
本
の
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
融
合
す
る

こ
と
で
独
特
の
笑
い
を
生
む
と

同
時
に
、
そ
の
裏
に
隠
れ
た
深

い
テ
ー
マ
を
持
ち
味
に
ナ
ン
セ

ン
ス
実
験
演
劇
を
繰
り
広
げ
て

き
た
脚
本
家
・
演
出
家
の
村
井

雄
と
、
彼
が
主
宰
す
る
「
開
幕

ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
（
Ｋ
Ｐ
Ｒ
）」

に
よ
る
も
の
。
現
代
演
劇
の
ハ

ブ
と
し
て
約
20
年
に
わ
た
り
世

界
中
か
ら
集
ま
っ
た
演
劇
作
品

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
紹
介
す
る

場
を
提
供
し
て
き
た
「Under the Radar 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
参
加
作
品
。

   

同
作
品
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
を
日
本

特
有
の
ト
イ
レ
文
化
と
融
合
さ

せ
た
村
井
ら
し
い
演
劇
作
品

で
、
東
京
の
こ
ま
ば
ア
ゴ
ラ
劇

場
と
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た

「
豊
岡
演
劇
祭
２
０
２
３
」
で

世
界
初
演
さ
れ
た
。
公
演
は
英

語
字
幕
付
き
・
日
本
語
上
演
。

１
月
10
日
（
水
）
終
演
後
に
は

「
初
日
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」、
12
日

（
金
）
終
演
後
に
「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
Ｑ
＆
Ａ
」が
実
施
さ
れ
る
。

両
イ
ベ
ン
ト
と
も
公
演
の
チ
ケ

ッ
ト
購
入
者
対
象
、参
加
無
料
。

　

入
場
料
は
一
般
35
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
は
28
ド
ル
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.JapanSociety.org/
performingarts 

を
参
照
。

Photo by Takeshi Ikemura

HAMLETーTOILET上演
ジャパン・ソサエティーで1月10日から

　

総
合
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
の
リ

ロ　

リ
ダ
ッ
ク
（
本
社
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
七
原
肇
社
長
）
は
12

月
13
日
、
本
社
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム
で
「
リ
ダ
ッ
ク
お
茶
会
×
ハ

ッ
ピ
ー
タ
ミ
ー
試
食
会
！
」
を

開
催
し
た
。
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
リ
ダ
・
カ
マ
に
加
え
、

リ
ダ
ッ
ク
く
ら
ぶ
で
提
携
し
て

い
る
「
マ
イ
・
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ミ

ー
ク
ラ
ブ
（
代
表
：
反
町
真
理

香
、
八
田
百
合
。
以
下
、
ハ
ッ

ピ
ー
タ
ミ
ー
）」
と
共
催
の
リ

ダ
ッ
ク
お
茶
会
×
試
食
会
と
な

の
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し

て
受
け
入
れ
て
教
育
の
場
と
し

て
も
活
動
し
て
い
る
と
い
う
話

に
参
加
者
は
耳
を
傾
け
た
。

　

参
加
者
は
「
普
段
作
っ
て
い

る
豚
汁
と
は
違
い
コ
ク
が
あ
っ

て
美
味
し
い
」、「（
子
供
が
）

家
で
は
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
食
べ
て

く
れ
な
い
の
に
、
今
日
は
た
く

さ
ん
食
べ
て
く
れ
る
」
な
ど
と

話
し
て
い
た
。
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ミ

ー
の
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
や
話
し

に
花
が
咲
き
、
大
盛
況
の
う
ち

に
会
は
終
了
し
た
。
同
社
で
は

安
心
し
て
楽
し
い
ア
メ
リ
カ
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、今
後
も
こ
う
し
た
交
流
会
、

提
携
先
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
く
予
定
。

リ
ダ
ッ
ク
が
お
茶
会
開
催

ハ
ッ
ピ
ー
タ
ミ
ー
試
食
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
過
去
１

年
間
の
人
口
減
少
は
米
国
内
で

最
も
著
し
か
っ
た
こ
と
が
、
米

国
勢
調
査
局
が
12
月
19
日
に
公

表
し
た
最
新
の
デ
ー
タ
で
分
か

っ
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
州
の
昨
年
７
月

１
日
時
点
の
人
口
は

１
９
５
７
万
１
２
１
６
人
、
同

局
が
調
査
し
た
２
０
２
２
年
７

月
〜
23
年
７
月
の
1
年
間
で
約

10
万
２
０
０
０
人
減
少
し
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ
た
20
年

４
月
比
で
は
63
万
１
１
０
４
人

減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
12

か
月
で
21
万
６
７
７
８
人
が
同

州
か
ら
転
出
し
た
。
同
州
に
次

い
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は

７
万
５
５
０
０
人
減
で
、
合
計

８
州
で
人
口
が
減
少
し
た
。
し

か
し
同
局
に
よ
る
と
、
移
住
者

が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
数
値
に

戻
り
、
死
亡
者
数
も
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
23
年
は
多
く

の
州
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
開
始
以

降
で
初
め
て
人
口
が
増
加
し
て

い
る
と
い
う
。

　

米
国
の
人
口
は
、
一
昨

年
比
で
１
６
０
万
人
に

相
当
す
る
０
・
５
％
増
の

３
億
３
４
９
１
万
４
８
９
５
人

と
な
っ
て
い
る
。
人
口
が
最
も

増
加
し
た
の
は
テ
キ
サ
ス
州
の

47
万
３
４
５
３
人
増
で
、
次
い

で
フ
ロ
リ
ダ
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
サ
ウ
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ほ
か
11
州
で
人

口
が
増
加
し
た
。
Ｎ
Ｙ
州
隣
の

Ｎ
Ｊ
州
は
、
一
昨
年
前
は
人
口

減
だ
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で

は
約
３
万
人
増
だ
っ
た
。 

　

ま
た
ト
ー
マ
ス
・
デ
ィ
ナ

ポ
リ
同
州
会
計
監
査
官
は
18

日
「
ポ
ス
ト
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
Ｎ
Ｙ
市
の
変
化
」
と
題

し
、
貧
富
の
差
の
拡
大
、
高
齢

化
、
移
民
増
加
、
転
出
な
ど

の
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応

し
た
Ｎ
Ｙ
市
政
の
予
算
、
政

策
決
定
を
促
す
声
明
を
出
し

た
。
10
〜
20
年
、
同
市
の
人
口

増
加
率
は
国
内
平
均
を
上
回
る

７
・
７
％
で
、
20
年
の
人
口
は

８
８
０
万
４
１
９
０
人
だ
っ

た
。
し
か
し
20
〜
22
年
は
５
・

３
％
減
で
８
３
３
万
５
８
９
７

人
と
な
っ
た
。

　

移
民
に
関
し
て
は
、
17
〜
21

年
は
連
邦
政
府
の
制
限
や
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
渡
航
規
制
で
急
減

し
た
が
、
21
〜
22
年
で
移
民
者

数
は
倍
増
し
16
年
以
来
で
最
高

の
５
万
４
３
０
７
人
と
な
っ

た
。
世
帯
収
入
に
関
し
て
は
、

年
収
10
万
ド
ル
以
上
の
世
帯
率

は
、
19
〜
21
年
で
35
・
２
％
を

占
め
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
規
制
緩

和
の
22
年
で
は
39
％
ま
で
復
活

し
た
。
し
か
し
景
気
復
興
と
同

時
に
物
価
は
高
騰
し
、
多
く
の

低
所
得
者
層
が
転
出
し
た
。

　

22
年
の
転
出
者
の
人
種
に
関

し
て
は
、64
％
は
白
人
以
外
で
、

20
年
４
月
22
年
６
月
で
は
、
白

人
６
・７
％
減
、
黒
人
６
％
減
、

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
５
％
減
、
ア

ジ
ア
系
２
・
５
％
減
と
す
べ
て

の
人
種
で
減
少
し
た
。
年
齢
別

で
は
、
65
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
市

民
は
３
・
３
％
増
の
一
方
で
、

18
歳
以
下
の
人
口
は
全
国
平
均

１
・
５
％
減
を
大
幅
に
上
回
る

７
・
５
％
増
で
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。

 
Ｎ
Ｙ
州
で
人
口
減
少 

過
去
１
年
全
国
で
最
も
深
刻

っ
た
。

　

当
日
は
子
ど
も
を
含
め
た
14

人
が
集
ま
り
、
実
際
に
そ
の
週

に
配
達
さ
れ
る
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ミ

ー
の
主
菜
３
品
と
副
菜
３
品
、

豚
汁
を
試
食
し
た
。
反
町
代
表

は
「
お
か
あ
さ
ん
と
し
て
の
私

は
こ
の
世
に
一
人
し
か
な
い
。

そ
の
お
か
あ
さ
ん
が
家
族
の
た

め
を
想
っ
て
作
る
、
そ
ん
な
料

理
を
お
届
け
し
た
い
」
と
話
し

た
。
ま
た
メ
ニ
ュ
ー
担
当
の
八

田
代
表
は
「
出
来
る
だ
け
余
計

な
も
の
を
加
え
ず
に
、
素
材
の

味
を
生
か
し
た
料
理
を
作
っ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。
環
境
を
考

え
、
配
達
に
は
リ
ユ
ー
ス
で
き

る
タ
ッ
パ
ー
を
使
い
、
キ
ッ
チ

ン
で
は
自
閉
症
や
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
を
抱
え
る
特
別
支
援
学
校

　

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
経
済
誌

「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
調
査
部

門
で
あ
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト

は
、
世
界
の
生
活
費
の
動
向
を

調
査
す
る「
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・

コ
ス
ト
・
オ
ブ
・
リ
ビ
ン
グ
・

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
の
２
０
２
３

年
版
を
発
表
し
た
。
世
界
の

主
要
１
７
３
都
市
を
対
象
に
、

２
０
０
種
類
以
上
の
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
４
０
０
以
上
の
商
品

の
価
格
を
比
較
し
た
も
の
で
、

23
年
の
生
活
費
は
世
界
平
均
で

７
・
４
％
増
加
、
な
か
で
も
食

料
品
・
日
用
品
の
価
格
は
急
激

に
値
上
が
り
し
て
い
る
。

　

同
調
査
に
よ
る
と
、
世
界
で

最
も
生
活
費
が
高
い
都
市
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

（
ス
イ
ス
）
だ
っ
た
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
交
通
費
と
衣
料
品
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
高
価
格
を
マ
ー

ク
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
急
浮
上

は
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
高
に
加
え
、

食
料
品
・
日
用
品
価
格
や
娯
楽

費
の
高
さ
に
起
因
し
て
い
る
。

22
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
と
も

に
１
位
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
３
位
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
ス

イ
ス
）
と
同
位
と
な
っ
た
。
そ

の
ほ
か
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
次
の

通
り
。
５
位
香
港
、
６
位
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
７
位
パ
リ
、
８
位

テ
ル
ア
ビ
ブ
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）

と
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
（
デ
ン
マ

ー
ク
） 

、
10
位
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
。
東
京
と
大
阪
は
円
安
を

理
由
に
順
位
を
下
げ
、
東
京
は

60
位
、大
阪
は
70
位
と
な
っ
た
。

世
界
で
生
活
費

の
高
い
都
市

１
位
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://myriverside.net/home
http://ymcatfv.org/
http://www.yamagatadental.net/
www.JapanSociety.org/performingarts
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UFO情報に開示義務
　

米
連
邦
議
会
は
12
月
14
日
、

Ｕ
Ｆ
Ｏ
（
未
確
認
飛
行
物
体
）

を
含
む
「
未
確
認
空
中
現
象
」

（
Ｕ
Ａ
Ｐ
）
に
関
す
る
記
録
の

公
開
を
、
連
邦
政
府
に
義
務
付

け
る
国
防
法
案
を
可
決
し
た
。

た
だ
し
国
家
安
全
保
障
上
の
理

由
か
ら
機
密
に
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
大
統
領
が
判
断
し
た

場
合
は
除
く
。
記
録
は
国
立
公

文
書
記
録
管
理
局
に
よ
っ
て
収

集
さ
れ
る
が
、
作
成
さ
れ
て
か

ら
25
年
以
内
に
公
開
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
公
開
開
始
は

２
０
４
９
年
頃
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は

署
名
す
る
意
向
で
成
立
す
る
と

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ａ
Ｐ
の
機
密
解
除
を
推
進

し
て
き
た
チ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー

マ
ー
上
院
院
内
総
務
（
民
主

党
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）
は
「
未

確
認
空
中
現
象
に
関
す
る
政
府

の
透
明
性
に
と
っ
て
大
き
な
勝

利
」
と
し
た
が
、
当
初
は
「
即

時
公
開
」
を
求
め
て
い
て
、
こ

れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま
た

テ
ィ
ム
・
バ
ー
チ
ェ
ッ
ト
下
院

議
員
（
共
和
党
、
テ
ネ
シ
ー

州
）
ら
は
、
国
家
安
全
保
障
と

政
府
情
報
源
が
侵
害
さ
れ
な
い

限
り
、
フ
ァ
イ
ル
公
開
前
の
審

査
を
省
略
す
る
措
置
を
法
案
に

追
加
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ

も
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ず
に

終
わ
っ
た
。

　

近
年
、
米
国
で
は
米
軍
機
の

そ
ば
を
飛
行
す
る
未
確
認
飛
行

物
体
の
ビ
デ
オ
公
開
＝
写
真
＝

な
ど
に
よ
り
Ｕ
Ｆ
Ｏ
お
よ
び
Ｕ

Ａ
Ｐ
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
陰
謀
論
が
蔓
延
し
政
府
が

情
報
を
隠
蔽
し
て
い
る
な
ど
の

声
も
強
い
。
22
年
に
米
航
空
宇

宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
は
Ｕ
Ａ
Ｐ

の
分
析
を
目
的
と
し
た
調
査
チ

ー
ム
を
設
立
。
23
年
９
月
に
、

地
球
外
起
源
で
あ
る
と
い
う
証

拠
は
見
つ
か
ら
ず
、
気
球
、
航

空
機
、
ま
た
は
既
知
の
自
然
現

象
だ
っ
た
と
の
研
究
結
果
を
発

表
し
た
。

　

国
防
総
省
は
米
国
内
で
広
が

る
陰
謀
論
や
情
報
隠
蔽
の
疑
念

を
晴
ら
す
狙
い
で
全
領
域
異
常

対
策
室
（
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｏ
）
を
22
年

７
月
に
設
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
米
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
撮
影

し
た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
Ｕ
Ａ
Ｐ
の
ビ
デ

オ
を
公
開
し
始
め
た
。

　

連
邦
議
会
で
も
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
Ｕ

Ａ
Ｐ
が
安
全
保
障
上
の
脅
威
と

な
る
か
を
巡
っ
て
関
心
が
高
ま

り
23
年
７
月
、
シ
ュ
ー
マ
ー
院

内
総
務
ら
が
Ｕ
Ａ
Ｐ
に
関
連
す

る
情
報
の
開
示
を
連
邦
政
府
に

要
求
、
下
院
監
視
委
員
会
で
公

聴
会
も
開
か
れ
た
。

　

米
海
軍
で
Ｆ
18
戦
闘
機
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
を
し
て
い
た
ラ
イ
ア

ン
・
グ
レ
ー
ブ
ス
氏
は
複
雑
な

動
き
を
す
る
飛
行
物
体
を
幾
度

と
な
く
目
撃
し
た
と
証
言
。
参

加
し
た
別
の
軍
人
の
一
人
が

「
米
政
府
が
地
球
外
生
命
体
の

残
骸
を
密
か
に
保
管
し
て
い
る

と
主
張
し
た
が
、
国
防
総
省
は

こ
れ
を
否
定
し
た
。
米
空
軍
や

国
家
地
理
空
間
情
報
局
（
Ｎ
Ｇ

Ａ
）
で
働
い
て
い
た
デ
ー
ビ
ッ

ド
・
グ
ラ
シ
氏
は
証
言
文
書
を

提
出
、「
公
務
の
過
程
で
数
十

年
に
わ
た
る
Ｕ
Ａ
Ｐ
墜
落
物
の

回
収
と
解
析
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
た
」
と
し

た
が
、
全
領
域
異
常
対
策
室
の

ス
ー
ザ
ン
・
ゴ
フ
報
道
官
は
電

子
メ
ー
ル
で
「
解
析
調
査
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
存
在
を
検
証
で
き
る

情
報
は
得
て
い
な
い
」
と
答
え

て
い
る
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
は
、
現
在
Ｊ
Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
開
催
中
の
「
ア
ウ
ト
・
オ

ブ
・
バ
ウ
ン
ズ　

フ
ル
ク
サ
ス

と
日
本
人
女
性
芸
術
家
た
ち
」

展
の
関
連
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、1
月
17
日
（
水
）

午
後
７
時
か
ら「
フ
ル
ッ
ク
ス
・

フ
ィ
ル
ム
」（Fluxfi lms

）
上

映
会
を
行
う
。

　

１
９
６
０
年
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
実
施
さ
れ
た
フ
ル
ク
サ

ス
の
イ
ベ
ン
ト
や
ハ
プ
ニ
ン
グ

な
ど
で
公
開
さ
れ
た
複
数
の
貴

重
な
短
編
映
画
を
一
挙
に
上

Image: Yoko Ono, Eyeblink (Fluxus 
Film #9), 1966.

映
。
フ
ル
ク
サ
ス
の
主
要
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
ナ
ム
・
ジ
ュ

ン
・
パ
イ
ク
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ

チ
ュ
ー
ナ
ス
、
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ

な
ど
に
よ
る
作
品
群
は
、
10
秒

の
作
品
か
ら
10
分
に
及
ぶ
も
の

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
型

破
り
な
前
衛
映
画
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
上
映
後
は
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
一
部
の
上

映
作
品
の
作
り
手
で
も
あ
る
フ

ル
ク
サ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
映

像
作
家
の
ジ
ェ
フ
・
パ
ー
キ
ン

ス
氏
を
舞
台
に
招
き
、
同
展
の

ゲ
ス
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ

る
由
本
み
ど
り
氏
と
共
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
。

　

入
場
料
は
一
般
16
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
8
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/ 

を
参
照
す
る
。

　

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
で
ト

ラ
ン
プ
前
米
大
統
領
の
顧
問
弁

護
士
だ
っ
た
ル
デ
ィ
・
ジ
ュ
リ

ア
ー
ニ
氏
が
12
月
21
日
、
Ｎ
Ｙ

市
の
裁
判
所
に
破
産
法
の
適
用

を
申
請
し
た
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ

氏
は
、
２
０
２
０
年
の
米
大

統
領
選
を
め
ぐ
る
名
誉
毀
損

訴
訟
で
敗
訴
。
根
拠
の
な
い

発
言
で
南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

の
選
挙
管
理
職
員
2
人
の
名

誉
を
傷
つ
け
た
と
し
て
、
計

1
億
４
８
０
０
万
ド
ル
（
約

２
１
０
億
円
）
の
支
払
い
を
命

じ
ら
れ
て
い
た
。
破
産
申
立
書

類
に
よ
る
と
、
ジ
ュ
リ
ア
ー

ニ
氏
の
資
産
は
１
０
０
万
〜

１
０
０
０
万
ド
ル
で
、
負
債
は

１
億
〜
５
億
ド
ル
。
債
権
者
と

し
て
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
息

子
の
ハ
ン
タ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏

の
名
前
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

代
理
人
は
「
破
産
法
の
申
請
に

よ
り
、
控
訴
の
機
会
と
時
間
を

ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
氏
に
与
え
る
と

同
時
に
、
す
べ
て
の
債
権
者
が

平
等
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
」
と
説
明
し
た
。

フ
ル
ク
サ
ス
と
日
本
人

女
性
芸
術
家
た
ち

Ｊ
Ｓ
で
17
日
に
上
映
会
開
催

ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
氏

Ｎ
Ｙ
市
に
破
産
申
請

連
邦
議
会
が
公
開
可
決

た
だ
し
25
年
後
な
ど
制
限

2023 年グーグル検索１位
曲は「YOASOBI」

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
拠
点
と

す
る
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
グ
ー
グ
ル

は
12
月
11
日
、
２
０
２
３
年
１

月
１
日
〜
11
月
27
日
で
、
出
来

事
や
ト
レ
ン
ド
、物
や
人
な
ど
、

各
分
野
で
特
に
検
索
数
が
多
か

っ
た
「
２
０
２
３
年
イ
ヤ
ー
・

イ
ン
・
サ
ー
チ
」を
発
表
し
た
。 

　

世
界
情
勢
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
ト
レ
ン
ド
で
は
、
現
在
も
進

行
中
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス

戦
争
が
最
多
で
、
次
い
で
６
月

に
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
残
骸
見
学

ツ
ア
ー
中
に
消
息
不
明
に
な
っ

た
潜
水
艇
タ
イ
タ
ン
沈
没
事

故
、
そ
し
て
２
月
の
ト
ル
コ
・

シ
リ
ア
大
地
震
だ
っ
た
。

　

検
索
数
１
位
の
話
題
の
人
物

は
、
１
月
試
合
中
に
心
肺
停
止

と
な
る
も
命
を
と
り
と
め
た
Ｎ

Ｆ
Ｌ
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
・
ビ
ル
ズ

の
ダ
マ
ー
・
ハ
ム
リ
ン
選
手
、

そ
し
て
除
雪
機
の
事
故
か
ら
快

復
を
遂
げ
た
俳
優
ジ
ェ
レ
ミ

ー
・
レ
ナ
ー
さ
ん
が
次
い
だ
。

２
０
２
３
年
に
死
去
し
た
著
名

人
で
は
、
人
気
ド
ラ
マ
「
フ
レ

ン
ズ
」
で
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
役
の

俳
優
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
さ
ん

と
、
国
民
的
歌
手
テ
ィ
ナ
・
タ

ー
ナ
ー
さ
ん
が
最
多
だ
っ
た
。 

　

エ
ン
タ
メ
界
は
、
映
画
で
は

「
バ
ー
ビ
ー
」
が
断
然
ト
ッ
プ

で
、
次
い
で
「
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
」、
イ
ン
ド
の
ア
ク
シ
ョ

ン
・
ス
リ
ラ
ー
映
画
「
ジ
ャ
ワ

ン
」、
テ
レ
ビ
番
組
で
は
ド
ラ

マ「
ザ
・
ラ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ア
ス
」、

ア
ダ
ム
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
長

女
が
主
役
の
「
ウ
ェ
ン
ズ
デ

ー
」、「
ジ
ニ
ー
＆
ジ
ョ
ー
ジ
ア
」

が
上
位
３
位
だ
っ
た
。
ト
レ
ン

ド
・
ソ
ン
グ
で
は
、
日
本
の
音

楽
ユ
ニ
ッ
トYOASOBI

の「
ア

イ
ド
ル
」
が
最
多
だ
っ
た
。 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
者
の
検

索
で
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、「
ヨ

ガ
・
ニ
ア
ミ
ー（
近
所
の
ヨ
ガ
）」

が
全
国
で
最
も
多
か
っ
た
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
の
ニ
ア
ミ
ー（
近
所
の
）

検
索
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
カ
ナ

ダ
の
山
火
事
で
大
気
が
オ
レ
ン

ジ
色
に
染
ま
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
の「
近
所
の
大
気
質
」、「
近

所
の
質
屋
」、「
近
所
の
ピ
ラ
テ

ス
」、「
近
所
の
神
経
科
医
」
が

上
位
５
位
だ
っ
た
。
そ
の
ほ
か

の
詳
細
はabout.google

を

参
照
す
る
。 

米軍機が目視した正体不明の飛行物体
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本
紙
創
刊
と
同
時
に
始
ま
っ
た
児
童
生
徒
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
こ
と
ば
の
泉
」
は
今
年
で

20
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
期
の
応
募
総
数
は

幼
稚
園
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
約
９
０
０
点
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
へ
の
対
応
と
し

てW
ord

原
稿
に
よ
る
応
募
も
可
と
し
た
こ
と

に
よ
り
、
中
学
生
高
校
生
お
よ
び
日
本
人
の
親

御
さ
ん
を
持
た
ず
日
本
語
を
学
ぶ
現
地
高
校
生

の
応
募
が
増
え
た
こ
と
が
最
近
の
特
徴
で
す
。

　

本
年
度
の
年
間
大
賞
は
２
０
２
２
年
11
月
第

一
週
か
ら
２
０
２
３
年
10
月
末
ま
で
に
掲
載
さ

れ
た
１
９
４
作
品
よ
り
、
第
一
次
審
査
と
し
て

編
集
部
が
左
記
の
16
作
品
を
選
出
。
そ
の
16
作

品
を
対
象
に
審
査
員
５
名
に
よ
る
最
終
審
査
が

行
わ
れ
、
年
間
大
賞
６
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

本
ペ
ー
ジ
で
は
最
優
秀
賞
、
第
一
席
、
第
二
席
、

第
三
席
と
佳
作
２
点
を
掲
載
し
ま
す
。

ご
協
力
頂
い
た
審
査
員
の
方
々

■
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館

　

遠
藤
彰
首
席
領
事

■
全
日
空
米
州
室
ア
カ
ウ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

竹
本
登
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
補
佐

■
ア
メ
リ
カ
紀
伊
國
屋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
店

　

渡
邉
成
一
店
長

■
国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

下
山
雅
也
所
長

■
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活 

発
行
人
・
C
E
O

　

三
浦
良
一

＊
学
校
名
・
学
年
・
滞
米
年
数
は
作
文
執
筆
時

の
も
の
で
す
。

◆
第
20
回
「
こ
と
ば
の
泉
」
年
間
大
賞
入
賞
作
品
発
表
◆

　

ぼ
く
に
は
、
毎
年
夏
が
来

る
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

じ
ぃ
じ
の
家
で
採
れ
る
新
鮮

な
野
菜
で
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
に
住
む
ぼ
く
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、「
じ
ぃ
じ
」
は
、

庭
の
一
部
で
ト
マ
ト
や
き
ゅ

う
り
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ナ
ス
、

に
ん
じ
ん
、
枝
豆
な
ど
様
々

な
野
菜
を
育
て
て
い
て
、
夏

に
な
る
と
庭
で
し
ゅ
う
か
く

で
き
た
も
の
を
ぼ
く
た
ち
に

分
け
て
く
れ
る
の
で
す
。
中

で
も
ぼ
く
の
お
気
に
入
り

は
、
日
本
の
細
長
い
き
ゅ
う

り
で
す
。
手
作
り
の
甘
い
み

そ
に
つ
け
て
食
べ
る
き
ゅ
う

り
は
、
他
の
ど
こ
の
お
店
に

売
っ
て
い
る
き
ゅ
う
り
よ
り

も
パ
リ
パ
リ
で
最
高
で
す
。

我
が
家
で
は
、夏
に
な
る
と
、

じ
ぃ
じ
の
野
菜
が
た
く
さ
ん

食
卓
に
な
ら
び
ま
す
。
そ
こ

で
、
い
つ
も
は
食
べ
る
だ
け

で
す
が
、
今
年
は
じ
ぃ
じ
と

一
緒
に
畑
の
お
手
入
れ
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

夏
が
始
ま
る
前
、
じ
ぃ
じ

が
大
切
に
し
て
い
る
畑
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
な
え
を
選
別
し
て
、
土

を
も
っ
た
り
野
菜
を
育
て
る

か
ん
き
ょ
う
を
整
え
る
た
め

で
す
。
じ
ぃ
じ
の
畑
は
、
お

庭
の
一
部
な
の
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
全
て
野
菜
ご
と
に
周

囲
が
金
あ
み
で
囲
ま
れ
て
い

た
り
、
上
か
ら
お
お
わ
れ
て

い
た
り
し
て
、
一
目
見
た
だ

け
で
は
何
の
野
菜
が
作
ら
れ

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
じ
ぃ

じ
は
言
い
ま
し
た
。「
こ
う

や
っ
て
、
お
野
菜
を
守
っ
て

あ
げ
な
い
と
、
全
部
そ
の
へ

ん
に
い
る
動
物
た
ち
に
食
べ

ら
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
」。

　

野
菜
が
う
れ
て
、
あ
と
少

し
で
し
ゅ
う
か
く
で
き
る
と

こ
ろ
で
、
動
物
た
ち
に
ト
マ

ト
や
き
ゅ
う
り
が
全
部
食
べ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
過

去
に
何
度
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
例
え
ば
、
鹿
は
ジ
ャ
ン

プ
力
が
あ
る
の
で
高
い
屋
根

が
あ
る
あ
み
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
わ
な
を
し
か
け
て
、

ス
カ
ン
ク
や
グ
ラ
ン
ド
ホ
グ

が
あ
み
の
下
に
も
ぐ
っ
て

1.「えがおで見てもらえたお手玉はっぴょう」
      ニュージャージー日本人学校小１　齋藤小春
2.「たからものの十分」ニューヨーク育英学園小２　つし馬しほ
3.「大切な命」ニューヨーク補習授業校小３　真鍋和也
4.「ぼくが大人になったら」ピッツバーグ日本語補習校小４　相原裕心
5.「この世界が平等になること」中部テネシー日本語補習校小５　光本航太郎
6.「もぐもぐ野菜」ニュージャージー補習授業校小５　佐々木伶
7.「戦争はしちゃいけない」ニュージャージー補習授業校小６　槇原海
8.「10 年後のぼくへ」ニュージャージー補習授業校小６　増渕怜央
9.「まほうのことば」シンシナティ日本語補習校小６　末松悠生
10.「幸せを感じる瞬間」ニューヨーク育英学園中１　砂川大智
11.「夢に向かって」ニュージャージー補習授業中１　シャープ真理
12.「自由とは」ニューヨーク日本人学校中２　新優人
13.「日本の社会科教育への提案」プリンストン日本語学校中 2　鈴木啓太
14.「私たちが出来ること」ニューヨーク日本人学校中３　小高莉子
15.「日本がポツダム宣言を受諾しなかった理由」
　　プリンストン日本語学校中３　高山英士
16.「よっちゃん」ニューヨーク補習授業校高１　北川茂那

2023 年「ことばの泉」年間大賞第一次審査通過作品

も
、
野
菜
を
食
べ
な
い
よ
う

に
様
々
な
方
法
で
ま
も
ら
れ

て
い
ま
す
。
虫
が
つ
か
な
い

よ
う
に
、
そ
し
て
様
々
な
病

気
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
じ

ぃ
じ
は
ど
ん
な
に
暑
い
日
で

も
一
日
に
二
回
は
水
や
り
を

し
て
野
菜
た
ち
の
観
察
を
し

て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し

た
変
化
に
も
気
が
付
く
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

夏
が
始
ま
る
前
に
見
た

小
さ
な
な
え
は
、
じ
ぃ
じ

の
家
に
遊
び
に
行
く
た
び

に
、
大
き
く
成
長
し
て
い
ま

し
た
。
毎
日
、
じ
ぃ
じ
の
よ

う
に
野
菜
を
お
世
話
で
き
な

い
ぶ
ん
、
遊
び
に
行
っ
た
時

は
ぼ
く
も
気
持
ち
を
こ
め
て

た
く
さ
ん
お
水
を
あ
げ
ま
し

た
。
種
類
に
よ
っ
て
こ
と
な

り
ま
す
が
、
野
菜
を
育
て
る

に
は
す
ご
く
時
間
が
か
か
る

そ
う
で
す
。
き
ゅ
う
り
は
少

な
く
と
も
二
ヶ
月
、
ト
マ
ト

は
約
四
ヶ
月
は
か
か
る
そ
う

で
す
。
ぼ
く
の
じ
ぃ
じ
は

元
々
、
植
物
や
そ
の
香
り
が

好
き
で
、
野
菜
作
り
も
前
か

ら
少
し
や
っ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
毎
年
少
し
ず
つ
種
類

を
ふ
や
し
て
、
今
で
は
15
種

類
以
上
の
野
菜
を
育
て
て
い

ま
す
。
種
や
ち
い
さ
な
な
え

が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て

い
く
の
が
う
れ
し
い
。
野
菜

は
美
味
し
い
か
ら
、
自
分
の

庭
で
育
て
た
い
、
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、「
み
ん

な
が
美
味
し
く
食
べ
て
く
れ

る
の
を
聞
く
と
、
ぼ
く
も
う

れ
し
く
な
る
。」
と
言
っ
て
、

ぼ
く
た
ち
に
た
く
さ
ん
分
け

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
日
も
ま

た
、
ぼ
く
た
ち
は
た
く
さ
ん

の
野
菜
を
し
ゅ
う
か
く
し
ま

し
た
。
採
れ
た
て
の
き
ゅ
う

り
は
小
さ
い
し
チ
ク
チ
ク
し

ま
す
。
皮
の
表
面
に
ト
ゲ
の

よ
う
な
も
の
が
ツ
ン
ツ
ン
出

て
い
る
か
ら
で
す
。
き
ゅ
う

り
は
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い

う
ち
に
し
ゅ
う
か
く
し
ま

す
。
大
き
く
な
る
と
水
っ
ぽ

く
な
り
味
が
う
す
く
な
る
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
採
れ
た
て

の
ト
マ
ト
は
少
し
青
臭
い
感

じ
が
し
ま
す
。
で
も
そ
の
ま

ま
室
温
に
置
い
て
お
く
こ
と

で
、
甘
い
か
ん
じ
ゅ
く
の
ト

マ
ト
に
変
身
す
る
の
で
す
。

美
味
し
い
野
菜
が
で
き
る
ま

で
の
工
程
や
畑
で
の
工
夫
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

ぼ
く
が
知
ら
な
い
じ
ぃ
じ
の

宝
物
を
、
見
せ
て
も
ら
っ
た

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
た
ち
は
も
ら
っ
た
野

菜
を
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使

い
ま
し
た
。
美
味
し
い
野
菜

を
育
て
て
く
れ
た
お
礼
に
、

ぼ
く
も
何
か
作
り
た
い
と
思

っ
て
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ
ー
を

作
り
ま
し
た
。
に
ん
じ
ん
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
な
す
、
し
し

と
う
、
い
ん
げ
ん
、
ト
マ
ト

な
ど
、
全
部
じ
ぃ
じ
の
お
庭

で
採
れ
た
野
菜
で
す
。
き
ゅ

う
り
と
ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ
も

作
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
て
い

ね
い
に
野
菜
を
洗
っ
た
り
、

切
っ
た
り
し
ま
し
た
。
お
肉

は
入
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
甘
い
カ
レ

ー
が
が
で
き
ま
し
た
。
じ
ぃ

じ
の
野
菜
な
ら
、
野
菜
ぎ
ら

い
の
人
で
も
も
ぐ
も
ぐ
食
べ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
大
事

に
育
て
ら
れ
て
い
る
工
程
を

見
て
、
こ
れ
か
ら
は
し
ん
せ

ん
な
野
菜
に
か
ん
し
ゃ
し
て

お
い
し
く
大
事
に
食
べ
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
滞
米
11
年
４
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

最
優
秀
賞
受
賞
の
佐
々
木
伶
さ
ん
に
は

副
賞
と
し
て
全
日
空
協
賛
に
よ
る
日
米

往
復
無
料
航
空
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
写
真
は
竹

本
登
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
補
佐

最
優
秀
賞

「
も
ぐ
も
ぐ
野
菜
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
伶
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「
ア
メ
リ
カ
は
自
由
の

国
」
そ
う
表
現
さ
れ
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
独
立
宣
言
は
、「
す

べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
り
、

そ
の
創
造
主
に
よ
っ
て
、

生
命
、
自
由
、
お
よ
び
幸

福
の
追
求
を
含
む
不
可
侵

の
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
強
い
思
い
か

ら
始
ま
り
、
自
由
を
尊
重

す
る
社
会
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
自
由
」
と
い

う
理
念
を
掲
げ
る
ア
メ
リ

カ
で
、
恐
ろ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
を
耳
に
し
ま
し
た
。

　

二
〇
二
二
年
五
月
、
ア

メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
州
の

小
学
校
で
銃
乱
射
が
発
生

し
た
事
件
で
す
。
犯
人
は

十
八
歳
の
男
性
で
、
ラ
イ

フ
ル
を
持
っ
て
鍵
の
か
か

っ
て
い
な
い
裏
口
か
ら
小

学
校
に
侵
入
し
、
生
徒
と

先
生
、
計
二
十
一
人
の
尊

い
命
を
奪
い
ま
し
た
。
私

は
そ
の
事
件
を
聞
い
た
と

き
、
鳥
肌
が
立
ち
、
震
え

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
ん
な
に
も
悲

し
い
事
件
が
起
こ
っ
て
い

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
な

ぜ
ア
メ
リ
カ
は
今
す
ぐ
に

で
も
銃
の
購
入
と
使
用
を

禁
止
し
な
い
の
か
と
い
う

疑
問
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

銃
社
会
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
で
は
、
憲
法
に
よ
っ
て

銃
器
等
の
武
器
で
武
装
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
州
に
よ
っ
て
は
武
器

の
携
帯
を
認
め
ら
れ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
自

己
防
衛
の
た
め
に
武
器
の

保
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る

理
由
が
あ
る
反
面
、
一
歩

間
違
え
る
と
重
大
犯
罪
に

つ
な
が
る
と
い
う
リ
ス
ク

を
抱
え
て
い
る
の
で
す
。

国
家
の
安
全
と
自
由
の
た

め
に
武
器
保
有
が
認
め
ら

れ
て
い
る
の
に
、
無
差
別

で
起
こ
る
殺
人
の
用
途
で

武
器
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
れ

ば
、
逆
に
人
々
の
自
由
、

そ
し
て
幸
福
を
奪
っ
て
い

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
に
住
む
私
と

同
世
代
の
学
生
は
銃
乱
射

や
銃
規
制
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い

る
の
か
気
に
な
り
、「New 

York Times

」
の
「Student 

Opinion

」
と
い
う
サ
イ
ト

を
見
て
み
る
と
、
銃
に
対

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が

綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
毎
週
月
曜
日
が
来
る
よ

う
に
、
毎
週
ど
こ
か
の
学

校
で
銃
乱
射
事
件
が
起
こ

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
非

常
に
悲
し
い
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
自
分
の
人
生
に

責
任
を
持
ち
な
が
ら
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。」

　

こ
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん

だ
と
き
、
強
い
共
感
を
覚

え
ま
し
た
。
自
由
に
生
き

る
。
そ
の
裏
側
に
は
、「
自

分
の
生
き
方
に
責
任
を
持

た
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
再
確
認
で
き
た

か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、「Student 

Opinion

」
の
投
稿
の
よ
う

に
自
分
の
考
え
を
誰
か
と

共
有
し
、
話
し
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
方

向
性
や
自
分
の
考
え
が
よ

り
確
か
に
な
る
こ
と
を
実

感
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。

　

私
は
、
修
学
旅
行
実
行

委
員
長
と
し
て
、
八
月
に

行
わ
れ
た
修
学
旅
行
に
向

け
て
、
一
学
期
か
ら
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。
数
々

の
ル
ー
ル
を
決
定
す
る
中

で
、
あ
る
一
つ
の
こ
と
が

頭
を
悩
ま
せ
続
け
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、「
修
学
旅

行
の
見
学
中
に
自
由
に
ス

マ
ホ
を
使
用
し
、
写
真
を

撮
る
こ
と
を
良
い
と
す
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。
私
は

ス
マ
ホ
持
参
に
賛
成
で
し

た
。
修
学
旅
行
と
い
う
一

生
の
思
い
出
の
瞬
間
を
自

由
に
ス
マ
ホ
に
収
め
た
い
。

だ
か
ら
、
こ
れ
は
も
ち
ろ

ん
認
め
ら
れ
る
自
由
だ
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
見
学
中
は
ス
マ
ホ
で

写
真
を
撮
る
こ
と
ば
か
り

に
気
を
と
ら
れ
、
本
来
の

修
学
旅
行
の
目
的
に
外
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

い
な
い
人
も
い
る
か
ら
、

不
公
平
感
を
感
じ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
の
で
な
い

か
。
自
由
に
使
う
こ
と
を

許
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の

場
で
S
N
S
に
投
稿
す
る

人
が
で
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
な
ど
様
々

な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。

　

何
度
も
議
論
を
重
ね
た

結
果
、
修
学
旅
行
の
一
番

の
目
的
で
あ
る
「
自
分
の

目
で
見
て
、
肌
で
感
じ
る
」

こ
と
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
ま
た
学
習
の
一
環

と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る

た
め
、
ス
マ
ホ
は
私
た
ち

生
徒
の
安
全
の
た
め
に
緊

急
時
の
み
使
用
可
能
に
し
、

デ
ジ
カ
メ
の
使
用
の
み
を

許
可
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。
生
徒
全
員
が
安

全
に
、
楽
し
く
研
修
を
行

え
る
よ
う
「
自
由
」
の
中

に
も
制
限
を
設
け
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
を
携
帯
す
る
自
由

を
認
め
、
し
か
し
、
使
う

と
き
に
は
、
み
ん
な
で
決

め
た
「
ル
ー
ル
」
を
守
る
。

銃
規
制
の
問
題
と
は
は
る

か
に
ス
ケ
ー
ル
の
違
う
決

議
で
し
た
が
、
私
た
ち
生

徒
に
と
っ
て
重
要
な
問
題

で
、
全
員
の
「
幸
福
」
の

た
め
に
話
し
合
う
重
要
さ

を
感
じ
た
期
間
で
し
た
。

　

見
聞
き
し
身
近
に
感
じ

た
銃
乱
射
事
件
、
修
学
旅

行
の
本
来
の
ね
ら
い
を
達

成
す
る
た
め
に
ル
ー
ル
を

決
議
し
た
実
行
委
員
と
し

て
の
経
験
、
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
共
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、何
事
に
も
、何
時
で
も
、

誰
に
で
も
、「
自
由
」
に
は

「
責
任
」
が
伴
う
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
、
自
由
を
追

求
す
る
中
で
、
み
ん
な
が

納
得
す
る
ま
で
ル
ー
ル
を

話
し
合
う
こ
と
の
重
要
性
。

そ
の
ル
ー
ル
が
自
分
た
ち

の
自
由
や
幸
福
を
守
る
と

い
う
こ
と
に
繋
が
る
こ
と

で
す
。

　
「
自
由
」
と
は
、
難
し
い

も
の
で
す
。
自
分
な
り
に

「
自
由
」
を
理
解
し
、
是
非

自
分
の
考
え
を
共
有
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
話
し
合

う
中
で
、
改
め
て
気
づ
く

こ
と
や
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

「
さ
て
、
あ
な
た
に
と
っ
て

の
、「
自
由
」
と
は
何
で
す

か
。」

　
　
（
滞
米
６
年
11
か
月
）
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第
一
席 
「
自
由
と
は
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
新
　
優
人

　
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う

名
前
を
聞
く
と
何
が
思
い

浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
だ
い
た

い
が
、「
よ
っ
ち
ゃ
ん
イ
カ
」

だ
ろ
う
と
思
う
。
イ
カ
の

帽
子
を
被
っ
た
小
さ
な
フ

ィ
ギ
ュ
ア
だ
。

　

私
が
思
い
浮
か
べ
る
「
よ

っ
ち
ゃ
ん
」
は
、
そ
れ
と

は
全
く
違
う
。
私
が
知
っ

て
い
る
よ
っ
ち
ゃ
ん
は
背

丈
が
高
く
、
頭
を
剃
っ
て
い

る
。
テ
カ
テ
カ
と
光
っ
て

い
る
そ
の
頭
の
せ
い
で
町

中
で
は
す
ぐ
目
立
つ
。
ス
リ

ム
だ
っ
た
の
が
、
五
十
す
ぎ

か
ら
お
腹
が
ぽ
っ
こ
り
出

て
き
て
す
っ
か
り
性
格
と

同
じ
よ
う
に
丸
く
な
っ
た
。

加
齢
臭
は
か
ろ
う
じ
て
ま

だ
出
て
い
な
い
。
ピ
ン
ピ

ン
し
て
い
る
五
十
三
歳
の

体
に
入
っ
て
い
る
二
十
歳

く
ら
い
の
青
年
だ
。

　

オ
チ
ャ
メ
で
な
ん
で
も

い
き
な
り
や
る
。
買
い
出
し

は
土
日
の
朝
七
時
か
ら
行

く
。
い
き
な
り
家
の
修
理

を
し
始
め
た
り
す
る
。
年

を
追
う
に
連
れ
、
そ
ん
な

暴
走
は
増
し
て
い
る
。
奥

さ
ん
か
ら
は
「
陸
の
マ
グ

ロ
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

動
き
が
速
く
、
止
ま
ら
な

い
。

　

彼
は
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

て
い
る
。
幼
い
頃
か
ら
憧

れ
て
い
た
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
一
目
惚

れ
し
た
り
す
る
。
お
菓
子

を
夜
中
に
バ
ク
食
い
す
る

の
が
好
み
だ
。
自
分
の
大

好
き
な
バ
ン
ド
を
追
い
か

け
周
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

行
っ
た
り
、
ロ
ッ
ク
CD
や

T
シ
ャ
ツ
を
集
め
た
り
す

る
。

　
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
の
い
わ

ゆ
る
「
カ
ッ
コ
良
さ
」
は

普
通
と
は
違
う
。
一
時
期
、

「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
は
ホ
ッ
ト

ピ
ン
ク
や
銀
杏
オ
レ
ン
ジ

の
ジ
ー
ン
ズ
を
買
お
う
と

し
た
。
パ
ン
ツ
ま
で
明
る

い
色
を
選
ん
で
い
た
。「
男

の
洋
服
で
も
女
の
洋
服
で

も
自
分
が
一
番
心
地
よ
く
、

過
ご
せ
る
服
を
着
れ
ば
い

い
」
と
い
う
の
が
彼
の
ア

ド
バ
イ
ス
だ
。

　

そ
の
た
め
、
洋
服
を
買

う
と
き
に
は
男
性
用
品
売

り
場
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。

母
は
「
女
の
子
ら
し
く
な

い
」
と
か
却
下
す
る
が
、「
よ

っ
ち
ゃ
ん
」
は
私
の
好
み
に

よ
り
沿
っ
て
く
れ
る
。「
こ

れ
は
ど
う
だ
い
」
と
言
い
、

ラ
ッ
ク
に
あ
る
一
番
明
る

い
短
パ
ン
や
シ
ャ
ツ
を
差

し
出
す
。
ス
タ
イ
ル
的
に

は
少
し
ず
れ
て
は
い
る
が
。

　

反
面
、
ち
ょ
っ
と
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
な
と
こ
ろ
も

あ
る
。
あ
る
夜
、
高
速
道

路
の
休
憩
所
で
車
を
止
め

た
。
夜
空
は
真
っ
暗
で
星

が
き
れ
い
に
そ
ば
か
す
の

よ
う
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。

都
会
で
生
ま
れ
育
っ
た
私

に
は
星
が
見
え
る
の
が
珍

し
く
思
え
た
。「
夜
空
で

一
番
に
光
っ
て
い
る
星
は
、

自
分
が
恋
し
く
思
う
亡
く

な
っ
た
人
な
ん
だ
よ
。」
と

「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
が
呟
い
た
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
そ
う
な

表
情
を
し
て
い
た
。

　
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
か
ら

習
っ
た
こ
と
は
色
々
と
あ

る
。
行
儀
、
作
法
、
中
で

も
、
人
へ
の
「
お
も
い
や

り
」
は
格
別
だ
。
は
っ
き

り
覚
え
て
い
る
の
は
、
私

が
小
学
三
年
生
の
と
き
に

母
が
来
ら
れ
な
か
っ
た
現

地
校
で
の
授
業
参
観
に
来

た
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
だ
っ
た
。

懇
談
会
の
時
、
先
生
の
話

を
ち
ゃ
ん
と
聞
く
の
だ
ろ

う
か
と
心
配
だ
っ
た
。
し

か
し
、
少
し
オ
ド
オ
ド
し

て
い
た
が
、
懇
談
会
が
終

わ
っ
た
後
に
、
私
の
机
の

上
に
手
紙
が
残
っ
て
い
た
。

そ
こ
に
は
「
頑
張
れ
よ
！
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
、

当
時
自
分
が
な
り
た
か
っ

た
宇
宙
飛
行
士
の
絵
が
細

か
く
描
か
れ
て
い
た
。「
よ

っ
ち
ゃ
ん
」
は
ち
ゃ
ん
と

わ
か
っ
て
い
た
の
だ
。

　
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
は
、
ま

た
良
い
旦
那
さ
ん
で
も
あ

る
。
奥
さ
ん
の
誕
生
日
が

く
る
た
び
に
年
の
数
だ
け

バ
ラ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

さ
す
が
に
五
十
を
超
え
た

奥
さ
ん
に
五
十
本
以
上
の

バ
ラ
を
あ
げ
る
こ
と
は
な

く
な
っ
た
が
、
彼
女
へ
の
愛

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
お

っ
さ
ん
に
な
っ
て
も
ロ
マ

ン
は
ま
だ
死
ん
で
い
な
い

ら
し
い
。
思
い
を
込
め
て

愛
す
る
人
へ
ギ
フ
ト
を
贈

る
、こ
れ
も
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」

か
ら
習
っ
た
こ
と
だ
。

　
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
の
本
名

は
「
よ
し
ふ
み
」
だ
。
彼
は
、

文
化
の
日
に
生
ま
れ
て
き

た
北
川
家
の
長
男
。
歴
史

を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

人
物
に
な
っ
て
欲
し
い
と

願
い
を
込
め
て
つ
け
ら
れ

た
名
前
だ
。
世
界
的
な
功

績
は
残
し
て
な
い
け
れ
ど
、

信
頼
す
る
に
た
る
仲
間
、

友
達
、
家
族
に
は
大
き
な

歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。

　

い
い
加
減
、
告
白
し
よ

う
。「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
は
私

の
父
だ
。

　

親
孝
行
が
下
手
な
私
は

父
に
ど
う
す
れ
ば
感
謝
の

気
持
ち
を
返
せ
ば
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
。
父
が
し
て
く

れ
た
色
々
な
こ
と
は
、
こ

こ
で
述
べ
た
以
上
に
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
だ

か
ら
、
心
を
込
め
て
、
こ

の
作
文
を
書
い
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
く
と
い
い
な
。

　

サ
ン
キ
ュ
ー
、
よ
っ
ち

ゃ
ん
。

　
　
　
　
　
（
滞
米
16
年
）

第
二
席 

「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
北
川
　
茂
那

第
三
席 

「
大
切
な
命
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
真
鍋
　
和
也

　
　

今
年
の
夏
、
ぼ
く
は

北
海
道
の
あ
さ
ひ
山
動
物

園
に
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の

動
物
を
見
る
こ
と
に
、
ド

キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
レ
ッ
サ
ー
パ

ン
ダ
が
木
を
登
っ
て
い
る

す
が
た
や
、
ペ
ン
ギ
ン
が

魚
を
食
べ
て
い
る
の
や
、

ふ
く
ろ
う
が
と
び
回
っ
て

い
る
の
を
見
る
の
が
大
好

き
で
し
た
。
で
も
、
感
動

し
た
の
は
、
あ
ざ
ら
し
と

ヘ
ビ
で
し
た
。

　

あ
ざ
ら
し
館
で
は
、
大

き
な
円
柱
水
そ
う
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
ざ
ら
し
が
円

柱
水
そ
う
の
上
か
ら
下
ま

で
泳
ぐ
の
を
見
て
、
と
て

も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
す

る
と
だ
れ
か
が
、「
見
て
！

あ
ざ
ら
し
の
赤
ち
ゃ
ん

だ
。」
と
言
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
そ
れ
を
聞
い
て
ど
う

く
つ
ま
ど
で
、
水
そ
う
の

中
を
の
ぞ
き
ま
し
た
。
よ

く
見
る
と
、
あ
ざ
ら
し
の

赤
ち
ゃ
ん
が
ぼ
く
の
方
を

見
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は

思
わ
ず
さ
け
び
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
円

柱
水
そ
う
の
中
で
、
あ
ざ

ら
し
の
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
泳
い
で
遊
び
た
い

気
分
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
大
き
く
心
に

の
こ
っ
た
動
物
は
、
ヘ
ビ

で
す
。
ぼ
く
が
は
虫
る
い

館
を
出
る
と
、
し
い
く
員

さ
ん
が
み
ん
な
に
ヘ
ビ
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
今
か
ら
み
な
さ
ん

に
ヘ
ビ
を
さ
わ
っ
て
も
ら

い
ま
す
。」
と
し
い
く
員
さ

ん
が
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
ヘ
ビ
年
生
ま
れ
な
の
に
、

ヘ
ビ
を
さ
わ
っ
た
こ
と
が

な
い
で
す
。
な
の
で
、
さ

わ
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
さ
わ
っ
て
み
る
と
、

思
っ
て
い
た
よ
り
ぬ
る
ぬ

る
せ
ず
す
べ
す
べ
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
し
い
く
員
さ

ん
が
、
お
ど
ろ
く
こ
と
を

言
い
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら

ヘ
ビ
が
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
る

と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
い
ま

す
。」「
そ
ん
な
の
か
わ
い

そ
う
だ
よ
。」
と
、
だ
れ
か

が
言
い
ま
し
た
。
で
も
み

ん
な
が
し
ず
か
に
な
る
と

し
い
く
員
さ
ん
は
、「
動
物

は
お
た
が
い
食
べ
な
い
と

生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
し
ぜ
ん
の
こ
と
で

す
。」
と
言
っ
て
ネ
ズ
ミ
を

持
っ
て
き
ま
し
た
。
ヘ
ビ

と
ネ
ズ
ミ
を
か
ご
に
入
れ

る
と
、
ヘ
ビ
は
だ
ん
だ
ん

近
づ
い
て
、
に
ゅ
る
り
と

ネ
ズ
ミ
を
し
め
は
じ
め
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
ネ
ズ
ミ
が
だ

ん
だ
ん
息
苦
し
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

や
が
て
ヘ
ビ
は
ネ
ズ
ミ
を

は
な
し
て
い
っ
気
に
の
み

こ
み
は
じ
め
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
す
ご
く
気
持
ち
悪

く
な
っ
て
、
ネ
ズ
ミ
が
か

わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
、
こ
れ
は
し
ぜ

ん
の
中
で
は
、
あ
た
り
ま

え
の
出
来
事
だ
と
し
い
く

員
さ
ん
か
ら
教
わ
り
ま
し

た
。
と
て
も
ざ
ん
こ
く
な

も
の
を
見
て
ぼ
く
は
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
ヘ
ビ
が
ネ
ズ
ミ

を
食
べ
る
の
は
知
り
た
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ

く
は
他
の
動
物
も
き
け
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も

ぼ
く
は
、
人
間
も
ざ
ん
こ

く
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
っ

て
ぼ
く
た
ち
は
牛
や
ぶ
た
、

鳥
と
い
う
動
物
を
食
べ
て

い
ま
す
。
で
も
、
人
間
や

動
物
は
肉
を
食
べ
な
い
と

生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
大

切
な
命
を
ぼ
く
た
ち
は
、

む
だ
に
し
て
は
い
け
な
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）
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今
小
学
校
最
終
学
年
で
、

ち
ょ
う
ど
誕
生
日
で
十
二

才
に
な
っ
た
所
だ
か
ら
、

今
か
ら
十
年
後
と
い
う
と
、

大
学
四
年
生
。
ど
ん
な
大

人
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

な
っ
て
い
な
い
の
か
、
自

分
で
整
理
し
た
い
か
ら
こ

の
手
紙
を
書
こ
う
と
思
っ

た
。

　

ぼ
く
は
今
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
好
き
で
、
週
二
回
練

習
に
通
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

高
校
や
大
学
で
チ
ー
ム
に

入
れ
た
か
な
。
コ
ロ
ナ
で

遊
び
に
行
け
な
い
間
、
裏

庭
で
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
る
か

な
。
プ
ロ
に
な
れ
て
い
な

い
と
し
て
も
、
あ
の
頃
の

努
力
や
、
友
達
と
協
力
し

て
勝
つ
た
め
に
頑
張
っ
た

こ
と
は
、
き
っ
と
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
以
外
の
こ
と
で
も

役
に
立
っ
て
い
る
よ
ね
。

　

ぼ
く
は
今
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
興
味
が
あ
っ
て
、

い
つ
か
そ
う
い
う
仕
事
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

だ
け
れ
ど
、
少
し
で
も
夢

に
近
づ
い
て
い
る
か
な
。

　

ぼ
く
は
算
数
が
好
き
だ

か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
そ

の
得
意
を
伸
ば
し
て
、
お

父
さ
ん
の
よ
う
に
ボ
ス
ト

ン
キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
日
本
で
働
け
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

よ
。
そ
の
た
め
に
は
、
き

ち
ん
と
現
地
校
や
補
習
校

の
宿
題
を
さ
っ
さ
と
終
わ

ら
せ
て
、
自
由
な
時
間
を

有
効
的
に
使
え
る
よ
う
に

し
な
く
ち
ゃ
ね
。
今
は
、

ま
だ
楽
し
い
こ
と
に
流
さ

れ
ち
ゃ
う
こ
と
も
あ
る
し
、

夢
も
一
つ
に
し
ぼ
れ
な
い

か
ら
、
試
行
さ
く
誤
だ
け

ど
…
。

　

家
族
の
み
ん
な
は
元
気

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
か
。

十
九
才
の
弟
な
ん
て
想
像

出
来
な
い
な
。
も
う
ひ
げ

が
生
え
て
い
た
り
し
て
。

ち
ょ
っ
と
気
持
ち
悪
い
な
。

あ
、
で
も
ぼ
く
も
か
。

　

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

も
ケ
ガ
や
病
気
な
く
、
相

変
わ
ら
ず
ゴ
ル
フ
や
テ
ニ

ス
を
い
そ
が
し
く
や
っ
て

い
る
か
な
。
ぼ
く
も
上
手

に
な
っ
て
、
二
人
を
や
っ

つ
け
る
く
ら
い
に
な
っ
て

い
た
ら
い
い
な
。

　

結
構
色
々
書
い
た
け
れ

ど
、
ぼ
く
が
言
い
た
い
こ

と
は
、『
自
分
頑
張
れ
！
』

と
い
う
こ
と
だ
。
き
っ
と

こ
の
先
い
や
な
こ
と
や
辛

い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、

ぼ
く
の
こ
と
だ
か
ら
い
っ

ぱ
い
忘
れ
物
も
し
て
、
怒

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
で
も
ぼ
く
は
い
つ
で

も
ぼ
く
の
味
方
だ
し
、
困

難
を
乗
り
こ
え
ら
れ
る
と

信
じ
て
い
る
よ
。

　

十
年
後
の
ぼ
く
も
、
頑

張
れ
。　

　
　
（
滞
米
９
年
３
か
月
）

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
日

本
は
様
々
な
歴
史
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
歴
史
の
教

科
書
と
い
う
の
は
、
た
っ

た
3
0
0
ペ
ー
ジ
前
後
の

量
で
全
て
を
学
ば
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
戦
後
日
本
は

色
々
な
国
と
外
交
を
し
「
平

和
」
と
い
う
も
の
を
保
っ
て

き
て
い
る
が
、
そ
れ
に
慣
れ

て
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
現

在
の
世
界
情
勢
を
み
て
も
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
不
安

定
な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情

勢
は
本
当
に
他
人
事
な
の

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
だ
隣

国
で
あ
る
朝
鮮
半
島
の
2

つ
の
国
は
、
停
戦
と
い
う
形

で
依
然
終
わ
り
を
示
し
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
実

か
ら
、
私
は
次
の
よ
う
に
提

案
す
る
。
だ
が
「
前
置
き
」

佳
作
「
日
本
の
社
会
科
教
育

　
　
　
　
　

へ
の
提
案
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
啓
太

と
し
て
、
私
は
日
本
の
社

会
科
教
育
は
否
定
し
て
お

ら
ず
、
社
会
科
好
き
の
私

か
ら
の
提
案
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
日

本
人
は
「
平
和
慣
れ
」
し

て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現

状
だ
。
な
ぜ
こ
う
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

1
つ
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
我
々
が
持
っ

て
い
る
歴
史
の
教
科
書
は
、

明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で

の
近
代
史
と
い
う
分
野
が

限
定
的
だ
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
歴

史
の
教
科
書
が
、
そ
の
他

の
時
代
に
集
中
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え

ば
「
縄
文
土
器
と
弥
生
式
土

器
の
違
い
」
や
「
1
1
9
2

作
ろ
う
鎌
倉
幕
府
」
な
ど

が
、
日
本
の
将
来
を
考
え

る
上
で
ど
れ
だ
け
影
響
を

与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
が
近
代
史
は
、

日
本
が
犯
し
た
い
く
つ
か

の
戦
争
の
プ
ロ
セ
ス
や
戦

前
か
ら
あ
る
程
度
成
り
立

っ
て
い
た
民
主
主
義
が
、

な
ぜ
軍
事
へ
と
方
向
を
変

え
て
し
ま
っ
た
理
由
が
教

科
書
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

な
ぜ
そ
れ
ら
が
重
要
な
の

か
と
い
う
と
、
1
つ
1
つ

の
出
来
事
が
今
後
の
日
本

の
教
訓
に
な
る
か
ら
だ
。

ま
た
そ
れ
ら
が
、
隣
国
の

韓
国
や
中
国
に
未
だ
に
影

響
を
与
え
続
け
て
い
る
の

は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て

我
々
の
近
代
史
の
理
解
力

が
未
熟
な
上
、
ま
だ
解
決

し
て
い
な
い
外
交
問
題
が

山
積
み
な
の
で
あ
る
。

　

一
方
ア
メ
リ
カ
な
ど
で

の
国
の
社
会
科
の
教
育
で

は
、「
今
日
の
国
際
情
勢
」

な
ど
を
学
ぶ
機
会
が
多
々

あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
日
本

の
学
校
で
は
そ
れ
が
で
き

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

大
き
な
原
因
と
し
て
、
近

現
代
史
は
現
在
進
行
中
の

出
来
事
も
あ
り
、
い
わ
い

る
「
生
乾
き
」
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
い
い
の
か
、
と
い
う
抵

抗
感
が
あ
る
か
ら
だ
。
つ

ま
り
日
米
間
で
の
教
育
で

の
「
教
え
る
」
と
「
話
し

合
う
」
と
い
う
違
い
が
、

そ
の
元
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
私
は
、
戦

後
70
年
以
上
の
月
日
が
経

ち
、
私
達
は
も
っ
と
歴
史

を
客
観
的
に
見
る
良
い
タ

イ
ミ
ン
グ
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　

最
後
に
も
う
１
度
繰
り

返
す
が
、
私
は
日
本
の
歴

史
が
好
き
な
一
人
で
、
他

の
国
に
は
な
い
複
雑
で
美

し
い
長
い
歴
史
を
持
っ
た

日
本
を
否
定
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
。
た
だ
「
近
現

代
史
」
を
学
ぶ
機
会
で
、

日
本
の
過
ち
や
苦
労
を
私

達
が
生
き
る
21
世
紀
に
教

訓
と
し
て
ど
れ
だ
け
世
界

平
和
に
貢
献
で
き
る
か
は

計
り
知
れ
な
い
。
た
だ
私

は
、
そ
れ
ら
を
無
駄
に
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
だ
け
な
の
だ
。

　
　

  （
滞
米
１
年
６
か
月
）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。
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対象：小学１年生～中学３年生
①２０２4年１月7日（日） ②２０２4年１月14日（日）
③２０２4年１月２8日（日） ④２０２4年２月4日（日）

日帰り
スキー教室

宿泊スキー
キャンプ

対象：小学３年生～中学３年生
①２０２3年１２月２６日（火）～２９日（金）
②２０２4年２月19日（月）～２2日（木）

一般申込み開始
１０月１２日（木）～

8 West Bayview Ave. Englewood Cliffs, NJ 07632
201-947-4832  www.JapaneseSchool.org  info.nyikuei@gmail.com

ニューヨーク育英学園 創立1979年
Independent Non Profit Organization

12月1日より
全ての部門にて

2024年度の
出願受付開始

日帰りスキー教室＆宿泊スキーキャンプ

NY育英学園HPスキー特設ページ
https://japaneseschool.org/program/camp/ski/

遠
藤
彰
審
査
委
員

　

第
20
回
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

「
言
葉
の
泉
」年
間
大
賞
候
補

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
16
名

の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
年
も
甲
乙
つ

け
が
た
い
素
晴
ら
し
い
作
品

ば
か
り
で
、非
常
に
悩
み
ま

し
た
。

　

齋
藤
小
春
さ
ん
の
「
え
が

お
で
見
て
も
ら
え
た
お
手

玉
は
っ
ぴ
ょ
う
」、つ
し
馬
し

ほ
さ
ん
の
「
た
か
ら
も
の
の

十
分
」は
、瑞
々
し
い
感
性
、

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
感
が
と

て
も
良
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。そ
し
て
何
よ
り
も
小
学

校
１
、２
年
生
と
は
思
え
な

い
文
章
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。

　

真
鍋
和
也
さ
ん
の
「
大
切

な
命
」、佐
々
木
伶
さ
ん
の

「
も
ぐ
も
ぐ
野
菜
」は
、各
々

動
物
園
見
学
、野
菜
作
り
と

い
う
自
分
自
身
の
実
体
験
、

そ
こ
か
ら
発
見
し
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
、非
常

に
わ
か
り
や
す
い
具
体
的
な

例
を
詳
し
く
描
く
こ
と
で
、

躍
動
感
を
以
て
書
か
れ
て
お

り
、文
章
に
引
き
込
ま
れ
て

い
っ
て
、気
が
つ
い
た
ら
読

み
終
え
て
い
る
ほ
ど
、面
白

か
っ
た
で
す
。

　

相
原
裕
心
さ
ん
の
「
僕
が

大
人
に
な
っ
た
ら
」、光
本
航

太
郞
さ
ん
の
「
こ
の
世
界
が

平
等
に
な
る
こ
と
」、槇
原
海

さ
ん
の
「
戦
争
は
し
ち
ゃ
い

け
な
い
」は
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、ア
フ
リ
カ
、戦
争
と
い
っ

た
国
際
問
題
に
つ
い
て
考
察

し
、事
実
に
即
し
つ
つ
自
分

の
考
え
や
決
意
を
し
っ
か
り

述
べ
て
い
て
、意
気
込
み
が

良
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

困
っ
た
人
を
助
け
、よ
り
良

い
世
界
に
す
る
よ
う
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

　

増
渕
怜
央
さ
ん
の
「
10
年

後
の
ぼ
く
へ
」、末
松
悠
生
さ

ん
の
「
ま
ほ
う
の
言
葉
」、砂

川
大
智
さ
ん
の
「
幸
せ
を
感

じ
る
瞬
間
」、シ
ャ
ー
プ
真
理

さ
ん
の
「
夢
に
向
か
っ
て
」

は
、常
日
頃
考
え
て
い
る
こ

と
が
心
か
ら
溢
れ
出
て
く
る

ま
ま
に
、自
分
の
言
葉
で
、時

に
は
随
筆
的
に
、書
か
れ
た

よ
う
な
臨
場
感
が
あ
り
、作

者
の
人
柄
に
触
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。そ
し
て
、家

族
愛
を
含
め
幸
せ
な
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。書
き

出
し
、読
み
手
を
飽
き
さ
せ

な
い
表
現
振
り
、話
の
展
開

の
点
で
も
非
常
に
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
優
人
さ
ん
の
「
自
由
と

は
」、鈴
木
啓
太
さ
ん
の
「
日

本
の
社
会
科
教
育
へ
の
提

案
」、小
高
莉
子
さ
ん
の
「
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
」、高
山

英
士
さ
ん
の
「
日
本
が
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
な
か
っ

た
理
由
」、北
側
茂
那
さ
ん
の

「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」は
、問
題
設

定
、取
り
上
げ
る
事
例
、事
実

関
係
の
確
認
、様
々
な
角
度

か
ら
の
考
察
、然
る
べ
き
理

由
を
示
し
た
上
で
の
自
身
の

意
見
の
主
張
、そ
し
て
全
体

と
し
て
の
論
旨
の
展
開
等
、

全
て
の
意
味
に
お
い
て
秀
逸

の
作
品
ば
か
り
で
し
た
。特

に
、批
判
対
象
へ
の
敬
意
を

重
ん
じ
る
筆
者
の
バ
ラ
ン

ス
感
覚
に
よ
り
説
得
力
が
更

に
増
し
て
い
る
こ
と
（「
日

本
の
社
会
科
教
育
へ
の
提

案
」）、他
者
の
意
見
に
も
言

及
す
る
こ
と
で
修
学
旅
行
実

行
委
員
長
と
い
う
自
ら
の
経

験
の
描
写
が
更
に
ビ
ビ
ッ
ド

と
な
っ
て
い
る
こ
と
（「
自

由
と
は
」）が
、大
変
印
象
的

で
し
た
。

竹
本
登
審
査
員

　

今
年
も
多
く
の
素
晴
ら
し

い
作
品
を
拝
読
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
事
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。幅
広
い
年
齢
層
の

審
査
員
選
評

皆
さ
ん
か
ら
応
募
さ
れ
た
作

品
は
、ど
れ
も
楽
し
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆

さ
ん
の
作
品
を
読
む
と
、い

ろ
い
ろ
な
事
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。作
文
は
、自
分
の
考
え

や
感
じ
た
事
を
文
字
で
表
現

す
る
手
法
の
一
つ
と
し
て
と

て
も
大
切
な
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、皆
さ
ん

に
は
日
々
の
出
来
事
や
思
っ

た
事
、そ
し
て
感
じ
た
事
を

書
き
綴
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
由
と
は
」新
優
人
さ
ん

こ
の
作
文
に
は
、筆
者
が
耳

に
し
た
事
件
、そ
し
て
自
分

自
身
の
体
験
か
ら
、「
自
由
」

に
は
「
責
任
」が
必
ず
伴
う

と
い
う
事
、自
由
を
追
求
す

る
為
に
は
、全
員
が
納
得
す

る
ま
で
ル
ー
ル
を
話
し
合
う

事
が
重
要
だ
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
に

自
由
を
理
解
し
、そ
れ
ら
を

他
の
人
と
共
有
す
る
事
を
勧

め
て
い
ま
す
。ま
た
、自
己
中

心
的
に
な
り
が
ち
な
我
々
の

考
え
方
に
一
石
を
投
じ
て
い

ま
す
。昨
今
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
で
「
自
由
」を
逆

手
に
誹
謗
中
傷
な
言
葉
が
多

く
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。こ

の
作
文
末
尾
の
言
葉
と
し
て

の
作
者
か
ら
読
者
へ
の
問
い

掛
け
に
、是
非
皆
さ
ん
も
考

え
を
巡
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」北
川
茂
那

さ
ん　

作
者
が
書
き
綴
っ
た

「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」の
ひ
と
と
な

り
、一
度
も
お
会
い
し
た
事

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ど
の
よ

う
な
お
人
柄
な
の
か
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。作
文
の

冒
頭
か
ら
誰
の
事
を
書
い

て
い
る
の
か
予
想
を
付
け
な

が
ら
も
、作
文
最
後
で
や
っ

ぱ
り
、と
思
わ
せ
る
展
開
が

読
ん
で
い
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。作
者
の
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」

に
対
す
る
愛
情
が
こ
ち
ら
に

も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く

る
作
文
で
し
た
。き
っ
と
、こ

の
作
文
を
読
ま
れ
た
「
よ
っ

ち
ゃ
ん
」、涙
を
流
し
て
喜
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
と
思
い

ま
す
。

　
「
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
」

小
高
莉
子
さ
ん　

今
は
世
界

情
勢
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知

る
事
が
出
来
る
時
代
で
す
。

た
だ
そ
れ
で
も
、す
べ
て
が

わ
か
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。作
者
は
あ
る
き
っ
か
け

で
、戦
争
に
関
連
し
た
一
歩

踏
み
込
ん
だ
動
画
を
見
る
機

会
が
あ
り
、そ
れ
か
ら
国
連

へ
足
を
運
ん
だ
事
で
、よ
り

一
層
戦
争
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
た
事
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。戦
争
が
な
く
な
る
た
め

に
努
力
し
た
い
と
い
う
熱
い

思
い
を
こ
れ
か
ら
も
無
く
す

こ
と
な
く
、作
者
自
身
が
出

来
る
事
を
実
践
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

　
「
も
ぐ
も
ぐ
野
菜
」佐
々
木

伶
さ
ん　

こ
の
作
文
を
読
ん

で
、最
初
に
感
じ
た
の
は
新

鮮
な
野
菜
が
食
べ
た
く
な
っ

た
事
で
す
。作
者
が
お
じ
い

様
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
た
事

は
、思
い
出
に
残
る
大
き
な

出
来
事
だ
っ
た
と
い
う
事
が

わ
か
り
ま
す
。お
じ
い
様
か

ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
野
菜

栽
培
の
工
程
や
畑
で
の
工
夫

が
、宝
物
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
気
持
ち
に
な
っ
た
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、新
鮮

な
野
菜
に
感
謝
し
て
大
事
に

食
べ
て
い
こ
う
と
、こ
の
作

文
を
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま

す
が
、家
庭
菜
園
が
羨
ま
し

く
感
じ
ま
し
た
。

　
「
ぼ
く
が
大
人
に
な
っ
た

ら
」相
原
裕
心
さ
ん　

自
分

達
と
異
な
る
厳
し
い
生
活
環

境
の
中
で
過
ご
し
て
い
る
多

く
の
子
供
た
ち
が
い
る
事
を

知
り
、改
め
て
勉
強
の
意
味

を
考
え
た
事
で
、自
分
が
何

を
し
た
い
か
に
つ
い
て
思
い

付
い
た
事
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。作
者
の
よ
う
に
、多
く
の

異
な
る
環
境
の
存
在
を
知

り
、自
分
が
役
に
立
ち
た
い

と
思
う
事
は
と
て
も
貴
重
で

す
。そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

大
切
に
持
ち
続
け
、自
分
で

何
が
出
来
る
か
を
こ
れ
か
ら

も
考
え
続
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
社
会
科
学
教
育

へ
の
提
案
」鈴
木
啓
太
さ
ん　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
、そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
内
容
の
違
い
に
気

付
き
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
考

え
た
事
で
、作
者
は
日
本
へ

の
社
会
科
教
育
へ
の
提
案
を

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、二

つ
の
異
な
る
国
で
教
育
を
受

け
る
事
が
出
来
た
恩
恵
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。周
り
が
気

付
い
て
い
な
い
か
も
知
れ
な

い
事
で
も
、将
来
の
事
を
見

据
え
た
時
に
変
化
が
必
要
だ

と
思
う
事
、そ
し
て
そ
れ
を

声
に
出
し
て
い
く
こ
と
は
、

ま
さ
に
良
い
未
来
を
目
指

す
第
一
歩
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。是
非
、変
化
を
も
た
ら
し

下
さ
い
。応
援
し
て
い
ま
す
。

渡
邉
成
一
審
査
員

　
「
言
葉
の
泉
」年
間
大
賞
候

補
作
品
に
選
ば
れ
た
16
名
の

皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。身
近
な
題
材
を
自

由
で
表
現
力
豊
か
に
描
写
し

た
作
品
か
ら
、社
会
の
中
で

の
自
分
を
形
成
さ
れ
問
題
意

識
を
持
た
れ
て
い
る
皆
さ
ん

の
成
長
が
見
受
け
ら
れ
、大

変
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き

ま
し
た
。今
年
は
特
に
優
れ

た
作
品
が
多
く
選
考
に
悩
み

ま
し
た
が
、ご
自
身
の
体
験

や
想
像
力
を
自
分
の
言
葉
で

表
現
さ
れ
て
い
る
方
々
の
作

品
を
中
心
に
評
価
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

真
鍋
和
也
さ
ん
の
「
大
切

な
命
」は
動
物
園
で
の
あ
ざ

ら
し
の
赤
ち
ゃ
ん
、ヘ
ビ
、ネ

ズ
ミ
と
の
出
会
い
や
そ
こ
で

の
体
験
を
経
た
筆
者
の
気
持

ち
・
考
え
が
新
鮮
に
描
か
れ

て
い
る
表
現
力
豊
か
な
作
品

で
し
た
。

　

佐
々
木
伶
さ
ん
の
「
も
ぐ

も
ぐ
野
菜
」は
「
じ
ぃ
じ
」の

畑
で
美
味
し
い
野
菜
が
出
来

る
ま
で
の
過
程
が
丁
寧
に
表

現
さ
れ
て
い
て
、実
際
に
畑

で
の
収
穫
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

槇
原
海
さ
ん
の
「
戦
争
は

し
ち
ゃ
い
け
な
い
」は
原
爆

投
下
と
い
う
歴
史
的
事
実
、

広
島
市
の
原
爆
資
料
館
で
の

個
人
的
な
体
験
、そ
こ
で
感

じ
た
筆
者
の
思
い
や
考
え
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
表
現
さ
れ
た

作
品
で
し
た
。

　

増
渕
怜
央
さ
ん
の
「
10
年

後
の
ぼ
く
へ
」は
想
像
力
豊

か
な
心
温
ま
る
作
品
で
、多

く
の
方
に
読
ま
れ
る
べ
き
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

鈴
木
啓
太
さ
ん
の
「
日
本

の
社
会
化
教
育
へ
の
提
案
」

は
筆
者
な
ら
で
は
の
着
眼

点
と
問
題
提
起
が
ユ
ニ
ー
ク

で
、興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂

き
ま
し
た
。今
後
も
筆
者
独

自
の
情
報
収
集
や
思
索
・
表

現
を
深
め
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

北
川
茂
那
さ
ん
の
「
よ
っ

ち
ゃ
ん
」は
短
い
文
章
が
小

気
味
よ
く
、登
場
人
物
や
切

り
口
が
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で

大
変
面
白
く
読
ま
せ
て
頂
き

ま
し
た
。プ
ロ
の
作
家
顔
負

け
の
表
現
力
を
持
っ
た
面
白

お
か
し
く
心
温
ま
る
作
品
で

し
た
。

　

こ
の
場
で
す
べ
て
の
作
品

に
触
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、皆
さ
ん
が
自
分
の
経

験
や
思
考
を
さ
ら
に
積
み
重

ね
る
の
と
同
時
に
、よ
り
た

く
さ
ん
の
言
葉
や
文
章
に
触

れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に

さ
ら
に
み
が
き
を
か
け
て
頂

け
れ
ば
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。

下
山
雅
也
審
査
員

　　

今
年
の
年
間
大
賞
候
補
16

作
品
は
、ど
れ
も
ア
メ
リ
カ

で
暮
ら
す
中
で
の
み
な
さ
ん

の
体
験
や
思
い
が
反
映
さ
れ

て
い
て
と
て
も
面
白
く
読
み

ま
し
た
。

　

学
校
の
発
表
会
で
緊
張
し

た
体
験
に
つ
い
て
の
齋
藤
小

春
さ
ん
の
作
文
は
ど
き
ど

き
し
て
い
る
感
じ
が
伝
わ
っ

て
き
て
、読
ん
で
い
て
も
ど

き
ど
き
し
ま
し
た
。砂
川
大

智
さ
ん
は
、朝
昼
晩
に
ご
飯

を
食
べ
る
時
に
幸
せ
を
感
じ

る
、そ
れ
は
友
達
や
家
族
と

楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご

せ
る
か
ら
だ
と
書
い
て
い
ま

す
。友
達
と
の
大
事
な
時
間

に
つ
い
て
は
、つ
し
馬
し
ほ

さ
ん
も
素
敵
な
言
葉
を
書
い

て
い
ま
す
。1
年
半
ぶ
り
に

友
達
に
会
っ
た
と
き
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
の
た
め
10
分
し
か

会
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
「
た

か
ら
も
の
の
十
分
」だ
っ
た

と
。末
松
悠
生
さ
ん
は
「
練

習
し
た
ら
出
来
る
よ
」と
い

う
魔
法
の
言
葉
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
特
権
は
た
く
さ

ん
の
夢
や
希
望
を
持
て
る
こ

と
で
す
。増
渕
玲
央
さ
ん
の

作
品
は
「
10
年
後
の
ぼ
く
」

に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。た

く
さ
ん
の
夢
を
書
い
て
く
れ

ま
し
た
。シ
ャ
ー
プ
真
里
さ

ん
の
夢
は
女
子
レ
ス
リ
ン
グ

の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

る
こ
と
。中
学
生
で
も
減
量

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、毎
日
の
努
力
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。

　

真
鍋
和
也
さ
ん
の
作
文
に

も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。動

物
園
で
見
た
蛇
が
ネ
ズ
ミ
を

食
べ
る
場
面
の
表
現
は
迫
力

が
あ
り
、そ
れ
を
見
て
命
は

大
切
だ
と
思
っ
た
の
も
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。佐
々
木
伶

さ
ん
は
、じ
ぃ
じ
が
大
事
に

育
て
て
い
る
農
園
の
野
菜
を

本
当
に
美
味
し
そ
う
に
表
現

し
て
い
ま
す
。北
川
茂
那
さ

ん
の
作
文
は
ま
る
で
「
よ
っ

ち
ゃ
ん
」を
主
人
公
に
し
た

映
画
の
シ
ナ
リ
オ
の
よ
う
で

楽
し
く
読
み
ま
し
た
。

　

今
回
、世
界
の
あ
ち
こ
ち

で
起
き
て
い
る
問
題
を
取
り

上
げ
た
作
品
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。小
高
莉
子
さ
ん
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
兵
士
の
衝
撃
的
な

動
画
を
見
た
こ
と
、高
山
英

士
さ
ん
は
日
本
の
終
戦
を
め

ぐ
る
歴
史
を
知
っ
た
こ
と
、

槇
原
海
さ
ん
は
広
島
の
原
爆

資
料
館
を
訪
れ
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、戦
争
と
平
和
に

対
す
る
考
え
を
力
強
く
書
い

て
い
て
印
象
的
で
し
た
。光

本
航
太
郎
さ
ん
は
ア
フ
リ
カ

の
、相
原
裕
心
さ
ん
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち

の
状
況
を
知
り
、そ
れ
ら
の

国
々
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ

と
が
世
界
の
平
和
に
つ
な
が

る
と
書
い
て
い
て
心
に
残
り

ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
と
の
比

較
を
し
な
が
ら
日
本
の
歴
史

教
育
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る

鈴
木
啓
太
さ
ん
の
視
点
も
刺

激
的
で
す
。新
優
人
さ
ん
は

テ
キ
サ
ス
で
起
き
た
銃
乱
射

事
件
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
自
由
の
問
題

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、

自
分
自
身
の
体
験
に
照
ら
し

て
論
じ
て
い
て
と
て
も
説
得

力
が
あ
り
ま
し
た
。

三
浦
良
一
審
査
員

▽
齋
藤
さ
ん
、
お
手
玉
の
練
習

と
本
番
で
の
ド
キ
ド
キ
の
様
子

が
短
い
文
章
の
中
か
ら
で
も
し

っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た

よ
。
日
本
語
は
、
見
た
瞬
間
に

意
味
が
分
か
る
の
で
伝
わ
り
方

が
強
い
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
漢
字
の
練
習
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
も
っ

と
作
文
が
上
達
し
ま
す
よ
。
▽

つ
し
馬
さ
ん
、
10
分
間
し
か
会

え
な
か
っ
た
友
達
と
の
時
間
は

本
当
に
宝
物
で
す
ね
。
事
実
の

描
写
と
そ
の
時
の
感
情
の
動
き

が
上
手
に
わ
か
り
や
す
く
書
け

て
い
ま
す
。
▽
真
鍋
さ
ん
、
小

学
校
３
年
生
で
ず
い
ぶ
ん
と
強

烈
な
体
験
を
し
た
ん
で
す
ね
。

動
物
園
で
見
た
く
な
い
も
の
を

見
て
し
ま
っ
た
後
味
の
悪
い
気

持
ち
も
よ
く
伝
わ
り
ま
し
た

し
、
そ
れ
が
自
然
界
の
法
則
で

あ
り
、
人
間
を
含
め
た
生
物
の

生
存
を
か
け
た
現
実
的
な
宿
命

で
あ
る
こ
と
も
、
学
ん
だ
様
子

が
よ
く
書
け
て
い
ま
す
。
▽
相

原
さ
ん
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
、

心
に
つ
よ
く
思
え
る
出
来
事
と

の
出
会
い
は
貴
重
で
す
。
そ
し

て
そ
の
気
持
ち
を
文
章
に
書
き

留
め
て
置
く
こ
と
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
も
な
り
ま
す
。
▽
光
本
さ

ん
、
世
界
に
目
を
む
け
、
社
会

の
平
和
を
ど
う
作
っ
て
く
か
、

日
本
語
の
微
妙
な
言
い
回
し
や

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
英
語
で
表
現
し

た
ら
難
し
い
と
思
え
る
ほ
ど
の

文
章
力
で
巧
み
に
操
っ
て
い
ま

す
。
▽
佐
々
木
さ
ん
、
お
じ
い

さ
ん
が
作
っ
て
い
る
野
菜
の
家

庭
菜
園
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
野
菜
作
り
の
苦
労
や

楽
し
み
を
と
て
も
た
く
さ
ん
、

お
じ
い
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら

っ
た
の
で
す
ね
。
し
っ
か
り
伝

わ
っ
て
き
て
、
読
ん
で
い
て
新

鮮
な
野
菜
を
食
べ
て
み
た
く
な

り
ま
し
た
。
▽
槇
原
さ
ん
、
広

島
の
原
爆
資
料
館
で
見
た
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
、戦
争
の
悲
惨
さ
、

自
分
と
同
じ
年
齢
の
佐
々
木
さ

だ
子
さ
ん
の
運
命
の
儚
さ
に
涙

し
そ
う
に
な
っ
た
気
持
ち
は
必

ず
戦
争
へ
の
歯
止
め
と
な
り
ま

す
。
▽
増
渕
さ
ん
、「
10
年
後

の
ぼ
く
へ
」
の
作
文
、
10
年
後

の
ぼ
く
が
10
年
前
の
ぼ
く
に
会

え
ま
す
ね
。
▽
末
松
さ
ん
、「
練

習
し
た
ら
出
来
る
よ
」
は
、
大

人
に
な
っ
て
か
ら
も
続
き
ま

す
。
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、

あ
る
日
、
ス
ト
ン
と
で
き
る
日

が
き
ま
す
。
そ
れ
を
信
じ
て
。

▽
砂
川
さ
ん
、
私
も
食
事
が
と

っ
て
も
好
き
で
す
。
小
さ
な
幸

せ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
幸
せ
と

い
う
も
の
で
す
。
▽
シ
ャ
ー
プ

さ
ん
、
す
ご
い
。
格
闘
技
の
世

界
で
生
き
て
い
く
の
で
す
ね
。

夢
を
見
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
ま

ず
何
よ
り
も
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と

で
す
よ
。
▽
新
さ
ん
、
不
自
由

が
あ
る
か
ら
自
由
を
求
め
る
の

で
す
。
義
務
（
責
任
）
を
果
た

す
か
ら
権
利
（
自
由
）
を
主
張

で
き
る
よ
う
に
。▽
鈴
木
さ
ん
、

海
外
か
ら
見
え
る
日
本
の
歴
史

を
、
日
本
の
主
張
も
理
解
し
な

が
ら
上
手
に
解
説
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
▽
小
高

さ
ん
、
国
連
の
表
に
現
れ
な
い

と
こ
ろ
で
の
努
力
が
世
の
中
に

は
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
▽
高
山
さ
ん
、
興
味

深
く
読
み
ま
し
た
。
歴
史
の
闇

を
暴
露
す
る
、
そ
ん
な
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。
頑
張
っ
て
！
▽

北
川
さ
ん
、
照
れ
隠
し
の
突
き

放
し
た
書
き
方
な
が
ら
、「
よ

っ
ち
ゃ
ん
」
の
ち
ょ
っ
と
ず
れ

た
か
っ
こ
よ
さ
も
含
め
て
、
娘

の
北
川
さ
ん
に
と
っ
て
は
大
好

き
な
お
父
さ
ん
で
あ
る
こ
と
が

ち
ゃ
ん
と
伝
わ
り
ま
し
た
よ
。

（37）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）1月 1日（月）
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「米語Ｗａｔｃｈ」で
  振り返る２０２3年
 米 語
Watch

　 新 年 を
迎 え、 コ
ラム「米語
Watch」 で
取り上げた

言葉（太字で示す）で２０２3年を
振り返ります。
　昨年、Generative AI（生成 AI）
が社会に衝撃を与えたと言っても過
言ではないでしょう。今や世界で数
億人が利用するというChatGPT は、
人 の 指 示（Prompt） に 対 応 し、
Deep Learning（深層学習）という
自己学習能力で、瞬時に文章や画像
を 作ることができます。これは人々
の仕事、研究、創作全ての分野に大
きな変革をもたらしています。これ
まで多大な時間を要していた作業が
Generative AI によって効率化される
一方、仕事を失う人々が急増してい
ます。そして、学校では、生徒にこ
の新技術をどのように利用させるの
かについて、対応に追われてます。
ChatGPT が代表する Generative AI
は、人間の文化だけではなく、戦争
の仕方までを変える可能性を秘めた
発明です。将来、歴史は２０２３年
を特別な年として振り返るかもしれ
ません。
　この一年、アメリカのGDPと株

価の上昇を見れば、経済は好調を維
持したように見えます。しかし、個
人レベルとりわけ若い世代では生活
は苦しくなったと言われます。そ
れを象徴する言葉の一つが House 
Poor です。これは 家にお金がかか
りすぎ（家計における住宅関連の費
用が約３０％を超える状況）、家計
を圧迫することを意味します。３０
年物の住宅ローン金利は７％を超え
ました。ニューヨーク近辺では不動
産税を含め、家のメンテナンス費用
は上がる一方です。アパートを借り
るとしても家賃の高騰は想像を絶し
ます。
　そして、マンハッタンにおける
レストランのメニュー価格も上が
りました。加えてGuilt Tipping 「義
理」チップ　です。従来は１５％く
らいを感謝の気持ちで払っていたの
ですが、パンデミックの状況で、エ
ッセンシャル・ワーカーには多めに
払わなければという義務的な意識が
広がり、２０％以上を払うことが普
通になりました。高いチップに誘導
する支払いスクリーンの広がりもあ
って、この動きは止まりそうにあり
ません。日本から来る出張者がマン
ハッタンの簡単なランチに税金とチ
ップを足して３０ドル（約４５００

円）だったとショックを受けていま
した。（年末に筆者は日本へ行って、
美味しい博多ラーメンを８００円で
楽しんできたばかりです。）
　国民の経済的窮状を救うべく、
バ イ デ ン 政 権 は Student Loan 
Forgiveness（学生ローン返済免除）
に取り組んでいます。しかし、政権
が推し進めた最大2万ドルまでの免
除案は、最高裁が議会の承認が必要
として、無効にされました。学生ロ
ーンの免除・猶予は、共和党が反対
する中、新年に持ち越されて大統領
選の争点に浮上してきました。
　パンデミックは収束してきました
が、アメリカの職場ではリモート勤
務が普通になり、Hot-deskingが広
がってきました。Hot-desking とは
職場に着いてから、空いている席を
選ぶシステムです。業務上、チーム
がそばに座ることが必要な場合は、
Offi  ce Hoteling というアプリを使い
席の予約をします。Hot-desking に
せよ、Offi  ce Hoteling にせよ、会社
にとってはスペース費用の節約につ
ながりますが、オフィス賃貸業にと
っては、大きな打撃になります。パ
ンデミックは現在そして将来の働き
方に大きな影響を与えました。
　Menty Bという精神的不調を意味

するフレーズが流行りました。パン
デミックは全ての人に辛い思いをさ
せましたが、 特に仲間と過ごす時間
が奪われた若者たちの中に、Menty 
B に陥る人が増えました。 実際、
SNS によって繋がっているようで
も、画面上の交信だけでは、往々に
して自分が取り残される不安を若者
に与えるとの指摘があります。もち
ろん、人間関係だけではなく、身の
回りで増加する犯罪、政治的に分断
する社会、さらには不穏な世界情勢
など全てが、人々の心を悩ませてい
るのです。　
　その他、昨年取り上げた言葉には
社会の変化を映す言葉がたくさんあ
りました。Sober Curious( お酒を
控えめにしようかな )という、飲酒
を控えて体、頭、そして人間関係を
見直そうとする動きです。お酒の力
を借りず楽しく過ごし、減酒して体
を強く、頭をシャープにしようと
考える若者が増えつつあるようで
す。このような背景のもと、Non-
Alcoholic Beverage（ノンアル飲み
物）の消費量が大きく増えています。
マンハッタンのおしゃれなバーで、
Non-Alcoholic Beverage がカクテル
グラスに美しく輝いていました。
　Girl Dinner（ ガール・ディナ
ー）という言葉を若い女性たちか
ら聞きました。Girl Dinner と言うの
はTikTokで大流行している言葉で、
女性が自分のために一人で楽しく作
る食事のことです。きれいなお皿の
上に、オリーブ、チーズ、野菜、加
工肉、果物等を並べて、ワインを片
手に楽しむのです。アメリカでも、
食事作りを男に押し付けられる義務

と感じて、多くの女性が反発してい
るのだそうです。男性は反省が必要
かも知れません。
　昨年もトランプ氏に関するニュー
スが続きました。トランプ氏は民事
事件に加え、3年前の大統領選でバ
イデン氏当選を阻止しようとした
国家に対する違法行為で、検察に
Indict（刑事訴追）されました。加
えて、ジョージア州でもトランプ氏
は選挙結果を違法に覆そうとしたと
して起訴されました。トランプ氏は
大量の Classifed Documents（機
密書類）を、フロリダの私邸（マール・
ア・ラーゴ）に隠匿した罪でも訴追
されています。同氏はそれらの容疑
を否認するだけでなく、検察官や裁
判所関係者をも脅かす発言を繰り返
しています。この事態に、検察はト
ランプ氏の不適切な発言を禁じる箝
口令（Gag Order）を求めましたが、
その範囲と強制方法に関して、弁護
側との法廷闘争が続いています。　
　 新年、秋には大統領選がありま
す。高齢が心配されている民主党の
バイデン大統領そして、刑事事件で
追及されている共和党トランプ元大
統領。この二人が両党の代表として
本戦に残るのか。そうなれば、どち
らが勝つのか。世界情勢が混迷を深
める中、誰がアメリカをそして民主
主義を引っ張っていくことになるの
でしょう・・・年明けから、苛烈な
争いが繰り広げられることは間違い
ありません。心配はつきませんが、
皆さんにとって２０２４年が友人と
の触れ合いが増える楽しい年になり
ますように。
（旦　英夫・ニューヨーク州弁護士）
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わ
た
し
の
友
人
で
、
刑
務
所

の
栄
養
士
を
し
て
い
る
黒
柳
桂

子
さ
ん
が
「
め
ざ
せ
！
ム
シ
ョ

ラ
ン
三
ッ
星
」
と
い
う
本
を
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
出
版
し
た
理

由
の
ひ
と
つ
は
、「
安
い
予
算

で
一
生
懸
命
に
美
味
し
く
て
栄

養
の
あ
る
献
立
を
考
え
て
い
る

の
に
、
な
ん
で
『
臭
い
飯
』
と

言
わ
れ
な
あ
か
ん
の
」
と
い
う

思
い
か
ら
で
す
。

　

彼
女
が
働
く
刑
務
所
で
は
、

受
刑
者
が
食
事
を
作
り
ま
す
。

そ
の
受
刑
者
と
献
立
を
考
え
た

り
、
料
理
を
教
え
た
り
の
現
場

が
赤
裸
々
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
受
刑
者
と
触
れ

合
っ
て
行
く
中
で
、「
誰
で
も

加
害
者
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
、
気
付
か
さ
れ
た
り
、

料
理
を
通
し
て
受
刑
者
が
母
親

と
の
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
た

り
す
る
ほ
の
ぼ
の
し
た
シ
ー
ン

も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
刑
務
所
の
給
食
係

は
、エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
ら
し
い
。

な
ぜ
な
ら
包
丁
を
使
っ
た
り
、

火
を
使
っ
た
り
す
る
。だ
か
ら
、

精
神
的
に
も
落
ち
着
い
た
人
間

で
な
い
と
な
れ
な
い
ら
し
い
。

　

ま
た
、刑
務
所
に
よ
っ
て
は
、

炊
事
係
の
経
験
を
キ
ャ
リ
ア
と

し
て
調
理
師
の
免
許
が
取
れ
る

取
り
組
み
を
し
た
り
し
て
い
る

そ
う
で
す
。こ
の
本
を
読
ん
で
、

黒
柳
さ
ん
と
話
を
し
て
い
て
、

や
っ
ぱ
り
思
い
ま
し
た
。
過
ち

を
犯
し
た
人
で
も
立
ち
直
れ
る

社
会
に
す
る
こ
と
も
と
て
も
大

切
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
に
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
犯
罪
に
よ
っ

て
は
、
許
せ
な
い
も
の
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
被
害
者

に
し
か
理
解
で
き
な
い
世
界
も

あ
る
は
ず
で
す
。
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で

す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

「
め
ざ
せ
！

ム
シ
ョ
ラ
ン
三
ッ
星
」

　

北
東
ア
メ
リ
カ
兵
庫
県
人
会

「CLUB GO!

」
と
神
戸
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ブ
主
催
の

「
阪
神
淡
路
大
震
災
29
年
」
追

悼
と
懇
親
会
が
、
１
月
16
日

（
火
）
午
後
６
時
か
ら
、
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
館
（
西
45
丁
目
49
番

地
５
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

６
４
３
４
人
の
尊
い
犠
牲

と
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
が

１
９
９
５
年
1
月
17
日
に
発

生
し
て
か
ら
29
年
を
迎
え
る
。

「CLUB GO!

」
は
２
０
１
０
年

か
ら
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠

牲
者
へ
の
追
悼
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
、
熊
本
地
震
の
発
生
以

後
は
ほ
く
ほ
く
会
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
宮
城
県
人
会
、
青
森
県
人

会
、
秋
田
県
人
会
、
岩
手
県
人

会
、
福
島
県
人
会
、
山
形
県
人

会
、
北
海
道
ゆ
か
り
の
会
、
大

阪
の
会
、
九
州
の
会
、
ば
っ
て

ん
会
な
ど
も
出
席
し
、
支
援
活

動
や
連
携
を
行
っ
て
き
た
。　
　

　

追
悼
式
典
に
は
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
森
美
樹

夫
総
領
事
大
使
が
参
加
予
定
。

ま
た
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
田
中
智

弥
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
三
原
有
利
加

に
よ
る
歌
曲
鎮
魂
曲
演
奏
、
中

垣
顕
實
（
な
か
が
き
・
け
ん
じ

つ
）
Ｎ
Ｙ
仏
教
連
盟
副
会
長
に

よ
る
黙
祷
な
ど
が
行
わ
れ
る
予

定
。
懇
親
会
あ
り
。
参
加
費
無

料
だ
が
要
予
約
。
申
し
込
み
は

https://ny.hyogokenjinkai.
org/

か
ら
。

「
阪
神
淡
路
大
震
災
29
年
」

追
悼
と
懇
親
会

mailto:tate@hatoryuny.com
http://www.tate-hatoryuny.com
mailto:masayokoto@gmail.com
https://www.masayoishigure.com
http://www.bridgeandblend.com
mailto:hiro.nakayama@bridgeandblend.com
http://www.Safeco.NYC
https://ny.hyogokenjinkai
https://ny.hyogokenjinkai
https://ny.hyogokenjinkai
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村
上
春
樹
が
ア
メ
リ
カ
に
来

た
と
き
、
会
え
る
な
ら
ぜ
ひ
、

会
っ
て
お
き
な
さ
い
、
と
勧
め

ら
れ
た
作
家
が
、
Ｅ
・
Ｌ
・
ド

ク
ト
ロ
ウ
（E. L.Doctorow

）

だ
っ
た
と
、
何
か
で
読
ん
だ
こ

と
が
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
図
書
館

で
、
彼
の
本
を
借
り
る
た
め
に

カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
く
と
、
そ
ば

に
い
た
見
知
ら
ぬ
利
用
者
の
女

性
が
、う
れ
し
そ
う
に
叫
ん
だ
。

　

Another Doctorow fan!

　

こ
こ
に
も
、
ド
ク
ト
ロ
ウ
の

フ
ァ
ン
が
い
た
わ
！

　

一
番
上
に
は
別
の
著
者
の
本

が
置
か
れ
て
い
た
の
に
、
そ
の

人
は
わ
ざ
わ
ざ
横
か
ら
彼
の
名

前
を
見
つ
け
た
の
だ
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｕ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
）
の
大
学
院
で
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

(Creative W
riting)

を
学
ん

だ
と
き
、
ド
ク
ト
ロ
ウ
は
私
の

論
文
の
指
導
教
授
だ
っ
た
。

　

そ
う
自
慢
げ
に
話
す
と
、
ま

あ
、
あ
な
た
は
な
ん
て
ラ
ッ
キ

ー
な
の
、
と
女
性
は
う
ら
や
ま

し
が
っ
た
。

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
は
、
小
説
や
詩
な
ど
の

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
意
味

だ
。
ア
メ
リ
カ
の
高
校
や
大
学

で
は
、
こ
れ
が
授
業
科
目
に
あ

る
と
こ
ろ
も
多
い
。

　

大
学
院
に
進
学
し
た
と
き
、

教
授
陣
に
こ
の
作
家
の
名
前
を

見
つ
け
、
驚
い
た
。

　

日
本
の
大
学
の
米
文
学
史
の

授
業
で
、
彼
の
名
前
が
出
て
き

た
か
ら
だ
。『
ラ
グ
タ
イ
ム
』『
紐

育
万
国
博
覧
会
』『
ビ
リ
ー
・

バ
ス
ゲ
イ
ト
』
な
ど
、
ア
メ
リ

カ
を
舞
台
に
し
た
歴
史
小
説
を

書
き
、
作
品
は
映
画
や
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

も
な
っ
た
。

　

大
作
家
だ
が
、
私
た
ち
学
生

テ
ー
ブ
ル
で
水
浴
び

エッセイ連載 43

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

に
と
っ
て
、
父
親
の
よ
う
な
存

在
だ
っ
た
。ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、

穏
や
か
で
、
目
が
や
さ
し
か
っ

た
。

　

在
学
中
の
あ
る
日
、
ド
ク
ト

ロ
ウ
先
生
が
食
事
に
誘
っ
て
く

れ
た
。
私
は
最
初
こ
そ
、
や
や

緊
張
し
て
い
た
も
の
の
、
だ
ん

だ
ん
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
身
振
り

手
振
り
を
交
え
て
話
し
て
い
る

う
ち
に
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
水

が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
グ
ラ
ス
を

倒
し
て
し
ま
っ
た
。

　

先
生
は
何
も
言
わ
ず
に
立
ち

上
が
り
、
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ

た
服
を
ナ
プ
キ
ン
で
ふ
き
始
め

た
。

　

大
先
生
に
な
ん
て
こ
と
を
！

　

私
は
動
揺
し
、
本
当
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
、
と
ひ
た
す
ら

謝
っ
た
。

　

先
生
は
席
に
す
わ
り
直
す

と
、
私
を
見
つ
め
て
、
ぼ
そ
っ

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

I’ve just been baptized.

　

只
今
、洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

　

洗
礼
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な

る
た
め
の
儀
式
で
、
全
身
を
水

に
浸
し
た
り
、
頭
に
水
を
注
い

だ
り
す
る
。

　

大
丈
夫
。
気
に
し
な
く
て
い

い
ん
だ
よ
。

　

そ
の
気
持
ち
を
、
先
生
は
ユ

ー
モ
ア
に
変
え
、
伝
え
て
く
れ

た
。

　

さ
す
が
、
大
作
家
だ
。
言
う

こ
と
が
違
う
。
ユ
ー
モ
ア
は
人

間
関
係
の
潤
滑
油
だ
。

　

大
先
生
に
水
を
引
っ
か
け
て

お
き
な
が
ら
、
私
が
言
う
の
も

ナ
ン
で
す
が
。

　

し
か
し
、
せ
っ
か
く
か
か
っ

た
私
の
エ
ン
ジ
ン
も
、
洗
礼
事

件
で
す
っ
か
り
調
子
が
狂
っ
て

し
ま
い
、
大
先
生
が
す
か
さ
ず

差
し
て
く
れ
た
油
の
効
き
目

は
、
今
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
７
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

魔
法
の
約
束
』
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

2011年に先生の新刊が出版された時、NYの書店で日本語を交えて書いてくれたサインとメッセージ

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
に
あ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
植
物
園
（2900 

Southern Boulevard

）
で
は
、

１
月
15
日
（
月
）
ま
で
「
ホ
リ

デ
ー
・
ト
レ
イ
ン
シ
ョ
ー
」
を

開
催
し
て
い
る
。
30
年
以
上
に

わ
た
り
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に

行
わ
れ
て
い
る
恒
例
行
事
で
、

今
年
は
こ
れ
ま
で
で
最
大
規

模
。
25
台
以
上
の
模
型
の
鉄
道

車
両
や
ト
ロ
ッ
コ
が
、
自
然
素

材
を
使
っ
て
再
現
さ
れ
た
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
橋
や
ヤ
ン
キ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
、
自
由
の
女
神
な
ど
約

２
０
０
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名

所
の
な
か
を
走
行
す
る
。

　

ま
た
、
１
月
６
日
と
13
日

の
土
曜
は
日
没
後
に
園
内
に

何
千
も
の
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
が

輝
く
「NYBG GLOW

」
も
開

催
。
美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
庭
園
で
光
と
音
の
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
の
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

出
店
す
る
。
さ
ら
に
１
月
５
日

（
金
）
午
後
７
時
か
ら
は
21
歳

以
上
の
来
場
者
限
定
イ
ベ
ン
ト

「
バ
ー
・
カ
ー
・
ナ
イ
ト
」
も

行
わ
れ
、
ト
レ
イ
ン
シ
ョ
ー
＆

NYBG GLOW

の
夜
間
鑑
賞
が

で
き
る
。
軽
食
と
特
別
な
カ
ク

テ
ル
も
販
売
さ
れ
、
植
物
園
で

の
特
別
な
夜
が
楽
し
め
る
。

　

ト
レ
イ
ン
シ
ョ
ー
込
み
の
入

園
料
は
大
人
35
ド
ル
、
学
生
・

シ
ニ
ア
は
31
ド
ル
、
２
〜
12
歳

は
20
ド
ル
、２
歳
以
下
は
無
料
。

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://www.nybg.org

植
物
園
で
ト
レ
イ
ン
シ
ョ
ー

と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で

深
夜
、
針
を
外
し
て
時
計
の
モ

ー
タ
ー
交
換
作
業
。
24
時
間
、

時
を
刻
む
針
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト

に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
電

波
時
計
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
佇
ま

い
を
今
に
保
つ
同
駅
の
象
徴

は
、
こ
こ
に
駅
が
あ
る
限
り
、

こ
れ
か
ら
も
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
受
け
な
が
ら
永
遠
に
正
確
に

時
を
刻
み
続
け
る
の
だ
ろ
う
。

市
街
地
の
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ

ー
は
デ
ジ
タ
ル
数
字
表
記
に
と

っ
て
代
わ
ら
れ
た
が
、
時
を
刻

む
の
は
針
が
主
役
だ
。

　
　
　
　
（
撮
影
・
三
浦
良
一
）

衛
星
か
ら
電
波
信
号

時
を
刻
む
レ
ト
ロ
な
時
計

サ
テ
ラ
イ
ト
で
正
確
に

ホリデートレイン
植物園を走る
1月15日まで

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅

最
も
貸
出
が
多
か
っ
た
本 

ヘ
ン
リ
ー
王
子
の
回
顧
録
ほ
か 

　

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
）
は
、
毎
年
末
恒
例
の
「
今

年
最
も
貸
出
が
多
か
っ
た
上
位

リ
ス
ト
を
公
表
し
た
。 

Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｌ
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ロ

ン
ク
ス
、
ス
タ
テ
ン
島
）
の
１

位
は
『
レ
ッ
ス
ン
ズ
・
イ
ン
・

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
』（
ボ
ニ
ー
・

ガ
ー
マ
ス
の
デ
ビ
ュ
ー
小
説
）、

以
下
、
２
位
『
ト
ゥ
モ
ロ
ー
、

ア
ン
ド
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー
、
ア
ン

ド
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー
』（
Ｎ
Ｙ
出

身
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ゼ
ヴ
ィ
ン

著
）、
３
位
『
ス
ペ
ア
』（
ヘ
ン

リ
ー
王
子
著
）、
４
位
『
ブ
ッ

ク
・
ラ
バ
ー
ズ
（
本
と
私
と
恋

人
と
）』（
エ
ミ
リ
ー
・
ヘ
ン
リ

ー
著
）、５
位
『
ベ
リ
テ
ィ
』（
コ

リ
ー
ン
・
フ
ー
バ
ー
著
）、
６

位
『
イ
ェ
ロ
ー
フ
ェ
イ
ス
』（
多

様
性
、
人
種
、
文
化
を
問
う
小

説
、
Ｒ
・
Ｆ
・
ク
ア
ン
著
）、

６
位
『
ザ
・
ヘ
ブ
ン
＆
ア
ー

ス
・
グ
ロ
サ
リ
ー
・
ス
ト
ア
』

（
１
９
２
０
〜
30
年
代
に
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
住
ん
で
い
た

黒
人
と
ユ
ダ
ヤ
系
住
人
の
物

語
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ク
ブ
ラ

イ
ド
著
）、７
位
『
ザ
・
セ
ブ
ン
・

ハ
ン
ド
レ
ッ
ズ
・
オ
ブ
・
エ
ブ

リ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ゴ
』（
テ
イ
ラ

ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
・
リ
ー
ド

著
）、８
位
『
イ
ッ
ト
・
エ
ン
ズ
・

ウ
ィ
ズ
・
ア
ス
』（
コ
リ
ー
ン
・

フ
ー
バ
ー
著
）、
９
位
『
デ
イ

ジ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ア
ン
ド
・

ザ
・
シ
ッ
ク
ス
』（
テ
イ
ラ
ー
・

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
・
リ
ー
ド
著
）。 

そ
の
ほ
か
各
公
立
図
書
館
の

ラ
ン
キ
ン
グ
詳
細
は
、
Ｎ
Ｙ

はnypl.org

、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

bklynlib.org

、
ク
イ
ー
ン
ズ

connect.queenslibrary.org

を
参
照
す
る
。 

https://www.fivelightscenter.com/
https://nyaikikai.com/
https://www.nybg.org
https://www.nybg.org
https://www.nybg.org
https://www.nybg.org
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
nypl.org
bklynlib.org
connect.queenslibrary.org


2024年（令和 6年）1月 1日（月） ［企画のページ］　　（40  ）

 主催：ニューヨーク生活プレス社、特別協賛：北米伊藤園
http://artofhaiku.org

３部門で金・銀・銅９人

 

選　
　
　

評

 

金
賞　

日
本
語
部
門　
　

 

金
賞　

18
歳
未
満
部
門

俳
人

大
高
翔
審
査
員

　

日
本
語
部
門
、
金
賞
は
洗
練
が

魅
力
。「
座
席
五
度
」
が
洒
脱
で

「
機
上
の
ソ
ー
ダ
水
」
が
開
放
感

が
あ
る
。
銀
賞
は
端
正
な
写
生
の

句
。「
初
句
会
」
な
ら
で
は
の
快

い
緊
張
感
が
「
筆
圧
」
で
伝
わ
る
。

銅
賞
は
硬
質
な
詩
情
あ
ふ
れ
る

作
。「
流
木
」
が
荒
々
し
く
も
美

し
い
。
18
歳
未
満
部
門
、
金
賞

は
完
成
度
の
高
い
一
句
。
軽
や

か
で
心
地
よ
い
気
分
を「
春
の
風
」

と
い
う
季
語
を
通
し
て
伝
え
た
。

銀
賞
の
「
新
し
い
ぼ
く
」
の
独
自

の
表
現
に
惹
か
れ
た
。
み
ず
み

ず
し
く
新
鮮
な
句
。
銅
賞
は
「
ス

タ
ン
プ
」
と
捉
え
た
点
が
個
性
的

で
す
ば
ら
し
い
。

俳
人

江
坂
衣
代
審
査
員

　

日
本
語
部
門
、
金
賞
は
「
座

席
五
度
」
の
表
現
が
う
ま
い
。

季
語
の
ソ
ー
ダ
水
も
効
い
て
い

る
。
銀
賞
は
と
っ
て
お
き
の
一

句
を
短
冊
に
丁
寧
に
書
く
、
結

果
も
良
か
っ
た
の
で
は
？　

銅

賞
は
深
い
意
味
を
託
し
た
の
で

は
な
い
か
。
長
い
人
生
、
色
々

そ
の
都
度
乗
り
越
え
て
今
は
穏

や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
18
歳

　

北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
２
３
は
11
月
末
、
３

部
門
（
日
本
語
、
英
語
、
18
歳

未
満
）
の
金
・
銀
・
銅
の
各
賞

と
学
校
賞
を
決
定
し
た
。
金
賞

は
岡
部
加
都
恵
さ
ん
、ル
ー
ス
・

ホ
ル
ツ
ァ
ー
さ
ん
、
宇
佐
美
杏

里
彩
さ
ん
。
銀
賞
は
森
柾
光
央

さ
ん
、
伊
是
名
ル
イ
さ
ん
、
ジ

ョ
ン
・
パ
パ
ス
さ
ん
。
銅
賞
は

大
沼
順
子
さ
ん
、
富
松
健
太
郎

さ
ん
、
シ
ャ
ロ
ン
・
マ
ル
テ
ィ

ー
ナ
さ
ん
。
受
賞
者
に
は
記
念

ト
ロ
フ
ィ
ー
、
伊
藤
園
お
茶
ボ

ト
ル
ケ
ー
ス
が
贈
ら
れ
る
。
学

校
賞
は
計
18
句
が
セ
ミ
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
た
ボ
ス
ト

ン
日
本
語
学
校
（
内
野
康
之
校

長
）
に
決
定
、
表
彰
状
が
贈
ら

れ
る
。

　

金
賞
受
賞
者
か
ら
は
受
賞
の

喜
び
と
と
も
に
「
帰
国
時
、
長

蛇
の
列
や
手
続
き
な
ど
に
疲
れ

て
飛
行
機
が
離
陸
し
た
時
の
様

子
」（
岡
部
さ
ん
）「
北
極
に
帰

っ
て
い
く
鳥
の
群
れ
、
彼
ら
の

努
力
と
決
意
に
共
感
し
た
。
慣

れ
た
領
域
に
戻
り
次
世
代
を
育

ボストン日本語学校　学校賞

金　賞
岡
部
加
都
恵
さ
ん 

日
本
語
部
門

Ruth H
olzer

さ
ん 

英
語
部
門

宇
佐
美
杏
里
彩
さ
ん 

18
歳
未
満
部
門

座
席
五
度
倒
し
機
上
の
ソ
ー
ダ
水   

岡
部
加
都
恵
　
Ｎ
Ｊ
州

ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
耳
を
く
す
ぐ
る
春
の
風     

宇
佐
美
杏
里
彩
︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ
　
10
歳
︶
Ｐ
Ａ
州

金賞　岡部さん金賞　Holzerさん金賞　宇佐美さん

 金賞　 英語部門　　
every heart
beating for home
northbound snow geese

 ー Ruth Holzer, VA
それぞれの鼓動を胸に鳥渡る（日本語訳：大高翔）

■
銀
賞      

日
本
語
部
門

筆
圧
の
残
る
清
記
や
初
句
会
　

森
柾
光
央
　
Ｎ
Ｙ
州

■
銅
賞  

日
本
語
部
門    

流
木
の
干
潟
に
さ
さ
り
て
終
わ
る
旅
　

大
沼
順
子
　
Ｎ
Ｙ
州

■
銀
賞    

18
歳
未
満
部
門

お
正
月
新
し
い
ぼ
く
で
き
る
か
な

伊
是
名
ル
イ
︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
10
歳
︶
Ｐ
Ａ
州

■
銅
賞   

18
歳
未
満
部
門

大
の
字
で
た
お
れ
て
ス
タ
ン
プ
雪
の
上
　
　
　
　
　

 

富
松
健
太
郎
︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶
Ｍ
Ａ
州

■銀賞　英語部門
the kind words
of the x-ray tech          
dogwood blossoms

ー John Pappas, MA
親切なレントゲン技師花水木（日本語訳：大高翔）

■銅賞　英語部門
one button missing who we were together

ー Sharon Martina, IL
君といた頃のボタンがひとつ無い（日本語訳：大高翔）

て
る
と
い
う
本
能
は
生
き
物
共

通
」（
ホ
ル
ツ
ァ
ー
さ
ん
）「
マ

ラ
ソ
ン
中
、
風
を
感
じ
な
が
ら

走
れ
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
」

（
宇
佐
美
さ
ん
）
な
ど
、
俳
句

に
つ
い
て
説
明
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

銀
・
銅
賞
受
賞
者
か
ら
も

「
緊
張
と
信
念
が
筆
圧
に
ま
で

投
影
」（
森
柾
さ
ん
）、「
き
な

粉
餅
を
食
べ
な
が
ら
思
い
つ
い

た
」（
伊
是
名
さ
ん
）、「
ち
ょ

っ
と
し
た
優
し
さ
や
暖
か
さ
の

所
作
が
希
望
の
花
に
」（
パ
パ

ス
さ
ん
）「
ボ
ス
ト
ン
で
の
初

め
て
の
冬
、
雪
が
積
も
っ
た
の

が
う
れ
し
く
て
」（
富
松
さ
ん
）

「
ハ
ド
ソ
ン
河
畔
に
住
み
米
寿

を
迎
え
た
今
年
も
流
氷
が
見
ら

れ
る
か
」（
大
沼
さ
ん
）「
何
十

年
に
も
わ
た
る
関
係
、
特
に
友

情
の
崩
壊
に
つ
い
て
詠
ん
だ
」

（
マ
ル
テ
ィ
ー
ナ
さ
ん
）
な
ど

の
説
明
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０

２
３
は
、
1
月
か
ら
10
月
ま
で

実
施
、
毎
月
各
部
門
７
句
ず
つ

セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
を
選

び
、
そ
の
中
か
ら
受
賞
者
を
決

定
し
た
。
総
計
１
５
２
６
句（
日

本
語
２
４
０
、
英
語
２
５
２
、

18
歳
未
満
１
０
３
４
）
の
応
募

が
あ
っ
た
。

　

当
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
プ
レ
ス
社
主
催
、
北

米
伊
藤
園
の
特
別
協
賛
で
、

２
０
１
１
年
に
始
ま
り
、
13
年

目
。
15
年
に
は
18
歳
未
満
部
門

を
新
設
、
学
校
や
保
護
者
か
ら

は
日
本
語
学
習
の
励
み
に
な
る

と
好
評
だ
。
17
年
か
ら
は
最
も

多
く
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
を

輩
出
し
た
学
校
に
「
学
校
賞
」

を
贈
っ
て
い
る
。
ボ
ス
ト
ン
日

本
語
学
校
は
６
年
連
続
の
受

賞
。

俳人・編集者　スコット・メイソン審査員
<About Gold Prize Haiku>  This assured poem vividly demonstrates that 
special brand of haiku alchemy which can transform surprise into insight. In 
our anthropocentric default mode we’re more than likely to read these fi rst two 
lines as an unfolding human drama, only to be snapped back, in line three, to the 
larger natural world. But there’s perfect logic at work here: why wouldn’t the 
hearts of snow geese beat hard, even faster, in their arduous annual migration 
back home? In so considering the activities and lives of other sentient beings 
with whom we share this planet, we might begin to set straight our own.

銀賞　森柾さん銀賞　Pappasさん銀賞　伊是名さん銅賞　大沼さん銅賞　 Martinaさん銅賞　富松さん

新俳句グランプリ 2023

未
満
部
門
、金
賞
は
中
七
の
「
耳

を
く
す
ぐ
る
」
の
表
現
が
楽
し

い
。
春
が
来
た
嬉
し
さ
が
素
直

に
表
れ
て
い
て
心
地
良
い
。
銀

賞
は
素
直
な
句
で
お
も
し
ろ
く

て
可
愛
い
。
お
正
月
の
季
語
が

と
て
も
良
く
効
い
て
い
る
。
銅

賞
は
ス
タ
ン
プ
の
表
現
が
と
て

も
新
鮮
で
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家

大
江
千
里
審
査
員

　

シ
ー
ン
が
鮮
や
か
に
浮
か
び

上
が
る
句
が
多
い
印
象
で
し

た
。
全
体
的
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

も
の
も
増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

一
歩
踏
み
出
せ
た
日
々
の
様
子

が
伺
え
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
ど
れ
も
名
作
揃
い
で
何

度
も
声
に
出
し
て
読
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
心
か
ら
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

書
画
家田

中
太
山
審
査
員

　

今
年
も
沢
山
の
俳
句
が
私
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
毎

年
思
う
の
で
す
が
、
い
つ
ど
の

よ
う
な
状
況
で
こ
の
よ
う
な
俳

句
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う

か
と
そ
の
制
作
過
程
が
気
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
か
ら
今
生
き
て
い

る
そ
の
場
所
で
何
を
見
て
何
を

感
じ
出
て
く
る
の
か
。
ど
の
俳

句
も
唯
一
無
二
そ
の
時
だ
け
の

も
の
。
点
数
つ
け
る
の
が
本
当

に
難
し
い
で
す
。

　

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
の
審
査

員
、
大
高
翔
さ
ん
を
講
師
に

招
い
た
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
講
演
会
が

２
０
２
３
年
12
月
９
日
開
催
さ

れ
た
。
一
昨
年
８
月
か
ら
居
住

地
を
日
本
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

に
移
し
た
大
高
さ
ん
が
、
俳
人

と
し
て
の
変
化
や
発
見
な
ど
を

語
っ
た
。講
演
要
旨
次
の
通
り
。

過
去
に
ア
メ
リ
カ
に
短
期
滞
在

し
て
句
を
詠
む
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
実
際
に
日
本
で
は
な
い
場

所
に
い
る
と
大
き
な
違
い
だ
。

こ
ち
ら
に
住
ん
で
い
る
人
の
俳

句
は
こ
う
い
う
気
持
ち
で
詠
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
距
離

が
縮
ま
っ
た
気
が
し
て
親
し
み

を
感
じ
た
。
難
し
い
の
は
季
語

で
、
日
本
の
季
語
は
京
都
の
四

季
を
標
準
に
し
て
作
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
沖
縄
や
北
海
道

の
人
に
は
季
節
感
が
し
っ
く
り

こ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
自
分
は

中
学
１
年
生
か
ら
俳
句
を
し
て

い
る
が
、
大
学
生
に
な
っ
て
四

国
の
徳
島
か
ら
東
京
に
引
っ
越

し
た
と
き
に
も
季
語
に
違
和
感

を
持
っ
た
。
日
本
国
内
で
も
季

語
に
対
す
る
捉
え
方
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
調
べ
て

み
る
と
「
独
立
記
念
日
「「
感

謝
祭
」「
ク
リ
ス
マ
ス
」
も
日

本
で
は
季
語
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
。
日
本
で
は
草
木
自
然
を

季
語
に
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

米
国
で
は
行
事
に
季
節
感
を
教

え
て
も
ら
っ
て
句
を
読
む
こ
と

が
で
き
た
。
そ
う
い
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
た
１
年
だ
っ
た
。

　

個
人
的
に
は
、
初
め
て
英
語

で
俳
句
を
詠
む
経
験
も
し
た
。

来
米
後
、
自
分
の
時
間
が
少
し

で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
当
地
の

日
本
語
教
室
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
。
そ
の
時
、
知
り
合
っ

た
ア
メ
リ
カ
人
の
生
徒
が
英
語

の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
教
師
だ
っ
た
た

め
、
今
度
は
自
分
が
英
語
を
習

い
に
通
う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ

で
英
語
で
俳
句
を
作
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
Ｈ
Ａ
Ｉ

Ｋ
Ｕ
」
が
日
本
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
分
か
っ
た
の
は

嬉
し
い
発
見
だ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
人
は
話
し
な
が
ら
シ
ラ
ブ
ル

を
作
れ
る
が
、
自
分
は
紙
に
書

い
て
文
字
を
数
え
な
が
ら
書
き

直
し
て
作
っ
た
。
自
分
が
俳
句

を
始
め
た
頃
に
一
つ
ひ
と
つ
の

俳
句
を
大
切
に
苦
労
し
な
が
ら

詠
ん
で
い
た
初
期
を
思
い
出
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
来
て
か
ら
も

月
に
３
、４
回
は
句
会
を
行
っ

て
毎
月
10
句
か
ら
20
句
を
詠
ん

で
い
る
。
俳
句
は
あ
る
程
度
数

を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
。
半
分

く
ら
い
は
自
分
の
大
切
な
記
録

と
し
て
残
る
。自
分
は
一
句
目
、

２
句
目
は
作
る
の
に
苦
労
す
る

が
、
３
句
目
あ
た
り
か
ら
楽
し

く
な
っ
て
く
る
。
た
く
さ
ん
俳

句
を
詠
む
こ
と
で
俳
句
が
自
分

の
も
の
に
な
り
、
生
活
の
一
部

だ
け
で
な
く
身
体
の
一
部
に
な

っ
て
い
く
も
の
だ
。
去
年
と
も

２
年
前
と
も
違
う
今
の
自
分
を

映
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
俳
句

の
良
さ
だ
と
思
う
。

「
俳
句
の
あ
る
生
活
」

大
高
さ
ん
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
講
演
会

http://artofhaiku.org
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新俳句グランプリ 2024
応募要項 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。www.artofhaiku.org

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2024は、米国東部時間2024年1月1日12:00AMから2024
年10月31日11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2025年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プ
レス社およびこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効
となります。応募者は、募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれていま
す。
日本語部門（18歳以上）
五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問いません。
英語部門（18歳以上）
以下のモデルを参考に表現してください。
Across the still lake
     through upcurls of morning mist  –   
          The cry of a loon
                             – O. Mabson Southard   
summer sun
     slowly dissolving
          boats on horizon
                            -Stephanie Visaya Bose 
18歳未満部門
日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］
毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email
メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名
を添えてお送りください。
オンライン
www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または
法的な親権者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで
応募してください。

 応募期間のスケジュール（予定）
応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募
方法にかかわらず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、
最初の1つのみを有効とさせていただきます。
またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール（予定）
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出され
ます。候補作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が
再度審査されるためには、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月25日ご
ろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。
創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイ
ソン（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われ
ます。候補作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満た
していることなどを示す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行
われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候補作品は、各応募期間の翌月第4週号の「週刊N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀
賞、銅賞は、2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲
載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な
応募要項は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
1 1/1/24 1/31/24 11:59:59pm 1/31/24
2 2/1/24 2/29/24 11:59:59pm 2/29/24
3 3/1/24 3/31/24 11:59:59pm 3/31/24
4 4/1/24 4/30/24 11:59:59pm 4/30/24
5 5/1/24 5/31/24 11:59:59pm 5/51/24
6 6/1/24 6/30/24 11:59:59pm 6/30/24
7 7/1/24 7/31/24 11:59:59pm 7/31/24
8 8/1/24 8/31/24 11:59:59pm 8/31/24
9 9/1/24 9/30/24 11:59:59pm 9/30/24
10 10/1/24 10/31/24 11:59:59pm 10/31/24

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

1 1/1/24 2/5/24 2/11/24 7 7 7
2 2/1/24 3/5/24 3/11/24 7 7 7
3 3/1/24 4/5/24 4/11/24 7 7 7
5 5/1/24 5/5/24 5/11/24 7 7 7
6 6/1/24 6/5/24 6/11/24 7 7 7
7 7/1/24 7/5/24 7/11/24 7 7 7
8 8/1/24 8/5/24 8/11/24 7 7 7
9 9/1/24 9/5/24 9/11/24 7 7 7

10 10/1/24 10/5/24 10/11/24 7 7 7

a stick goes over the falls at sunset   
                             –Cor van den Heuval

俳人
大高翔

SHO OTAKA
1977年徳島県生まれ。
13歳より作句。「藍花」
俳句会副主宰、JAL財団
「世界子どもハイクコン
テスト」審査委員長、俳
人協会幹事。第四句集
『帰帆』にて2016年度
「第一回俳句大学大賞」
受賞。『商店建築』、徳
島新聞ほか連載中。公式
サイト https://shootaka-
haiku.themedia.jp/　
2022年より米国在住。

【英語俳句審査員】俳人・編集者
スコット・メイソン SCOTT MASON
“The Wonder Code：Discover the Way of Haiku and See the World with New Eyes”の著者、同
書はHaiku FoundationからTouchstone Distinguished Books Award、Haiku Society of America
からHMerit Book Award（Prose）を受賞し、Kirkus Reviewsによる「2019年のベスト100イン
ディーブック」に選ばれた。2011年から21年までオンラインおよび印刷俳句ジャーナルThe 
Heron’s Nestの編集者、現在はHaiku Foundationの戦略部長を務める。自身の俳句は24以上の
国際大会で最優秀賞を含む200以上の賞を受賞。

俳人
江坂衣代

KINUYO ESAKA
1988年～
     大串章主宰俳句結社
     百鳥所属同人
2001年～09年
 NY句会設立・代表
2014年～
    俳人協会会員

ジャズピアニスト、
作曲家

大江千里
SENRI OE

大阪出身。シンガーソングラ
イターとして日本で活躍後、
ニューヨークへ。40周年記
念作品「Class of ‘88」が全米
ジャズラジオチャートで24位
を記録。著書にジャズ大学留
学の日々を綴った「９番目の
音を探して」やブルックリン
での自炊生活を綴る近著「ブ
ルックリンでソロメシ！」な
ど。朝日新聞でエッセイ執筆
中、2024年は空想の映画のサ
ウンドトラックを制作予定。

書画家
田中太山

TAISAN TANAKA
1978年和歌山県生まれ。
2000年から書画家として
活動を開始。代表作は文
字を絵にする「笑文字-え
もじ-」と大筆２本を自
在に操り書く大作書画パ
フォーマンス。合計依頼
作品点数は5万点以上。
自身が主催する「笑文字
塾」には年３千人を越え
る生徒が集まる。2015年
からＮＹ在住。

北米伊藤園新俳句グランプリ2024　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.
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３
、４
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！  
本
年
も
皆

様
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展

を
、
そ
し
て
何
よ
り
健
康
を
お

祈
り
し
ま
す
。 

早
い
も
の
で

当
連
載
「
新
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

界
隈
」
も
今
年
で
10
年
目
。
継

続
は
力
で
す
ね
。
さ
て
、
新
春

第
一
弾
は
、
２
０
１
９
年
に
ロ

ン
ド
ン
初
演
後
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
で
も
幕
を
開
け
た
ジ
ュ
ー

ク
ボ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
＆ 

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。  

　

新
春
早
々
私
事
で
恐
縮
で
す

が
、
小
さ
か
っ
た
頃
は
「
も
ー

い
く
つ
寝
る
と
♪
」
と
指
折
り

数
え
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
お

正
月
も
、
さ
す
が
に
還
暦
プ
ラ

ス
２
、「
え
？
も
う
？
ま
た
正

月
？
」
と
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
心

境
な
ん
で
す
。
あ
の
世
界
的
ス

ー
パ
ー
ス
タ
ー
、
マ
ド
ン
ナ
で

さ
え
、
最
新
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
往
年
の
爆
発
的
存
在
感
に
も

微
か
な
が
ら
翳
り
を
感
じ
て
し

ま
う
ん
で
す
。
な
が
ー
い
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
悪
夢
の
数
年
か
ら

目
覚
め
て
み
る
と
、
政
治
、
経

済
、
芸
能
界
と
浮
世
の
世
代
交

代
が
進
む
大
き
な
転
換
期
に
来

て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
当
地
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
も
ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代

（
１
９
８
１
年
〜
１
９
９
６
年

に
生
ま
れ
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
作
品
作
り
に
舵
を
切
り
つ

つ
あ
る
な
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た

が
、こ
の「
＆ 

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

な
の
で
す
。  

　

巷
の
評
判
が
高
か
っ
た
の

で
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

臨
ん
だ
観
劇
。
ま
る
で
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
を
目
の
当
た
り
に

し
て
い
る
よ
う
な
テ
ン
シ
ョ
ン

の
高
さ
で
し
た
！
大
ヒ
ッ
ト
し

た
「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ボ
ー
イ
ズ
」

（
２
０
０
５
年
）
や
「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
」（
２
０
１
５
年
）

な
ど
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
半
生

を
描
く
こ
と
が
大
半
だ
っ
た
、

こ
れ
ま
で
の
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
反
し
、

こ
の
「
＆
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の

場
合
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
４

大
悲
劇
ひ
と
つ
「
ロ
ミ
オ
と
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
」
と
俗
受
け
す
る

ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
の
融
合
さ

せ
る
と
い
う
斬
新
さ
。「
も
し

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
死
ん
で
い
な

か
っ
た
ら
」
と
言
う
「
も
し
も
」

の
仮
説
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
さ

せ
て
い
る
の
で
す
。
台
詞
が
難

解
、
上
演
時
間
が
長
い
、
退
屈

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
を
覆
す
よ
う
に
シ
ャ
レ

の
き
い
た
会
話
や
ジ
ョ
ー
ク
を

満
載
。「
女
性
た
ち
よ
、
立
ち

上
が
れ
！
」
っ
て
な
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
女
性
の
反
応
も

上
々
の
よ
う
で
す
。
こ
れ
を
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
御
大
が
ど
う
思

っ
た
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、「
許

さ
ん
ぞ
！
」
と
は
言
わ
な
か
っ

た
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。  

　

楽
曲
は
、
全
米
一
ヒ
ッ
ト
曲

を
量
産
す
る
男
、
マ
ッ
ク
ス
・

マ
ー
テ
ィ
ン
。
ポ
ー
ル
・
マ
ッ

カ
ー
ト
ニ
ー
や
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ

ン
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
ヒ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
と
言
う
か
ら
、
ど

ん
だ
け
凄
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な

の
か
、
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る

で
し
ょ
う
。
本
作
の
楽
曲
は
ジ

ャ
ス
テ
ィ
ン
・
テ
ィ
ン
バ
ー
レ

イ
ク
、
ブ
リ
ト
ニ
ー
・
ス
ピ
ア

ー
ズ
、
バ
ッ
ク
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ボ
ー
イ
ズ
な
ど
の
２
０
０
０
年

代
の
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
ス
。

ま
さ
し
く
40
前
後
を
狙
っ
た
選

曲
で
、
脚
本
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
申
し
分
な

い
の
で
す
。し
か
し
マ
ド
ン
ナ
、

カ
ル
チ
ャ
ー
・
ク
ラ
ブ
、ワ
ム
！

世
代
の
私
は
イ
マ
イ
チ
乗
り
き

れ
な
い
！ 

こ
れ
っ
て
令
和
の

紅
白
歌
合
戦
に
つ
い
て
い
け
な

い
私
と
被
る
の
で
す
。

　

才
能
あ
る
若
手
の
シ
ン
ガ
ー

と
ダ
ン
サ
ー
が
生
み
出
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
一
見
の
価
値
あ
り
！

な
の
で
す
が
、
敢
え
て
言
わ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
花
火
や
紙

吹
雪
な
ど
の
安
っ
ぽ
い
特
殊
効

果
の
使
い
す
ぎ
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
で
は
微
妙
で
す
。
そ
ん
な

小
細
工
よ
り
、
も
ー
ち
っ
と
、

キ
ワ
モ
ノ
的
な
猥
雑
な
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
良
か
っ
た

だ
ろ
う
し
、
私
の
よ
う
な
縁
側

で
孫
と
日
向
ぼ
っ
こ
し
て
て
も

可
笑
し
く
な
い
年
齢
の
客
層
も

楽
し
め
る
の
に
！

　

最
後
に
、
本
作
も
「
ラ
イ
オ

ン
・
キ
ン
グ
」
を
観
劇
す
る
ノ

リ
で
行
く
と
く
た
び
れ
ち
ゃ
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
ね
、

た
ま
に
は
前
頭
葉
に
強
烈
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
食
ら
わ
せ
て
く
れ

る
、
前
衛
的
な
作
品
に
触
れ
る

っ
て
の
も
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

の
醍
醐
味
だ
と
思
う
の
で
す
。

Ｚ
世
代
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
こ
そ

貴
方
に
ぴ
っ
た
り
フ
ィ
ッ
ト
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
劇
場
へ
急
げ

や
急
げ
！
本
年
も
「
新
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
界
隈
」
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ
：
キ
ャ
バ

レ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／ 

演

劇
評
論
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

１
３
０
名
で
構
成
さ
れ
る
ド
ラ

マ
・
デ
ス
ク
賞
の
数
少
な
い
日

本
人
メ
ン
バ
ー
。
週
刊
Ｎ
Ｙ
生

活
「
新
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
界

隈
」
連
載
中
。
Ｔ
Ｖ
：
Ｔ
Ｂ

Ｓ
「
世
界
の
日
本
人
妻
は
見

た
！
」
日
本
テ
レ
ビ
『
愛
の
お

悩
み
解
決
！
シ
ア
ワ
セ
結
婚
相

談
所
』「
ス
ッ
キ
リ
」「ZIP!

」

studio82℉

所
属
タ
レ
ン
ト

Z世代にぴったりの
ミュージカル「＆ジュリエット」

　

皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
！
こ

の
度
、
私
が
こ
れ
ま
で
の
演
奏

活
動
の
中
、
世
界
各
地
で
見
た

り
聞
い
た
り
感
じ
て
き
た
事

を
、
Ｎ
Ｙ
と
絡
め
な
が
ら
、
新

年
よ
り
ご
紹
介
し
て
行
く
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
界
に
つ
い
て
の
話
が
多
く

な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
！
さ
て
私
が
、

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
で
も
活

躍
し
た
い
と
志
を
持
ち
、
Ｎ
Ｙ

の
音
楽
院
に
留
学
し
た
の
は
25

年
前
で
し
た
が
、
そ
の
後
Ｎ
Ｙ

を
出
た
り
入
っ
た
り
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
オ
ペ
ラ
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽

イ
ベ
ン
ト
等
に
足
を
運
び
、
こ

の
街
の
音
楽
シ
ー
ン
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
っ
て
行
く
の
を
目

で
も
肌
で
も
感
じ
て
来
ま
し

た
。そ
ん
な
中
よ
く
思
う
の
が
、

こ
こ
の
新
し
い
も
の
に
対
す
る

寛
容
さ
は
、
ち
ょ
っ
と
他
で
は

類
を
見
な
い
と
い
う
事
で
す
。

移
民
の
多
さ
に
加
え
、
我
こ
そ

は
と
、
色
々
な
分
野
の
大
志
を

持
っ
た
人
々
が
各
国
か
ら
集
ま

っ
て
来
る
Ｎ
Ｙ
。
結
果
、
人
種

の
る
つ
ぼ
と
な
っ
た
こ
の
地
で

は
、
自
発
的
に
色
々
な
も
の
が

渾
然
一
体
と
な
り
、
次
々
と
化

学
変
化
が
生
ま
れ
て
は
新
し
い

価
値
観
が
生
ま
れ
、
そ
れ
を
認

め
る
こ
と
無
し
に
は
生
き
存
え

な
か
っ
た
の
か
、
あ
ま
り
に
そ

の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
か
、
と

も
か
く
時
代
の
変
化
に
柔
軟
で

あ
り
、
新
し
い
も
の
へ
の
興
味

と
感
度
が
高
い
こ
の
街
。
し
か

し
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
比
較
的

変
わ
ら
な
い
の
が
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
界
で
す
。

　

こ
の
年
末
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
フ
ィ
ル
に
よ
る
ヘ
ン
デ
ル
の

メ
サ
イ
ヤ
（
救
世
主
）、
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
バ
ッ
ハ
の

ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
、

Ｍ
Ｅ
Ｔ
オ
ペ
ラ
で
は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
な

ど
、
こ
こ
何
十
年
も
変
わ
ら
な

い
、
風
物
詩
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

並
ん
で
い
ま
し
た
が
（
日
本
で

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交

響
曲
が
相
当
し
ま
す
ね
）、
ク

ラ
シ
ッ
ク
と
言
え
ど
も
、
そ
こ

は
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
権
化
の
Ｎ

Ｙ
。
お
金
を
産
ま
な
い
芸
術
は

生
き
存
え
ず
、
時
代
の
変
化
に

つ
い
て
い
け
な
い
も
の
は
淘
汰

さ
れ
て
し
ま
う
故
、
伝
統
を
守

り
続
け
、
変
わ
ら
な
い
の
が
身

の
上
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
も
、
毎

年
少
し
ず
つ
見
せ
方
や
切
り
口

は
、
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

（
お
い
お
い
、
そ
の
話
は
し
て

行
き
ま
す
！
）
と
こ
ろ
で
、
一

言
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
言
っ

て
も
、
実
は
ざ
っ
と
５
０
０
年

く
ら
い
の
幅
が
あ
り
、
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
と
軽
く

５
〜
６
世
代
は
経
て
い
ま
す

の
で
、
当
然
の
如
く
そ
の
間
、

音
楽
は
さ
ま
ざ
ま
に
形
を
変

え
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
ス
ー
パ
ー

メ
ガ
ヒ
ッ
ト
た
ち
が
、
世
代

を
超
え
人
々
に
愛
さ
れ
演
奏

さ
れ
続
け
、
残
っ
た
も
の
が

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。
何
百
年
も
の
間
、
人

の
心
を
動
か
し
続
け
た
名
曲

が
面
白
く
な
い
わ
け
が
な
く
、

バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と

言
う
と
、
古
臭
く
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

が
流
行
っ
た
当
時
は
、
人
々

を
魅
了
す
る
新
し
い
サ
ウ
ン

ド
の
人
気
曲
た
ち
だ
っ
た
の

で
す
。
さ
て
今
、
我
々
の
耳

に
入
っ
て
来
る
音
楽
の
う
ち

の
一
体
ど
れ
位
の
も
の
が
、

後
世
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
し
て
残

る
で
し
ょ
う
か
？
ビ
ー
ト
ル

ズ
な
ど
は
す
で
に
、
こ
の
先

ク
ラ
シ
ッ
ク
に
な
る
だ
ろ
う

と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、

あ
な
た
に
と
っ
て
、
こ
の
先

何
百
年
も
残
っ
て
い
く
曲
は

な
ん
で
す
か
？
こ
の
年
も
ど

う
ぞ
皆
様
が
、
た
く
さ
ん
の

素
敵
な
サ
ウ
ン
ド
や
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
出
会
え
ま
す
よ

う
に
！

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

時代を超越して残る名曲
ビートルズだって未来のクラシックに

1

https://minglesoho-ny.com/
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老
舗
ハ
ヅ
キ
ヘ
ア
ー
が
名

前
を
変
え
、
さ
ら
に
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
に
店
を
構
え
る
ミ
ガ

ク
ネ
イ
ル
が
加
わ
り
日
本
の

技
術
と
お
も
て
な
し
を
提
供

で
き
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
が

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
看
板
を
出
し
て

い
な
い
ス
ピ
ー
ク
イ
ー
ジ
ー

な
店
構
え
は
友
達
に
紹
介
し

た
く
な
る
よ
う
な“

知
る
人

ぞ
知
る
隠
れ
家
的
サ
ロ
ン”

で
す
。
ネ
イ
ル
は
全
米
で
唯

一
の
本
物
の
天
然
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
を
爪
に
施
す
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
て
、
ダ
イ
ヤ
は
最

初
に
購
入
し
て
も
ら
う
だ
け

で
何
度
で
も
装
着
可
能
。
一

番
人
気
の
サ
イ
ズ
は
小
ぶ
り

な
が
ら
も
存
在
感
の
あ
る
０
・

02
カ
ラ
ッ
ト
／
１
１
０
ド
ル
。

こ
の
機
会
に
誰
も
真
似
で
き

な
い
自
分
だ
け
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ネ
イ
ル
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ネ
イ
ル
の
輝
き

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
唯
一
の
お
店

Madison25 h&n
420 Madison Avenue
Suite406
New York, NY 10017
212-755-2623

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
五
番
街
の
近
く
に
位

置
す
る
、
3
フ
ロ
ア
か
ら
な

る
日
系
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
サ
ロ
ン
で
す
。
1
階
に

は
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

ゆ
っ
く
り
と
ワ
イ
ン
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
る
広
い
待
合

い
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
で
は
、

日
本
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
る

パ
ラ
ジ
ェ
ル
、KOKOIST

な

ど
高
品
質
の
純
国
産
ジ
ェ
ル

ネ
イ
ル
を
使
用
。
常
に
最
新
の

カ
ラ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ー
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
３
０
０
０

色
を
誇
り
ま
す
。
2
階
に
は
、

最
新
機
器
を
備
え
た
美
容
皮

膚
科
と
ヘ
ア
サ
ロ
ン
が
あ
り
、

個
室
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

ヘ
ッ
ド
ス
パ
ル
ー
ム
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
下
フ
ロ
ア
に
は
本
格
的
な

ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
や
ウ
ォ
ー
タ

ー
バ
ス
、
ま
た
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
改
善
に
効
果
的
と
さ
れ

る
ソ
ル
ト
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
感
覚
遮
断
タ
ン
ク
）
も
備
え

て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し

た
個
室
は
5
つ
あ
り
、
各
種

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
シ
ャ

ル
、
脱
毛
、
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ロ
ン
に
足
を
踏
み
入
れ
れ

ば
、
あ
ら
ゆ
る
美
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｖ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｅ

誌
や
Ｎ
Ｂ
Ｃ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ

ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
経
歴
を

持
つ
サ
ロ
ン
で
、
熟
練
し
た

ス
タ
ッ
フ
が
、
皆
様
の
美
と

健
康
に
向
け
て
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
い
た
し
ま
す
。

Yukie Natori
New York Salon Spa

39 West 56th Street
New York, NY 10019
TEL:646-649-5324
営業時間 月曜日 -日曜日
10AM-8PM

Ｎ
Ｙ
の
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

美
容
皮
膚
科
と
ヘ
ア
サ
ロ
ン
、
サ
ウ
ナ
も

　

日
本
で
２
０
０
６
年
か
ら

医
療
、
美
容
、
ア
ス
リ
ー
ト

に
使
わ
れ
始
め
た
水
素
は
、

抗
酸
化
力
に
優
れ
、
副
作
用

が
な
く
、
安
全
な
悪
玉
活
性

酸
素
だ
け
を
除
去
す
る
優
れ

た
存
在
だ
。
肌
の
老
化
は
、

悪
玉
活
性
酸
素
が
肌
を
酸
化

さ
せ
肌
の
生
ま
れ
変
わ
り
の

周
期
が
遅
く
な
る
事
に
原
因

が
あ
る
。
こ
の
美
容
液
に
は

水
素
の
ほ
か
ニ
ー
ド
ル
パ
ウ

ダ
ー
や
幹
細
胞
エ
キ
ス
が
配

合
さ
れ
、
肌
活
性
や
再
生
力

を
上
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
肌
の
ハ
リ
弾
力
、
毛
穴

の
引
き
締
め
、
保
湿
、
リ
フ

ト
ア
ッ
プ
、
し
み
、
く
す
み

が
気
に
な
る
方
に
お
す
す
め

の
製
品
。
30
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、

１
９
８
ド
ル
。

●SUISOFIT

代
表
取
締
役　

佐
藤
友
見
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
「
Ｈ
Ｈ
Ｏ
（
水
素
酸
素
）
ガ

ス
の
吸
入
や
Ｈ
Ｈ
Ｏ
水
は
、

飲
料
、
肌
や
髪
、
眼
な
ど
の

ケ
ア
に
も
世
界
的
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｈ
Ｈ
Ｏ

を
も
と
に
作
っ
た
水
素
美
容

液
は
、
肌
治
癒
を
高
め
な
が

ら
、
肌
を
鍛
え
、
体
感
と
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
を
感
じ
る
、
水

素
の
本
質
を
活
か
し
た
ア
イ

テ
ム
で
す
。
Ｎ
Ｙ
の
皆
様
に

も
ぜ
ひ
知
っ
て
頂
き
た
く
、

こ
の
た
び
モ
ニ
タ
ー
販
売
を

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

２
０
２
４
年
の
肌
の

新
し
い
ケ
ア
グ
ッ
ズ
の
一
つ

に
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
」

　

購
入
は
ス
パ
か
れ
ん

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
電
話

２
１
２
・
７
２
９
・
３
５
２
１　

https://www.spakarenny.
com/

）
ま
で
。

抗酸化力に優れた
水素酸素美容液

「SUISOFIT」

株式会社 SUISOFIT
https://suisofi t.co.jp/

　
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｒ
Ｅ
Ｉ

Ｋ
Ｉ
」
は
、
日
本
有
数
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら

れ
る
レ
イ
キ
の
発
祥
地
、
京

都
の
鞍
馬
・
貴
船
で
生
ま
れ

た
。
同
製
品
を
製
造
販
売
す

る
の
は
、
江
戸
末
期
ま
で
長

年
貴
船
神
社
の
社
家
と
し
て

神
職
を
務
め
、
現
在
は
料
理

旅
館
・
飲
食
店
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
経
営
や
食
品
・
化
粧
品
・

ア
ロ
マ
製
品
の
製
造
な
ど
、

11
代
３
０
０
年
以
上
に
渡
り

同
地
に
根
ざ
し
た
営
み
を
続

け
る
（
株
）
右
源
太
。

　

貴
重
な
精
油
を
当
地
の
植

物
か
ら
抽
出
し
、
大
豆
由
来

の
天
然
素
材
で
作
ら
れ
た
ア

ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
で
、
燃
焼

時
間
は
約
70
時
間
。「
爽
や
か

な
森
林
」「
甘
い
花
」「
さ
っ

ぱ
り
し
た
柑
橘
系
」「
芳
醇
な

カ
フ
ェ
イ
ン
系
」
の
４
つ
の

香
り
か
ら
選
べ
る
。

　

こ
の
霊
地
か
ら
の
恵
み
を

込
め
、
心
と
身
体
に
癒
し
と

調
和
を
も
た
ら
す
ア
ロ
マ
テ

ィ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

　

尚
、
同
商
品
は
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
が
運
営
す
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
「
シ
ョ

ッ
プ
Ｎ
Ｙ
生
活
」（shopny

seikatsu.com

）
で
も
購
入
で

き
る
。

京
都
鞍
馬
山
の
植
物
か
ら
採
取
し
た

精
油
を
使
っ
た
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル

株式会社 右源太
 (UGENTA,INC.)
京都市左京区鞍馬貴船町 76

Kurama-reiki.kyoto

　

い
ま
日
本
の
美
容
室
で
人

気
沸
騰
中
の
「
サ
ミ
ー
ト
リ

ー
ト
メ
ン
ト
」
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
１
９
７
２
年
か
ら

長
年
に
わ
た
り
日
系
ヘ
ア
サ

ロ
ン
業
界
を
け
ん
引
し
て
き

た
「momotaro

」
の
創
始
者
、

サ
ミ
ー
宮
本
氏
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
で
生
ま
れ
た
プ
ロ
ダ
ク

ト
だ
。

　

SAMMY NYC

ブ
ラ
ン
ド

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
健
康
で

美
し
い
毛
髪
を
再
現
・
創
造

す
る
」
こ
と
。
カ
ラ
ー
や
パ

ー
マ
で
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
、

美
し
さ
を
求
め
る
上
で
ア
ル

カ
リ
に
よ
る
ケ
ミ
カ
ル
ダ
メ

ー
ジ
は
欠
か
せ
な
い
が
、
健

康
な
毛
髪
で
い
る
た
め
に
は
、

い
か
に
ア
ル
カ
リ
を
中
和
し

弱
酸
性
に
戻
す
か
が
重
要
。

同
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
ト
ン
シ

リ
ー
ズ
は
酸
性
領
域
で
安
定

さ
せ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
安
心
、

安
全
に
施
術
を
行
い
、
毛
髪

を
正
し
く
健
康
毛
に
導
く
た

め
に
開
発
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
、
今
や

日
本
だ
け
で
な
く
韓
国
、
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
美
容
室
で
導
入
実

績
が
あ
り
、
世
界
中
の
サ
ロ

ン
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

サ
ミ
ー
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

の
施
術

は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン

に
あ
る
モ

モ
タ
ロ
ー

サ
ロ
ン
で

受
け
ら
れ

る
ほ
か
、

同
店
で

ホ
ー
ム
ケ

ア
用
の
製

品
も
購
入

で
き
る
。

アルカリフリーの酸熱トリートメント
SAMMY NYC サミートリートメント

ビフォー アフター

momotaro
Manhattan
22 E 49th St, 2nd Fl.
www.momotaro-manhattan.com

美容NY生活
2024 New Year's Beayty Special 

　

い
つ
ま
で
も
美
し
く
あ
り
た
い
。

身
も
心
も
。
そ
ん
な
願
い
を
叶
え
る

街
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。

　

世
界
の
美
容
の
ト
ッ
プ
サ
ロ
ン
や

化
粧
品
が
集
ま
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

は
、
高
度
な
技
術
と
経
験
に
裏
打
ち

さ
れ
た
「
美
」
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
た
ち
が
腕
を
競
う
。

　

サ
ロ
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
商
品
も

秀
逸
揃
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
体
験

で
き
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ケ
ア
や
Ｎ
Ｙ

に
居
な
が
ら
に
し
て
手
に
入
る
日
本

発
の
安
ら
ぎ
の
優
良
ア
イ
テ
ム
を
紹

介
す
る
。

美しさゲットは
お手入れ次第！

美容＆癒し特集

ニューヨークで堪能する
プロの技術と癒しの生活

https://www.spakarenny.com
http://www.momotaro-manhattan.com
https://suisofit.co.jp/
Kurama-reiki.kyoto
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薬
膳
お
稲
荷
さ
ん

笑
福
薬
膳
抹
茶
ケ
ー
キ

薬
膳
た
っ
ぷ
り
果
実
ジ
ャ
ム

　

お
寿
司
大
好
き
手
を
あ
げ

て
！
！
！
つ
い
つ
い
手
が
出
て

止
ま
ら
な
い
。

気
が
つ
け
ば
、
砂
糖
と
塩
分
、

加
え
て
炭
水
化
物
の
食
べ
過

ぎ
。
今
日
の
お
寿
司
は
そ
の
よ

う
な
悩
み
を
解
決
、
た
っ
ぷ
り

の
薬
食
を
利
用
し
て
、
美
味
し

く
食
べ
て
心
身
と
も
大
満
足
の

お
寿
司
の
基
本
を
紹
介
し
ま

す
。
稲
荷
だ
け
で
な
く
、
手
元

に
あ
る
食
材
を
生
か
し
て
ち
ら

し
寿
司
、
巻
き
寿
司
と
し
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
、家
族
・

友
人
達
と
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
か

か
せ
な
い
デ
ザ
ー
ト
。
つ
い
つ

い
食
べ
過
ぎ
て
後
か
ら
罪
の
意

識
、
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
ね
。

今
回
は
、
美
味
し
く
食
べ
て
、

視
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
、

癒
し
の
全
て
が
満
足
。
気
が
つ

け
ば
、
自
然
に
体
と
心
が
幸
せ

に
な
る
、
そ
ん
な
デ
ザ
ー
ト
を

薬
膳
で
楽
し
む
お
正
月

　

新
年
、
今
年
最
初
の
「
生
き

生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ
」
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

で
栄
養
士
を
し
な
が
ら
健
康
に

良
い
和
食
「
薬
膳
」
の
普
及
に

努
め
て
い
る
富
岡
美
智
子
さ
ん

に
薬
膳
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
稲

荷
さ
ん
、
抹
茶
ケ
ー
キ
、
果
実

ジ
ャ
ム
の
３
品
を
「
み
ち
庵
」

メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
ご
紹
介
し

ま
す
。

Ａ・あわせ酢（リンゴ酢でも可）
........................................1カップ
だし昆布 ...............３×３インチ
干し椎茸 ...........................３～４
くこの実 .............................1TBS 
藻塩 ...........................1/4-1/2  tsp 
メープルシロップ（黒糖）　　
　 .........................................1TBS

＊ TBS＝大さじ、tsp＝小さじ

Ｂ・ 稲荷揚げ　　　　
薄あげ（半分に切る） ..........４枚
出し汁（一夜漬けだし） . ½ カッ
プ
みりん .................................1TBS 
 醤油 ......................................1tsp
メープルシロップ（黒糖）　

Ａ：tspドライミックス
ケーキフラワー（ 全粒粉） １カップ
ベーキングソーダ .................½ tsp
ベーキングパウダー .............½ tsp
藻塩（See salt） .....................½ tsp　
抹茶＊ ...................................2 TBS 
Ｂ：Wet Mix
豆乳（無糖） ................... ½ カップ　
アップルソース （無糖） . ½ カップ

（オーガニックを薦めます）
Ａ
好みのベリーミックス（苺、ブルー
ベリー、クランベリー、ラズベリー　
等、冷凍もＯＫ） ..............２カップ　
アップルソース（無糖）
........................................... 1 カップ　
シナモンパウダー .................１ tsp 

【材料】　

【材料】　

【材料】　

【
作
り
方
】

１　

あ
わ
せ
酢
の
用
意
。
砂
糖

を
除
く
Ａ
を
小
鍋
に
入
れ
弱
火

で
約
３
〜
４
分
煮
る
。
小
さ
な

泡
が
表
面
に
で
て
き
た
ら
火
を

止
め
て
砂
糖
を
加
え
し
ば
ら
く

味
を
馴
染
ま
せ
る
。

２　

稲
荷
揚
げ
の
用
意
。
熱
湯

に
半
分
に
切
っ
た
油
あ
げ
を
入

れ
約
２
分
で
茹
で
、
ザ
ル
に
あ

け
て
さ
ら
に
水
で
数
回
洗
っ
て

十
分
に
油
を
抜
き
、
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
で
軽
く
水
気
を
取
る
。

３　

鍋
に
稲
荷
煮
汁
の
材
料
Ｂ 

を
入
れ
中
火
に
か
け
沸
騰
さ
せ

た
後
、
弱
火
に
し
②
の
稲
荷
揚

げ
を
煮
汁
に
充
分
に
ひ
た
る
よ

う
並
べ
る
。
落
と
し
蓋
（
ア
ル

ミ
で
Ｏ
Ｋ
）
を
し
て
更
に
３
分

煮
る
。
平
ら
な
蓋
の
つ
い
た
容

器
に
移
し
て
、
味
を
馴
染
ま
せ

る
。

鮨
飯
の
用
意　

　

暖
か
い
玄
米
を
す
し
桶
（
ボ

ー
ル
で
Ｏ
Ｋ
）
に
入
れ
、
合
わ

せ
酢
を
円
相
を
描
く
よ
う
に
回

し
か
け
る
。
し
ゃ
も
じ
で
切
る

よ
う
混
ぜ
、
う
ち
わ
な
ど
で
あ

お
い
で
さ
ま
し
、
具
Ｃ
を
３
回

程
度
に
分
け
な
が
ら
入
れ
し
ゃ

も
じ
で
軽
く
ま
ぜ
る
。

４　

稲
荷
の
汁
気
を
切
り
、
真

ん
中
を
丁
寧
に
破
れ
な
い
よ
う

に
開
き
い
て
ポ
ケ
ッ
ト
を
作

...............................................2tsp
生姜のミジン切り ................1tsb
クコ、干しデイツ ..............1TBS

Ｃ・具
にんじん（さっとゆがく）
 ..............................................１本
きゅうり　ミジン切り ........１本
生姜 ミジン切り .................1TBS 
 殻付きすり胡麻（黒胡麻）
.............................................2TBS
好みの野菜（ブロッコリー、え
んどう豆、筍、蓮根、紫蘇、こ
んにゃく）１カップ

トッピング例：錦糸卵、枝豆、
鮭のフレーク、エビ、海苔、ア
ヴォカド、炒りごま

フラックスシードパウダー（豆乳３T 
B Sにひたす） ................. 1 大さじ 
アボガトオイル（もしくはオリーブ
オイル）  .......................... ¼ カップ
黒糖 ** ...................... ¼-1/2 カップ
バニラ ....................................½ tsp 
メープルシロップ (Optional ) 1 t T B S
トッピング：
薬膳ジャム、抹茶、粉砂糖、薬膳餡子、
シナモン、オレンジのゼスト等

Ｂ
ドライフルーツ（マンゴ、クコ、
杏　等） ....................................1cup 
バニラエッセンス ...................1ts p
ラム酒 orブランデー＊....1-2 TBS 　
オレンジのみじん切り (皮ごと ) ...
1/2　
フラックスパウダー *１T B S 
メープルシロップ or 蜂蜜＊            
*オプショナル

　

お
菓
子
は
も
と
も
と
果
物
の

「
果
」 

か
ら
来
て
い
ま
す
。
と

い
う
の
は
、
お
砂
糖
が
日
本
が

出
始
め
た
の
は
、
江
戸
時
代
半

ば
そ
れ
も
ほ
ん
の
か
ぎ
ら
れ
た

階
層
だ
け
、お
茶
菓
子
は
果
物
、

ナ
ッ
ツ
類
、
昆
布
で
し
た
。
自

然
界
の
天
敵
か
ら
の
自
己
防
衛

の
た
め
、
果
物
や
木
の
実
に
は

免
疫
効
果
が
あ
り
成
人
病
・
癌

の
予
防
・
改
善
へ
の
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
美
味
し
く

食
べ
て
、心
身
と
も
に
癒
さ
れ
、

し
か
も
、
環
境
と
お
財
布
に
も

や
さ
し
い
、
そ
ん
な
薬
膳
ベ
リ

ー
ジ
ャ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。
パ

ン
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ア
プ
リ

ン
、
サ
ラ
ダ
の
お
供
だ
け
で
な

く
そ
の
ま
ま
、
果
物
と
し
て
た

っ
ぷ
り
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ

い
。

【
作
り
方
】

１ 　
Ａ
を
鍋
に
入
れ
中
火
に

か
け
、
煮
立
っ
て
い
た
時
点
で

弱
火
に
す
る
。

２　

Ｂ
を
表
示
の
順
に
加
え
ス

プ
ー
ン
で
全
体
が
馴
染
む
よ
う

に
混
ぜ
て
ふ
た
を
し
て
、
約
20

分
煮
る
。
時
折
焦
げ
付
か
な
い

よ
う
底
か
ら
ス
プ
ー
ン
で
混
ぜ

る
。
そ
の
中
に
④
の
寿
司
ご
飯

大
さ
じ
３
杯
入
れ
、
好
み
の
ト

ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
。
も
し
く
は

稲
荷
の
両
端
を
ま
る
め
て
、
口

の
ほ
う
を
下
に
し
て
並
べ
る
。

５　

残
り
の
寿
司
ご
飯
は
チ
ラ

シ
寿
司
、
手
巻
き
寿
司
等
お
好

み
で
。

紹
介
し
ま
す
。「
笑
福
薬
膳
抹

茶
ケ
ー
キ
」、
想
像
し
た
だ
け

で
、
口
が
綻
ん
で
き
ま
す
ね
。

　

抹
茶
、
全
粒
粉
、
豆
乳
、
フ

ラ
ッ
ク
ス
シ
ー
ド
…
。
薬
食
が

満
載
、
抗
癌
、
免
疫
力
、
新
陳

代
謝
向
上
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。
余
分
に
作
っ
て
冷
蔵
庫
で

保
管
し
す
れ
ば
朝
食
・
お
や
つ

と
し
て
心
身
を
豊
か
に
し
ま
し

ょ
う
。

ケ
ー
キ
型: 

6
イ
ン
チ 

も
し
く

は 

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
10
個

【
作
り
方
】

１   

オ
ー
ブ
ン
を
３
７
５
Ｆ
に

セ
ッ
ト
す
る
。

２　

 

別
々
の
ボ
ウ
ル
に
Ａ
と

Ｂ
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
、
ま
ん
べ

ん
な
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

３　

Ａ
（
ド
ラ
イ
）
を
Ｂ
の
ボ

ウ
ル
に
3
回
に
分
け
て
加
え
、

粉
が
残
ら
な
い
程
度
に
軽
く
切

る
よ
う
に
混
ぜ
る
。

４  

③
を
ケ
ー
キ
型
も
し
く
は

カ
ッ
プ
に
流
し
込
ん
で
、
温
め

て
お
い
た
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
。

（
ケ
ー
キ
で
30
分
、
カ
ッ
プ
ケ

ー
キ
で
15
〜
20
分
）
焼
き
上
が

っ
た
ら
、
ケ
ー
キ
型
の
ま
ま
約

30
分
熱
を
と
る
。

る
。

３　

煮
詰
ま
っ
て
き
た
ら
フ
ォ

ー
ク
等
で
果
物
の
か
た
ま
り
を

ま
ん
べ
ん
な
く
潰
し
、
さ
ら
に

弱
火
で
約
５
分
ほ
ど
煮
詰
め
蓋

を
し
た
ま
ま
の
状
態
で
を
止
め

る
。

い
つ
も
、
手
元
に
置
い
て
、
い

つ
で
も
た
っ
ぷ
り
ど
う
ぞ
。

https://michinutrition.com/

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
https://michinutrition.com/


 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

円
安
や
物
価
高
の
「
Ｎ
Ｙ
生

活
」
で
生
活
が
大
変
で
す
が
、

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
新
年
を
迎

え
ら
れ
て
い
ま
す
か
？　

き
っ

と
そ
ん
な
中
で
も
笑
顔
あ
ふ
れ

る
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
僕
に
つ
き
ま

し
て
は
昨
年
は
記
念
に
な
る
年

で
し
た
。
ポ
ッ
プ
ス
の
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
数
え
て
40
周

年
だ
っ
た
の
で
す
。
林
真
理
子

さ
ん
が
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
時
代

に
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
「
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
が
コ
ト
ン
、
わ
た

し
の
玉
子
様
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
１
９
８
３
年
5

月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ジ
ャ
ズ
作

曲
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
は

２
０
１
２
年
な
の
で
ま
だ
駆
け

出
し
で
す
が
、
そ
れ
で
も
11
年

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
今

日
ま
で
ポ
ッ
プ
ス
と
ジ
ャ
ズ
を

通
し
て
音
楽
を
ず
っ
と
続
け
て

こ
れ
た
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
に

支
え
ら
れ
応
援
し
て
い
た
だ
い

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
は
、
出
会
い
の

年
で
し
た
。
新
し
い
ア
ル
バ
ム

「Class of '88

」
を
6
月
に
リ

リ
ー
ス
し
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
老

舗
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
「
バ
ー
ド
ラ

ン
ド
シ
ア
タ
ー
」
で
公
演
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
る

読
者
の
方
の
中
に
も
当
日
駆
け

つ
け
て
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

下
さ
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

は
ず
で
す
。
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
し
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年
で
し
た
。

記
念
す
べ
き
年
だ
か
ら
こ
そ

「
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
Ｐ

Ｒ
を
新
し
い
チ
ー
ム
と
組
み
ま

し
た
。
元
Ｎ
Ｙ
の
ブ
ル
ー
ノ
ー

ト
レ
ー
ベ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
が
新
天
地
を
求
め
て
ジ
ャ
ズ

プ
ロ
モ
ー
ト
会
社
を
興
し
そ
の

噂
が
僕
の
耳
に
も
伝
わ
り
ま
し

た
。
す
ぐ
さ
ま
連
絡
を
取
り
合

い
ま
し
た
。

　

ゼ
ロ
か
ら
築
き
上
げ
る
信
頼

は
時
間
の
か
か
る
も
の
で
す

が
、
半
年
一
緒
に
仕
事
を
し
て

み
て
感
じ
る
の
は
、
予
想
を
遥

か
に
超
え
、「
学
び
」
の
連
続

で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
来
る
ま
で
は
こ

の
国
は
果
て
し
な
く
大
き
く
自

由
の
国
だ
と
い
う
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
最

初
に
そ
れ
が
ぶ
ち
壊
さ
れ
た
の

が
２
０
０
８
年
の
夏
、
愛
犬
ぴ

ー
す
と
大
陸
を
車
で
横
断
し
た

時
で
す
。

　
「
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
」
と

ナ
ビ
に
入
れ
る
と
な
ん
と
か
知

ら
な
い
街
で
も
宿
を
見
つ
け
ら

れ
る
。
そ
う
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
聞
き
、
そ

の
通
り
に
や
っ
て
た
ら
夜
中
に

カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
で
暗
闇
の
廃

線
場
を
示
さ
れ
「
こ
こ
が
到
着

地
で
す
」
と
ナ
ビ
が
終
わ
っ
た

時
は
泣
き
そ
う
で
し
た
。
取
り

急
ぎ
お
し
っ
こ
で
も
と
立
ち
シ

ョ
ン
し
て
た
ら
警
察
ら
し
き
車

に
ハ
イ
ビ
ー
ム
で
照
ら
さ
れ
て

追
跡
さ
れ
慌
て
て
イ
グ
ニ
シ
ョ

ン
キ
ー
を
オ
ン
に
し
全
力
で
逃

げ
ま
し
た
。
住
宅
地
を
越
え
線

路
を
越
え
や
っ
と
高
速
の
袂
ま

で
来
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
車

が
笑
顔
で
「
道
教
え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
手
を
振
り

な
が
ら
笑
顔
で
高
速
へ
消
え

て
い
っ
た
の
で
す
。
脱
力
で

す
。
そ
の
日
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

で
高
速
を
降
り
て
そ
の
そ
ば
の

「Super8

」
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
の
モ
ー

テ
ル
に
夜
中
到
着
し
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
す
る
と
部
屋
へ
荷
物
を
運

ん
で
い
る
う
ち
に
ぴ
ー
す
が
い

な
く
な
り
ま
し
た
。
大
声
で
何

度
も
「
ぴ
ー
す
！
」
と
叫
ん
で

も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
泣
く
泣

く
諦
め
か
け
て
レ
ン
タ
カ
ー
に

戻
る
と
「
く
う
ん
」
と
車
の
下

か
ら
ぴ
ー
す
の
鳴
き
声
が
。
そ

の
時
も
脱
力
で
、
力
い
っ
ぱ
い

抱
き
し
め
後
は
無
我
夢
中
ベ
ッ

ド
で
抱
き
合
っ
て
眠
り
ま
し

た
。

　

朝
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
昼
は

タ
コ
ベ
ル
、
夜
は
宿
の
バ
ー
で

バ
ー
ガ
ー
を
頬
張
り
、
ど
こ
ま

で
も
続
く
一
本
道
を
カ
ン
ト
リ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
聴
き
な
が

ら
走
り
ま
し
た
。
夕
方
に
砂
漠

の
向
こ
う
側
に
オ
レ
ン
ジ
の
よ

う
な
丸
く
て
大
き
く
て
美
し
い

夕
日
が
沈
む
の
を
見
て
ぴ
ー
す

と
共
に
車
を
脇
に
停
め
ま
し

た
。
静
か
に
悠
々
と
沈
む
姿
、

忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
時
の
感

動
が
「Hmmm

」
と
い
う
ト

リ
オ
ア
ル
バ
ム
の
「Orange 

Desert
」
と
い
う
曲
に
な
り
ま

し
た
。

　

あ
ん
な
に
走
っ
て
も
走
っ
て

も
先
が
見
え
な
か
っ
た
大
陸
横

断
で
訪
れ
た
場
所
が
、
今
は
飛

行
機
で
３
、４
時
間
で
現
地
に

着
き
ま
す
。
初
め
て
会
う
人
と

の
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
の
緊
張
を
感
じ
る
時
僕
は

「
あ
の
旅
で
い
つ
か
こ
の
場
所

に
帰
っ
て
こ
よ
う
と
思
っ
た
街

に
自
分
の
音
楽
を
持
っ
て
帰
っ

て
来
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま
す
。

　

こ
の
11
年
で
嬉
し
い
の
は
、

一
緒
に
音
楽
を
伝
え
て
く
れ
る

仲
間
が
で
き
、
僕
は
1
人
じ
ゃ

な
い
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｒ
は
デ
ン

バ
ー
だ
し
、
流
通
会
社
は
シ
ア

ト
ル
だ
し
、
ラ
ジ
オ
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
、

あ
の
走
っ
て
も
走
っ
て
も
到
達

出
来
な
か
っ
た
大
陸
の
い
く
つ

か
の
街
の
人
た
ち
と
一
枚
の
ア

ル
バ
ム
を
世
の
中
に
広
め
て
い

く
た
め
に
動
く
日
々
で
す
。

　

あ
の
旅
の
途
中
「
お
そ
ら
く

僕
は
ジ
ャ
ズ
は
ダ
メ
だ
ろ
う

な
」
と
弱
音
を
吐
き
ま
し
た
。

運
転
し
な
が
ら
自
分
の
ダ
メ
な

部
分
ば
か
り
を
思
い
浮
か
べ

て
、
セ
ド
ナ
の
モ
ー
テ
ル
の
プ

ー
ル
で
太
陽
に
照
ら
さ
れ
キ
ッ

ク
を
し
て
も
心
は
真
っ
暗
闇
で

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
人
と
の
出
会

い
が
僕
を
変
え
ま
し
た
。「
レ

ー
ベ
ル
を
起
こ
し
て
み
よ
う
」

「
Ｏ
Ｐ
Ｔ
を
取
っ
て
ア
メ
リ
カ

に
残
ろ
う
」
と
言
う
の
も
弁
護

士
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
す
。
そ

う
し
て
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て

２
０
０
７
年
に
今
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
出
会
い
ま
す
。
気
が
つ

く
と
47
歳
で
帰
米
し
た
僕
も

２
０
２
４
年
に
は
64
歳
に
、
ぴ

ー
す
は
18
歳
に
な
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
演
奏
家
で
あ

る
僕
は
同
時
に
ジ
ャ
ズ
の
作
曲

家
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
僕

の
今
の
最
大
の
夢
は
、
世
界
中

の
人
が
口
ず
さ
ん
で
く
れ
る
よ

う
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
を
書
く

こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ッ
プ

に
関
わ
ら
ず
ま
だ
そ
の
夢
は
遥

か
彼
方
で
遠
い
で
す
が
、
あ
の

一
本
道
を
走
り
続
け
た
大
陸
横

断
の
よ
う
に
信
じ
て
一
生
懸
命

に
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
続
け
心
を

込
め
て
書
い
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

最
新
作
「Class of '88

」

は
全
米
ジ
ャ
ズ
ラ
ジ
オ
の
オ
ン

エ
ア
チ
ャ
ー
ト
で
24
位
を
記
録

し
ま
し
た
。
日
本
で
も
デ
ビ
ュ

ー
し
た
１
９
８
３
年
も
な
か
な

か
ラ
ジ
オ
で
認
知
さ
れ
ず
地
方

を
ず
っ
と
回
っ
て
い
た
頃
が
あ

り
、
そ
の
頃
と
今
と
が
被
り
ま

す
。
あ
の
時
応
援
し
て
く
れ
る

人
が
い
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ

カ
に
も
「
挑
戦
」
に
共
感
し

応
援
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が

い
ま
す
。
デ
ン
バ
ー
のKUVO 

JAZZ

の
Ｄ
Ｊ
ゴ
メ
ス
さ
ん
は
、

若
い
頃
に
映
画
の
中
で
見
た

「
ウ
ル
フ
マ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
」
の

よ
う
な
人
。「
明
日
の
シ
ョ
ー

は
必
ず
聴
き
に
行
く
よ
」
と
生

放
送
の
会
話
で
の
約
束
通
り
、

翌
日
の
ラ
イ
ブ2nd set

に
誰

よ
り
も
前
に
居
て
大
き
な
拍
手

と
声
援
を
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
23
歳
の
編
集
者
と

出
会
い「
ジ
ャ
ズ
っ
て
素
敵
！
」

と
言
う
エ
ッ
セ
イ
の
連
載
が
12

月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ

の
出
会
い
を
大
切
に
、
そ
れ
が

ま
た
先
の
ひ
と
つ
へ
。
そ
ん
な

ふ
う
に
僕
の
ア
メ
リ
カ
生
活
16

年
目
は
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
、
新
し
い
年
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
、
森

山
良
子
さ
ん
の
ジ
ャ
ズ
ア
ル
バ

ム
を
作
り
ま
す
。
全
編
僕
の
作

詞
作
曲
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
す
。

日
本
語
が
乗
り
に
く
い
と
言
わ

れ
る
ジ
ャ
ズ
に
素
敵
な
日
本
語

を
は
め
て
み
ん
な
が
あ
っ
と
驚

く
よ
う
な
世
界
観
を
作
り
上
げ

た
い
で
す
。

　

自
分
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ル
バ
ム
9
枚
目
は
「
実
在
し
な

い
映
画
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ

ク
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
持
っ

て
い
ま
す
。
人
生
は
旅
。
そ
ん

な
旅
が
映
画
に
な
っ
た
と
し
た

ら
？　

映
画
を
作
る
お
金
も
技

術
も
な
い
な
ら
ば
、
先
に
サ
ウ

ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
を
作
っ
ち
ゃ
え

と
い
う
、
か
な
り
「
無
謀
な
発

想
」
で
す
。

　

２
０
２
３
年
の
年
末
は
札
幌

ジ
ャ
ズ
、東
京
ブ
ル
ー
ノ
ー
ト
、

コ
ッ
ト
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
、
ト
リ

オ
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ま
で
演

奏
し
ま
す
。
年
が
明
け
て
24
年

に
な
る
と
、
ソ
ロ
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
で
名
古
屋
、
芦
屋
、
横

浜
と
回
り
ま
す
。
こ
れ
を
み
な

さ
ん
が
手
に
取
っ
て
読
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
る
頃
、
僕
は
日
本

で
大
好
き
な
「
富
士
そ
ば
」
を

啜
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

9
月
21
日
、
22
日
に
再
び
バ

ー
ド
ラ
ン
ド
シ
ア
タ
ー
で
の
ト

リ
オ
ラ
イ
ブ
が
決
定
し
て
ま

す
。
ど
う
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳

に
書
き
込
ん
で
お
い
て
く
だ
さ

い
ね
。
新
し
い
年
も
挑
戦
挑
戦

の
繰
り
返
し
、「
虎
視
眈
々
」と
、

英
語
も
ジ
ャ
ズ
も
毎
日
勉
強
し

続
け
な
が
ら
、
挫
け
ず
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
、
世
界
が
少
し
で

も
平
和
に
向
か
い
ま
す
よ
う

に
。
犠
牲
に
な
る
人
が
減
り
ま

す
よ
う
に
。
そ
し
て
こ
れ
を
読

ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
健
康
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。

　

ぜ
ひ
、
ラ
イ
ブ
で
お
会
い
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

大江 千里
Senri Oe

 (Jazz pianist, Jazz Composer)

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の

読
者
の
皆
さ
ん
へ

「
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
」
の
教
会 

オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
劇
場
に 

　

12
月
10
日
付
の
フ
ォ
ー
ブ
ス

誌
電
子
版
の
記
事
は
、
伝
説
的

な
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
「
ラ
イ
ム
ラ

イ
ト
」
が
営
業
し
て
い
た
元
教

会
建
物（
６
番
街
、20
丁
目
）が
、

オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
劇
場

と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
と
報
じ

た
。 

　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
ハ
ン
タ
ー
・
ア
ー

ノ
ル
ド
氏
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

マ
イ
ケ
ル
・
ア
ー
デ
ン
氏
は
、

映
画
配
給
会
社
ロ
ー
ド
サ
イ

ド
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ズ
と
提

携
し
、
神
聖
な
場
所
と
し
て
歴

史
あ
る
一
方
で
、
一
時
は
違
法

薬
物
の
メ
ッ
カ
と
し
て
悪
名
を

馳
せ
た
同
建
築
物
を
正
当
に
、

劇
場
と
し
て
、
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
る
計
画
を
始
め
た
。

　

新
劇
場
は
、
敷
地
面
積

２
万
１
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー

ト
、
２
階
分
の
客
席
に
は
約

３
２
０
人
を
収
容
し
、
出
演
者

の
更
衣
室
は
３
階
に
完
備
す

る
。改
装
に
は
、舞
台「
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の
子
」
の
リ

リ
ッ
ク
劇
場
や
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
元
タ
バ
コ
倉
庫
の
改
装
を

手
掛
け
た
マ
ー
ベ
ル
・
ア
ー
キ

テ
ク
ト
社
が
契
約
し
た
。 

　

１
８
４
４
年
築
の
米
国
聖
公

会
の
同
教
会
は
１
９
７
０
年
初

頭
ま
で
礼
拝
所
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
薬
物

依
存
症
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設

と
な
り
、
83
年
に
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
「
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
」
が
開
店

し
た
。
オ
ー
プ
ン
直
後
か
ら
同

店
は
奇
抜
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

た
ち
が
集
っ
た
。
し
か
し
94
年

に
就
任
し
た
ル
デ
ィ
・
ジ
ュ
リ

ア
ー
ニ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
「
ク
オ
リ

テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
違

法
薬
物
の
取
引
が
疑
わ
れ
る
ナ

イ
ト
ク
ラ
ブ
の
捜
査
を
強
化

し
、
同
店
も
95
年
に
営
業
停
止

と
な
っ
た
。

　

薬
物
関
連
の
問
題
で
何
度

も
閉
店
を
繰
り
返
し
た
後
、

２
０
０
３
年
に
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
の

店
名
で
復
活
す
る
も
、
07
年
に

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
完
全

閉
業
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
ジ
ム
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
。 
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育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
園
児
児
童
生

徒
数
１
３
０
人
）
で
は
12
月
9

日
、
小
学
部
全
員
が
一
堂
に
会

し
、
発
表
者
の
保
護
者
も
招
い

て
作
文
発
表
会
を
実
施
し
た
。

　

小
学
部
は
毎
年
こ
の
時
期
に

各
学
年
の
代
表
者
に
よ
る
作
文

発
表
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今

年
の
代
表
者
は
13
人
。
テ
ー
マ

は
学
年
ご
と
に
異
な
り
、
今
年

は「
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
」

「
20
歳
に
な
っ
た
ら
」「
私
の
大

切
な
人
」
な
ど
、
ど
れ
も
趣
深

い
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

保
護
者
も
参
観
す
る
中
、
皆

生
き
生
き
、
堂
々
と
発
表
す
る

姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
サ
ッ
カ

ー
選
手
に
な
り
た
い
、
文
章
を

書
く
の
が
好
き
で
将
来
は
作
家

に
な
り
た
い
、
い
つ
か
起
業
を

し
た
い
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち

を
助
け
た
い
、
大
切
な
い
と
こ

や
家
族
の
紹
介
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。　
　

　

第
３
学
期
に
は
１
年
間
の
集

大
成
と
な
る
文
集
作
り
が
待
っ

て
い
る
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

良
い
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
文

集
づ
く
り
に
励
む
つ
も
り
で
あ

る
。
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
は
す
べ
て

の
小
学
部
以
上
で
「
作
文
」
は

大
切
な
も
の
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
話
す
、
聞
く
と
比
較

し
て
、
思
い
を
言
葉
に
し
た
た

め
て
表
現
を
す
る
こ
と
は
、
並

大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
書
い

た
言
葉
が
他
へ
伝
わ
る
か
ど
う

か
、
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
各
部
門
、
各
ク
ラ
ス
で
指
導

に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校 

作
文
発
表
会
を
開
催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
、
児
童
生

徒
数
１
１
０
人
）
は
、
12
月
8

日
に
立
川
志
の
春
師
匠
を
招
き

落
語
公
演
を
行
っ
た
。
落
語
は

ど
ん
な
芸
な
の
か
と
い
う
説
明

か
ら
始
ま
り
、
小
話
に
続
き
落

語
が
披
露
さ
れ
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
話
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。
笑

い
す
ぎ
て
涙
を
ぬ
ぐ
う
様
子
や

お
腹
を
抱
え
る
姿
な
ど
、
子
供

た
ち
は
落
語
の
世
界
を
堪
能

し
、
会
場
は
始
終
笑
い
の
渦
に

包
ま
れ
た
。

　

志
の
春
師
匠
が
自
分
た
ち
同

様
に
学
童
期
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
で
過
ご
し
た
こ
と
。
そ
の

後
、
再
び
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
な
ど
に
も
興
味
を

持
ち
、
講
演
後
は
師
匠
に
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
ど
う
し
て
落
語
家
に
な
っ
た

の
か
」「
ど
う
や
っ
て
落
語
を

覚
え
る
の
か
」「
英
語
の
落
語

は
ど
の
よ
う
な
演
目
が
で
き
る

の
か
」
な
ど
の
質
問
に
丁
寧
に

答
え
、
子
供
た
ち
は
大
満
足
の

様
子
だ
っ
た
。
貴
重
な
伝
統
芸

能
に
触
れ
る
機
会
に
な
っ
た
。

立川志の春
落語公演会
ＮＹ日本人学校で

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校(

高
畑
誠
校
長)

初
等
部

で
は
12
月
9
日
に
1
年
生
と
6

年
生
で
の
交
流
会
が
行
わ
れ

た
。
同
校
は
幼
児
部
年
中
ク
ラ

ス
か
ら
高
等
部
2
年
ま
で
の
一

貫
教
育
校
で
、
異
学
年
間
で
の

交
流
を
年
間
を
通
し
て
実
施
し

て
い
る
。

　

今
回
の
交
流
会
は
お
昼
休
み

に
6
年
生
の
教
室
に
1
年
生
を

招
い
て
実
施
し
た
。
６
年
生
の

児
童
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め
に

事
前
に
準
備
を
進
め
、
満
面
の

笑
み
で
1
年
生
を
迎
え
た
。

　

交
流
会
で
は
紙
皿
を
使
っ
た

時
計
作
り
を
行
っ
た
。
6
年
生

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
力
を

借
り
な
が
ら
世
界
に
１
つ
し
か

な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
時
計
を
作

り
上
げ
た
。

　

そ
の
後
、
出
来
上
が
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
時
計
を
使
っ
て
、「
お

や
つ
の
時
間
、
寝
る
時
間
、
お

昼
の
時
間
」
な
ど
時
間
に
つ
い

て
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
を
行
い
、
大
盛
り
上
が
り

と
な
り
教
室
内
は
熱
気
に
包
ま

れ
た
。
1
年
生
に
と
っ
て
は
算

数
の
授
業
で
学
習
し
た
時
計
の

読
み
方
の
復
習
と
な
る
と
て
も

良
い
機
会
と
も
な
っ
た
。
同
校

で
は
異
学
年
間
交
流
を
通
し

て
、
子
供
た
ち
同
士
の
心
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
る
。

 

１
年
生
と
６
年
生
が
交
流

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
初
等
部

　

生
徒
た
ち
を
前
に
落
語

を
披
露
す
る
立
川
志
の
春

師
匠
（
同
校
図
書
室
で
）

http://www.jwsnj.org/
http://shidogakuin.com
https://www.diskyoto.com/
https://www.interschool-jp.com/
tel:2122136069
http://maikopiano.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.masako-inkyo.com/
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プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
平
本
秀
次
校
長
）
は
12
月
10

日
、「
学
芸
会
」
と
「
学
習
発

表
会
」
を
開
催
し
た
。

　

学
芸
会
で
は
、
幼
稚
園
部
の

年
中
組
が
合
唱
を
、
年
長
組
が

劇
を
披
露
し
た
。
子
供
た
ち
は

大
き
な
舞
台
に
緊
張
し
な
が
ら

も
元
気
い
っ
ぱ
い
一
生
懸
命
に

発
表
し
た
。
最
後
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
登
場
し
、
発
表
を
頑

張
っ
た
子
供
た
ち
に
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
と
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

学
習
発
表
会
で
は
、
補
習
校

部
、
継
承
語
を
学
ぶ
プ
リ
ン
ス

ト
ン
コ
ー
ス
の
児
童
が
音
読
等

を
発
表
し
た
。
低
学
年
の
児
童

は
、
各
ク
ラ
ス
の
授
業
で
学
習

し
た
教
材
を
堂
々
と
大
き
な
声

で
音
読
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

が
読
む
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら

い
息
の
合
っ
た
発
表
を
披
露
し

た
。
音
読
に
加
え
、作
文
発
表
、

自
己
紹
介
、
ク
イ
ズ
出
題
な
ど

を
行
う
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
。
高

学
年
の
発
表
で
は
、
授
業
で
学

習
し
た
り
各
自
調
べ
た
り
し
た

事
柄
が
多
く
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
長
く
日
本
語
を
学
ん
で
き

た
成
果
を
感
じ
さ
せ
る
レ
ベ
ル

の
高
い
も
の
と
な
っ
た
。

　

通
常
の
授
業
も
受
け
な
が
ら

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
発
表
練

習
を
重
ね
て
き
た
児
童
た
ち
。

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

し
た
達
成
感
や
、
日
頃
の
学
習

の
成
果
を
発
揮
で
き
た
喜
び
を

味
わ
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

学
芸
会
・
学
習
発
表
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
（
川

﨑
淳
一
郎
校
長
、
児
童
生
徒
数

４
３
４
人
）
は
、
12
月
9
日
に

中
高
冬
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

年
間
2
回
あ
る
生
徒
会
主
導
行

事
の
一
つ
で
、
企
画
、
立
案
、

準
備
、
実
施
ま
で
を
生
徒
が
手

掛
け
る
も
の
で
、
今
年
は
大
縄

跳
び
（
八
の
字
跳
び
）
と
障
害

物
競
争
が
行
わ
れ
た
。

　

大
縄
跳
び
で
は
声
を
掛
け
合

い
、
縄
を
回
す
生
徒
と
跳
ぶ
生

徒
が
呼
吸
を
合
わ
せ
な
が
ら
回

数
を
競
い
、
ま
た
障
害
物
競
走

で
は
パ
ン
食
い
に
苦
戦
し
な
が

ら
も
、
二
人
一
組
と
な
っ
て
ゴ

ー
ル
を
目
指
す
な
ど
ク
ラ
ス
の

団
結
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

競
技
終
了
後
、
教
頭
先
生
は

今
年
の
生
徒
会
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
一
期
一
会
」
の
紹
介
と
共

に
「
こ
の
仲
間
と
過
ご
せ
る
の

も
あ
と
わ
ず
か
な
の
で
、
今
し

か
な
い
補
習
校
生
活
を
明
る
く

楽
し
く
元
気
よ
く
日
本
語
を
使

っ
て
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
述
べ
た
。
行
事
を
無
事

終
え
た
生
徒
達
の
表
情
に
は
充

実
感
が
広
が
り
、
一
期
一
会
の

心
で
こ
れ
か
ら
の
補
習
校
生
活

に
取
り
組
ん
で
い
く
気
持
ち
を

新
た
に
し
た
。

中
高
冬
ま
つ
り
を
開
催

Ｎ
Ｙ 

補
習
授
業
校
Ｗ
校

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
12

月
16
日
に
第
36
回
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
催
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
は
、
全
園
児
が
歌
を
歌
っ

て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
表

現
遊
び
や
劇
、
ダ
ン
ス
な
ど
を

披
露
し
た
。
ま
た
、
卒
園
児
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
披
露
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、
会
場
は

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
１
学
期

の
集
大
成
と
も
い
え
る
子
ど
も

達
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
大
き

な
舞
台
。
同
園
で
は
、
本
番
を

迎
え
る
ま
で
の
１
学
期
の
間
、

日
々
の
園
生
活
で
得
た
経
験
や

築
い
て
き
た
こ
と
が
基
盤
と
な

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
活
動
で

は
子
ど
も
達
の
自
己
発
見
と
責

任
を
感
じ
な
が
ら
力
を
合
わ
せ

て
楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
し
て

き
た
と
い
う
。
最
後
に
は
サ
ン

タ
さ
ん
が
少
し
早
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
た
。「
メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！
」
と
舞
台

を
締
め
く
く
り
、
み
ん
な
が
笑

顔
に
包
ま
れ
た
。

クリスマス会を開催
こどものくに幼稚園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
４

年
生
が
12
月
13
日
にArt

科
の

移
動
教
室
でYale University 

Art Gallery

を
訪
れ
た
。

　

前
半
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ

デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
に
案
内
し
て
も

ら
い
な
が
ら
館
内
を
ま
わ
っ

た
。
は
じ
め
に
現
代
ア
ー
ト
の

絵
画
を
、
そ
の
後
ア
ジ
ア
の
美

術
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
観
音

菩
薩
を
鑑
賞
し
、
最
後
に
ゴ
ッ

ホ
の
絵
画
を
じ
っ
く
り
見
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
気
に
な
っ

た
所
や
面
白
い
と
感
じ
た
所
を

ス
ケ
ッ
チ
し
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ

ー
の
案
内
の
も
と
、
な
ぜ
そ
れ

を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
の
か
、
そ
れ

は
何
を
表
し
て
い
る
の
か
等
、

み
ん
な
で
考
え
た
り
想
像
し
た

り
し
な
が
ら
ア
ー
ト
作
品
に
親

し
ん
だ
。
後
半
は
ペ
ア
ご
と
に

館
内
を
め
ぐ
り
、
自
分
の
心
が

ひ
か
れ
た
作
品
を
見
た
中
で
、

心
に
残
っ
た
物
を
各
々
が
一
生

懸
命
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。

　

見
学
の
終
了
時
に
は
「
も
っ

と
他
の
作
品
も
見
て
回
り
た

い
」「
家
族
で
も
う
一
度
来
て

み
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
る

ほ
ど
見
学
時
間
を
あ
っ
と
い
う

間
に
感
じ
て
い
た
様
子
で
、
本

物
の
ア
ー
ト
作
品
に
親
し
む
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

イエール大学を訪問
NY 日本人学校の４年生
アート作品に親しむ

https://starchildny.com/
tel:2122136069
https://jp.lyceumkennedy.org/
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com


　

幼
稚
園
児
か
ら
小
中
高
校
生
、
大
学
生
、
成
人
、
日
本
人
以
外
の
方
も
含
め
、

今
期
も
た
く
さ
ん
の
応
募
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
２
２
年

12
月
か
ら
２
０
２
３
年
11
月
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
72
作
品
を
対
象
に
城
本
健
司
・

広
島
筆
産
業
社
長
と
書
家
の
院
京
雅
香
さ
ん
に
よ
る
選
考
会
が
行
わ
れ
、
優
秀
作

品
４
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
広
島
筆
産
業
か
ら
「
熊
野
筆
」

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
＊
学
校
・
学
年
は
作
品
制
作
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

最優秀特選賞
サンアントニオ日本語補習校中３
　　　　　　住吉　優奈

審
査
員
選
評

城
本
健
司

広
島
筆
産
業
社
長

　
「
書
の
散
歩
道
」
コ
ン
ク
ー

ル
の
年
間
優
秀
賞
に
入
賞
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
導
に
当

た
ら
れ
た
先
生
方
、
ご
支
援
く

だ
さ
っ
た
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
お
喜
び
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

今
回
は
全
米
と
欧
州
か
ら

約
２
６
０
点
の
作
品
を
ご
応
募

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
は
じ
め
て
10
年
以
上

が
経
ち
ま
し
た
が
、
年
々
作
品

の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
お

り
、
多
数
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
二

点
、
特
別
賞
一
点
の
４
点
の
み

を
選
出
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
審
査
の
基
準

を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、

ト
メ
、
ハ
ネ
、
ハ
ラ
イ
と
い
っ

た
書
道
の
基
本
動
作
が
し
っ
か

り
と
習
得
で
き
て
い
る
こ
と
、

次
に
、
自
然
な
筆
の
動
き
、
字

の
勢
い
、
用
紙
全
体
と
の
関
係

に
注
意
し
な
が
ら
文
字
の
大
き

さ
・
配
列
な
ど
を
考
え
て
い
る

か
等
を
み
て
、
更
に
は
、
自
分

の
名
前
ま
で
き
ち
ん
と
正
し
く

丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を

加
味
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
特
選
賞
の
住
吉
優
奈

さ
ん
の
「
初
夢
」
は
、
作
品
全

体
の
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
、
特
に
運
筆
の
正
確
さ
と
流

麗
さ
が
優
れ
て
お
り
、
練
習
量

の
豊
富
さ
が
伺
え
ま
す
。
優
秀

賞
の
高
田
え
り
な
さ
ん
の
「
宝
」

は
、
基
本
が
し
っ
か
り
と
し
て

お
り
、
力
強
く
か
つ
滑
ら
か
に

書
か
れ
た
作
品
で
す
。
名
前
ま

で
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
優
秀
賞
の
千
葉
吏
桜
さ

ん
の
「
愛
」
は
、
起
筆
か
ら
収

筆
ま
で
基
本
通
り
の
運
筆
で
作

品
全
体
の
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
も

よ
い
で
す
。
ま
た
、
広
島
筆
産

業
特
別
賞
のNoa Davis 

さ
ん

の
「
月
野
う
さ
ぎ
」
は
、
漢
字

仮
名
交
じ
り
の
難
し
い
構
成
の

作
品
で
す
が
、
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
、
特
に
仮
名
の
運
筆

が
滑
ら
か
で
、
一
連
の
書
き
ぶ

り
に
自
然
な
趣
き
が
感
じ
ら

れ
、
練
習
量
の
豊
富
さ
が
窺
わ

れ
ま
す
。

　

 

最
近
は
文
字
を
手
書
き
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
心
を
込
め
て
文
字
や

書
を
書
き
、
自
己
を
表
現
し
た

り
他
者
へ
伝
え
た
り
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
自
体
が
文
化
で
す
。

書
の
作
品
制
作
を
通
し
て
表
現

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
、

豊
か
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
広
島

県
熊
野
町
の
老
舗
筆
メ
ー
カ

ー
、
広
島
筆
産
業
よ
り
筆
を
お

贈
り
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
新
年

か
ら
新
し
い
筆
で
新
た
な
気
持

ち
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ

い
。

院
京
雅
香

書
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　
『
書
の
散
歩
道
』
コ
ン
ク
ー

ル
２
０
２
３
年
度
の
年
間
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
皆
様
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
数
の
応

募
作
品
の
中
か
ら
４
点
の
み
を

選
出
す
る
事
に
大
変
苦
労
い
た

し
ま
し
た
。
審
査
の
基
準
は
、

基
本
点
画
の
正
確
さ
、
作
品
全

体
の
構
成
、
余
白
、
自
然
な
筆

の
動
き
が
で
き
て
い
る
事
、
名

前
が
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
を
加
味
い
た
し
ま
し
た
。

●
最
優
秀
作
品
賞

「
初
夢
」
住
吉
優
奈
さ
ん

紙
面
と
作
品
の
余
白
、
大
き
さ

の
調
和
が
良
く
、
日
々
の
練
習

の
成
果
が
表
れ
た
技
術
の
高
い

美
し
い
作
品
で
す
。

●
優
秀
作
品
賞

「
宝
」
高
田
え
り
な
さ
ん

一
画
、
一
画
が
丁
寧
に
書
か
れ

て
お
り
、
ど
っ
し
り
と
し
た
力

強
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。

●
優
秀
作
品
賞

「
愛
」
千
葉
吏
桜
さ
ん

筆
の
自
然
な
動
き
、
リ
ズ
ム
の

あ
る
作
品
で
、
名
前
も
丁
寧
に

調
和
良
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

●
広
島
筆
産
業
特
別
賞

「
月
野
う
さ
ぎ
」
ノ
ア
・
デ
イ

ビ
ス
さ
ん

漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
大
き
さ
の

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
明
る
い
作

品
で
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で

す
。

　

書
道
は
お
稽
古
に
よ
る
技
術

の
習
得
、
向
上
と
と
も
に
集
中

力
や
落
ち
着
き
を
身
に
つ
け

て
い
く
こ
と
の
で
き
る
芸
術
で

す
。
２
０
２
４
年
も
新
し
い
気

持
ち
で
練
習
を
重
ね
て
く
だ
さ

い
。
来
年
も
多
く
の
素
晴
ら
し

い
作
品
に
出
会
え
ま
す
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

協賛：広島筆産業株式会社
最優秀特選賞には「古城園」ブランドの羊毛と馬毛を使った太筆で楷書・行書
に適した「地　兼毫墨禅」とイタチ毛、馬毛、鹿毛を使い、かな書道に適した
細筆「凰仙花」、いずれも中級から上級者向けの筆を桐の箱に入れて贈呈。優
秀賞のお二人には羊毛、馬毛、狸毛を使った「剛毫地　墨戯神髄」を、広島筆
産業特別賞には馬の毛を中心に作った筆でやや硬めですが毛先はなめらかな
「剛毫中　天馬」を、それぞれ桐の箱に入れて贈呈致します。

優秀賞
NY小山書道教室小２
　　髙田　えりな

優秀賞
育英学園水曜書写クラブ中３
　　　千葉　吏桜　

広島筆産業特別賞
ニューヨーク州一般
             Noa Davis

（48）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）1月 1日（月）

２
０
２
３
年
度
優
秀
作
品
発
表

https://www.artbrush-hiroshima.com/
http://ymcatfv.org/


（49）　　 ［教　育］ 2024年（令和 6年）1月 1日（月）

 

最
優
秀
賞

総　

評

優
秀
賞

手
書
き
文
字
の
大
切
さ 

米
国
ゼ
ブ
ラ
（
株
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

中
村
崇
洋

丁
寧
な
手
書
き
文
字

書
家　

小
山
朋
慈

　

今
年
度
も
硬
筆
書
写
コ
ン

ク
ー
ル
に
協
賛
す
る
場
を
頂

き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１
８
８
１
点
に
も
及
ぶ
応
募
作

品
は
ど
れ
も
個
性
豊
か
で
筆
圧

や
筆
記
線
の
濃
さ
、
ト
メ
・
ハ

ネ
・
ハ
ラ
イ
か
ら
皆
様
の
性
格

　

本
年
も
年
間
最
優
秀
賞
一
点

の
ほ
か
、
優
秀
賞
五
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

坂
倉
仁
菜
さ
ん　

（
中
学
の
部
）　　
　
　
　

安
定
感
の
あ
る
字
に
お
手
本
を

忠
実
に
書
き
表
す
力
が
加
わ
り

構
成
力
に
優
れ
た
作
品
で
す
。

【
優
秀
賞
】

ベ
イ
リ
ー
ソ
フ
ィ
ア
さ
ん

（
幼
児
の
部
）

ひ
ら
が
な
を
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に

書
い
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。

や
表
情
を
想
像
し
つ
つ
、
弊
社

と
し
て
も
改
め
て
手
書
き
文
字

の
大
切
さ
を
気
付
か
さ
れ
、
原

点
に
立
ち
返
る
素
晴
ら
し
い
機

会
と
な
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

人
へ
の
思
い
、
自
身
の
思
い

を
伝
え
る
た
め
に
人
は
文
字
を

書
き
ま
す
。
手
書
き
を
通
し
て

考
え
表
現
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
情
報
技

術
の
普
及
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
こ
の
時
代
に
「
カ
ク
」
に
か

け
る
皆
様
の
思
い
は
手
書
き
文

對
馬
慈
保
さ
ん

（
小
学
一
・
二
年
の
部
）

名
前
も
含
め
大
き
な
書
き
ぶ
り

に
力
強
さ
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

西
井
史
香
さ
ん

（
小
学
三
・
四
年
の
部
）

文
字
中
心
を
揃
え
、
最
後
ま
で

安
定
感
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

福
森
心
菜
さ
ん

（
小
学
五
・
六
年
の
部
）

全
て
の
文
字
に
メ
リ
ハ
リ
が
あ

り
芯
の
あ
る
書
き
表
し
で
す
。

平
山
稀
菜
さ
ん

（
高
校
・
一
般
の
部
）

点
画
の
独
特
な
転
折
に
よ
り
リ

ズ
ム
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

丁
寧
に
書
く
こ
と
は
心
を
穏

や
か
に
し
、
平
常
心
に
繋
げ
る

力
が
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
書
く

こ
と
に
親
し
み
を
持
た
れ
る
こ

と
を
願
い
、
今
後
も
文
字
伝
承

と
発
展
の
一
翼
を
担
い
、
微
力

な
が
ら
多
様
な
書
字
文
化
を
次

世
代
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

字
の
新
し
い
価
値
観
を
創
造

し
、
我
々
筆
記
メ
ー
カ
ー
に
と

っ
て
は
大
き
な
励
み
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
本
コ
ン
ク
ー

ル
を
通
し
て
未
来
を
担
う
皆
様

の
情
操
教
育
に
貢
献
す
る
た
め

の
一
助
を
担
え
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
く

だ
さ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活

プ
レ
ス
社
の
皆
さ
ん
、
書
家
の

小
山
先
生
、学
校
の
先
生
方
々
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
こ
の

度
は
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
受
賞
者
の
皆
様
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

米
国
ゼ
ブ
ラ
社
協
賛
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
主
催

の
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
紙
上
硬

筆
書
写
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の

２
０
２
３
年
度
年
間
大
賞
を
選

ぶ
選
考
会
が
12
月
1
日
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
エ
ジ
ソ
ン
に

あ
る
ゼ
ブ
ラ
社
オ
フ
ィ
ス
で
行

わ
れ
た
。
審
査
委
員
で
あ
る
米

国
ゼ
ブ
ラ
社
の
中
村
崇
洋
さ

ん
、
書
家
の
小
山
朋
慈
さ
ん
、

そ
し
て
本
紙
編
集
部
の
三
者
に

よ
り
、
２
０
2
２
年
度
第
48
回

冬
期
か
ら
２
０
２
3
年
度
第
51

回
秋
期
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
課

題
に
応
募
し
選
考
を
経
て
紙
面

に
掲
載
と
な
っ
た
１
６
５
点
の

作
品
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、　

年
間
最
優
秀
賞
に

中
学
の
部
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
日
本
人
学
校
の
坂
倉
仁
菜
さ

ん
の
作
品
、
そ
し
て
、
優
秀
賞

に
は
レ
ベ
ル
別
に
５
人
の
作
品

が
選
ば
れ
た
。　

　

団
体
賞
に
は
、
1
年
間
の
応

募
作
品
点
数
が
団
体
で
最
も
多

か
っ
た
Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室
が

団
体
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ
、
次

に
応
募
が
多
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
育
英
学
園
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
人
学
校
の
2
校
は
団
体

敢
闘
賞
に
選
ば
れ
た
。
受
賞
し

た
団
体
は
、
ク
ラ
ス
単
位
や
学

校
・
教
室
全
体
で
取
り
組
み
、

毎
回
定
期
的
に
応
募
し
た
結

果
、
み
ご
と
団
体
賞
を
獲
得
し

た
。

　

受
賞
者
に
は
賞
状
と
、
賞
品

と
し
て
最
優
秀
賞
に
は
ゼ
ブ
ラ

社
特
製
高
級
シ
ャ
ー
プ
＆
ボ

ー
ル
ペ
ン
「
シ
ャ
ー
ボX CL5

（
1
本
） + 

デ
ル
ガ
ー
ド
タ
イ

プ LX

（
2 

本
）」、
優
秀
賞
に

は
「
シ
ャ
ー
ボX ST3

（
1
本
）

+ 

デ
ル
ガ
ー
ド
（
1
本)

」、
団

体
賞
に
は
応
募
作
品
点
数
に
応

じ
て
ボ
ー
ル
ペ
ン
「
サ
ラ
サ

ジ
ェ
ル
ボ
ー
ル
ペ
ンdry X20 

0.7

」
が
贈
呈
さ
れ
る
。

＊　
　

＊　
　

＊　

　

２
０
２
３
年
度
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
、
前
年
度
を
上
回
る

１
９
０
０
点
近
く
の
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
地
区
の
み
な
ら
ず
遠
方
の

州
か
ら
の
応
募
も
多
数
あ
り
、

全
米
か
ら
広
く
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

校
や
ク
ラ
ス
単
位
で
取
り
組
ん

だ
り
、
宿
題
と
し
て
持
ち
帰
り

各
家
庭
で
兄
弟
・
姉
妹
や
親
子

で
作
品
を
取
り
組
ん
で
応
募
す

る
ケ
ー
ス
も
数
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
後
も
米

国
ゼ
ブ
ラ
社
の
協
力
に
よ
り
引

き
続
き
開
催
し
て
行
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
米
国
で
の
日
本

語
学
習
の
一
環
と
し
て
ご
活
用

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。
２
０
２
４
年
度
も
多
く
の

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　

２
０
２
４
年
度
の
開
催
は
各

課
題
に
対
し
選
考
作
品
の
発
表

は
1
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

 団体優秀賞

 団体敢闘賞
NY 小山書道教室

ニューヨーク日本人学校
ニューヨーク育英学園

団
体
優
秀
賞
の
賞
品  

サ
ラ
サ
ジ
ェ
ル
ボ
ー
ル
ペ
ンdry X20 0.7

優秀賞の賞品 
シャーボ X ST3（1本）+ デルガード (1本 )

最優秀賞の賞品
シャーボ X CL5（1本）

 + デルガードタイプ LX（2 本）

 

最
優
秀
賞
の
ヒ
ュ
ー
イ
さ
ん

中
学
の
部　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

高
校
・
一
般
の
部

テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

小
学
３
・
４
年
の
部

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

小
学
５
・
６
年
の
部

テ
ネ
シ
ー
州
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

小
学
１
・
２
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校

2023年度 
年間優秀作品の発表

幼
児
の
部

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

 

最
優
秀
賞
に

坂
倉
仁
菜
さ
ん

審査員による選考風景

https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
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ウ
ォ
ー
ル
街
、
証
券
取
引
所
と
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会
の
間
に
そ
び

え
立
つ
、
新
築
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
「
ワ
ン
・
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ

ー
ト
」
は
ア
ー
ル
デ
コ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
、
１
９
３
１
年
に
ア

ー
ヴ
ィ
ン
・
ト
ラ
ス
ト
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
し
て
誕
生
し
、
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
だ
。

　

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
ロ
ビ
ー
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
の
影
響
を
受
け
た
モ
ザ
イ
ク
の
床
が
印
象
的
だ
。

　

写
真
は
そ
の
11
階
１
１
０
６
号
室
の
室
内
だ
。
１
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
、
1
バ
ス
ル
ー
ム
、
3
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
の
あ
る
天
井
で
、

ハ
イ
エ
ン
ド
の
キ
ッ
チ
ン
、
部
屋
に
は
洗
濯
乾
燥
機
が
付
い
て
い

る
。
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
が
3
つ
あ
り
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
も
充
実
、
バ

ス
ル
ー
ム
に
は
深
い
バ
ス
タ
ブ
も
あ
る
。　

無
料W

i-Fi

と
、
同
ビ

ル
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た 

ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
の
年
額

３
０
０
０
ド
ル
相
当
の
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
も
居
住
者

全
員
に
無
料
で
つ
く
。
ま

た
、
ビ
ル
の
39
階
に
は
居

住
者
専
用
レ
ス
ト
ラ
ン
、

バ
ー
と
ラ
ウ
ン
ジ
、
38
階

に
は
素
晴
ら
し
い
眺
望
の

プ
ー
ル
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
6
階

に
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
や
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
ル
ー
ム
を
含
む
、
広
々
と
し
た
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
居
住
者
は
こ
れ
ら
全
て
無
料
で
使
用
で

き
る
。

　

同
ビ
ル
内
に
はW

hole Foods

が
あ
り
、
来
年
に
は
フ
ラ
ン

ス
の
老
舗
百
貨
店
、
プ
ラ
ン
タ
ン
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
盛
り
沢
山

の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
が
自
由
に
使
え
る
新
築
ア
パ
ー
ト
だ
。
家
賃
は

６
２
０
０
ド
ル
。
ペ
ッ
ト
は
不
可
。
12
か
月
以
上
か
ら
リ
ー
ス
可
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
４
３
８
・
４
３
７
４
、

Ｅ
メ
ー
ルyamagai@redacinc.com

　

雨
貝
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
）

ウォール街に建つ重厚なビルを最新コンドに改修

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
５
区
に

あ
る
１
６
０
軒
ほ
ど
の
ホ
テ
ル

が
参
加
す
る
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ホ
テ
ル

ウ
ィ
ー
ク
﹂が
、１
月
３
日︵
水
︶

か
ら
２
月
４
日
︵
日
︶
ま
で
開

催
さ
れ
る
。

　
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ

り
、
観
光
客
が
少
な
く
な
る
時

期
に
行
わ
れ
る
市
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
。
こ
の
期
間
に
公
式
サ

イ
ト
か
ら
予
約
す
る
と
宿
泊
費

が
24
％
割
引
さ
れ
る
。
家
族
や

友
人
同
士
の
少
し
贅
沢
な
集
ま

り
に
、
ま
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

旅
行
に
、
も
ち
ろ
ん
一
人
で
の

滞
在
も
、
一
度
は
泊
ま
っ
て
み

た
か
っ
た
人
気
有
名
ホ
テ
ル
に

宿
泊
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。

　

予

約
・

参

加

ホ

テ

ル

リ

ス

ト

な

ど

詳

細

は

公

式

サ

イ

トhttps://w
w
w
.

n
y
ctou

rism
.com

/hotel-
w
eek

を
参
照
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
ウ
ィ
ー
ク
開

催
中
の
１
月
16
日
︵
火
︶
か
ら

２
月
４
日
︵
日
︶
ま
で
は
、
プ

リ
フ
ィ
ッ
ク
ス
料
金
で
特
別
メ

ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
る
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｃ

レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ィ
ー
ク
﹂、
１

枚
の
値
段
で
２
枚
の
チ
ケ
ッ
ト

が
手
に
入
る
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
ウ
ィ
ー
ク
﹂
と
﹁
Ｎ

Ｙ
Ｃ
マ
ス
ト
シ
ー
ウ
ィ
ー
ク
﹂

も
開
催
さ
れ
る
。

NY のホテル宿泊費割引き
１
月
３
日
か
ら

24
％
安
く

公式サイトからの予約のみ

https://www.redacinc.com/
https://www.nyctourism.com/hotel-week
mailto:yamagai@redacinc.com
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Ｑ　

学
齢
期
の
子
ど
も
を
連
れ

て
渡
航
し
ま
す
。
現
地
校
や
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

に
通
う
環
境
で
、
帰
国
後
の
こ

と
も
踏
ま
え
て
子
供
の
学
習
で

配
慮
す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ　

①
「
読
解
力
」
の
大
切
さ

　

海
外
で
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

方
は
、
帰
国
後
の
日
本
で
の
学

習
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
、

海
外
で
ど
ん
な
学
習
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
か
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
補
習
校
に

通
っ
た
り
通
信
教
育
等
を
利
用

し
た
り
し
て
、
日
本
の
学
齢
に

合
わ
せ
た
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
お
子
さ
ん
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
毎

日
通
っ
て
い
る
学
校
の
学
習
を

第
一
に
考
え
る
こ
と
が
お
子
さ

ん
に
と
っ
て
は
重
要
な
こ
と
で

す
。
そ
の
上
で
日
本
に
帰
国
し

た
時
に
学
齢
相
応
の
学
習
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

「
読
解
力
」
を
し
っ
か
り
と
つ

け
て
お
く
と
い
う
こ
と
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
読
解
力
」
と
い
う
の
は
国

語
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
す
べ
て
の
教
科
に
つ
な

が
る
力
で
す
。
教
科
書
の
内
容

を
読
ん
で
理
解
す
る
力
、
ま
た

自
分
で
調
べ
て
進
め
る
学
習
の

中
で
も
、「
調
べ
る
た
め
に
読

む
」
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
つ
か
う
「
生
活
言

語
」
を
維
持
し
て
い
れ
ば
日
本

語
の
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

は
大
き
な
誤
解
が
あ
り
ま
す
。

学
校
で
学
ぶ
時
に
は
、
学
習
特

有
の
専
門
用
語
や
先
生
が
授
業

の
中
で
説
明
す
る
時
に
使
っ
て

い
る
言
葉
、
友
達
と
話
し
合
っ

た
り
、
議
論
し
た
り
す
る
と
き

に
使
う
言
葉
等
、
日
常
会
話
で

は
あ
ま
り
使
わ
な
い
言
葉
が
出

て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
「
学
習

言
語
」
と
い
い
ま
す
。「
学
習

言
語
」
は
意
識
的
に
学
ば
な
け

れ
ば
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
学
習
言
語
を
支
え
て
い
る

の
が
「
読
解
力
」
で
す
。
で
す

か
ら
、
日
本
語
の
「
読
解
力
」

を
海
外
に
い
て
も
身
に
つ
け
る

努
力
を
し
て
い
く
よ
う
に
し
ま

●
「
学
ぶ
た
め
に
読
む
」
こ
と

を
意
識
す
る

　

10
歳
以
上
の
子
ど
も
た
ち
の

学
習
で
は
、
海
外
の
学
校
、
日

本
の
学
校
の
違
い
に
関
係
な

く
、
学
習
内
容
に
抽
象
的
な
内

容
・
概
念
が
増
え
て
き
て
「
読

解
力
」
が
弱
い
子
供
は
、
学
習

に
つ
い
て
い
か
れ
な
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
現
地
の
学
校

の
学
習
で
も
英
語
等
の
「
読
解

力
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
教
科

書
や
資
料
等
に
書
か
れ
た
こ
と

を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
、
学

習
課
題
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め

に
参
考
資
料
や
文
献
を
読
む
、「

学
ぶ
た
め
に
読
む
」
こ
と
を
意

識
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
す
べ
て
の
原
点
が
「
読
書
」

　
「
読
解
力
」
を
つ
け
る
た
め

の
最
も
有
効
な
方
法
は「
読
書
」

で
す
。
た
く
さ
ん
の
日
本
語
の

本
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
ま
し

ょ
う
。
お
子
さ
ん
に
よ
っ
て
は

苦
手
意
識
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
興
味
・
関
心

に
合
わ
せ
て
図
鑑
的
な
要
素
の

あ
る
も
の
、
学
習
漫
画
的
な
要

素
の
あ
る
も
の
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
小
学
生
で
あ
っ
て
も
読
み

聞
か
せ
を
し
た
り
、時
に
は「
一

緒
に
読
も
う
」
と
促
し
て
、
交

代
で
音
読
し
た
り
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
会
話
し
た
り
、
説
明

し
た
り
し
て
、
理
解
を
深
め
て

い
く
手
助
け
を
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
考
え
て
い
る
こ
と
を

言
語
化
さ
せ
る
こ
と
も
読
解
力

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

年
齢
が
上
が
れ
ば
、
学
校
の

勉
強
も
忙
し
く
な
り
、
日
本
の

学
習
と
両
立
す
る
こ
と
も
難
し

く
な
る
時
期
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
中
で
も
「
読
書
」

だ
け
は
継
続
す
る
こ
と
、
ぜ
ひ

そ
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。

帰国後のことを考えた
海外での学習方法
海外子女教育振興財団

中村昌子 教育アドバイザー

し
ょ
う
。

②
具
体
的
な
学
習
方
法
の
例

●
教
科
書
の
音
読
を
し
ま
し
ょ

う
　

教
科
書
を
音
読
す
る
と
い
う

と
、「
す
ら
す
ら
と
読
む
練
習
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
第
一
の

目
的
に
し
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
教
科

の
教
科
書
を
音
読
し
、
そ
れ
を

近
く
で
保
護
者
の
方
が
聞
い
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
間

違
っ
た
読
み
方
を
し
て
い
た

り
、
読
み
方
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
り
し
た
と
き
は
す
ぐ
に
教
え

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
内
容
が
難
し
か
っ
た
時

に
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
説

明
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
社
会

科
に
は
、
日
本
に
暮
ら
し
て
い

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

内
容
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
そ
の
場

で
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
身

近
に
あ
る
教
科
書
を
有
効
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

 本欄への相談は
● 公益財団法人 
海外子女教育振興財団（JOES）
www.joes.or.jp
【教育相談】
Eメール sodanjigyo@joes.or.jp

mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://kiku-ny.com
http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
http://www.furumoto.com
https://able-nw.com/newyork/
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
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http://www.joes.or.jp
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私
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
ピ
ー

タ
ー
君
が
た
て
た
「
真
っ
す
ぐ

立
つ
」
た
め
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
あ
る
時
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
何
時
も
の
よ

う
に
「
今
日
は
何
を
ヘ
ル
プ
し

て
欲
し
い
の
？
」
と
聞
く
と
、

「
僕
、
ち
ゃ
ん
と
立
て
る
よ
う

に
な
り
た
い
ん
だ
！
」
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

彼
に
よ
れ
ば
、
立
つ
と
い
う

行
為
は
３
つ
の
要
素
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
１
．
筋
肉
と
骨
、
こ
れ
ら

は
真
っ
す
ぐ
立
つ
た
め
の
ブ
ル

ー
プ
リ
ン
ト
な
の
だ
そ
う
で

す
。
２
．
姿
勢
（
体
の
）、
こ

れ
は
、
建
築
現
場
の
足
場
の
よ

う
な
役
割
な
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、３
．
ウ
ィ
ル
パ
ワ
ー
、

こ
れ
は
人
の
構
造
で
、
神
経
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
司
ら
れ
て
い

る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

真
っ
す
ぐ
立
つ
た
め
に
は
、
神

経
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
意
志
が
必
要
な
の
だ
そ
う

で
す
。
素
晴
ら
し
い
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

実
は
、
彼
は
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
障
害
で
、
初
め
て
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
来
た
頃
は
、
幼
稚
園

児
の
よ
う
に
単
語
で
し
か
対
話

出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
発

語
と
言
葉
自
体
に
問
題
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
言
葉
と
言
葉

を
ど
う
つ
な
げ
て
、
ど
う
い
う

文
章
表
現
に
す
れ
ば
良
い
の
か

が
、
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
。
つ
ま
り
、
脳
の
中
で

２
つ
以
上
の
事
柄
の
関
連
を
整

理
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。
自
閉
症
は

脳
機
能
障
害
で
す
。
脳
自
体
に

は
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
脳

機
能
の
発
達
が
途
中
で
止
ま
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
表
現

が
、
一
番
そ
れ
に
近
い
説
明
だ

と
思
い
ま
す
。
脳
機
能
の
発
達

は
、
そ
の
全
て
が
腸
の
健
全
性

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
自
閉
症
を
治
す
に
は
、
腸

の
消
化
機
能
不
良
を
治
す
の
が

先
決
で
あ
る
こ
と
が
、
多
く
の

科
学
者
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
が
ピ
ー
タ
ー
君
に

会
っ
た
時
、
彼
は
す
で
に
二
十

歳
を
こ
え
て
い
ま
し
た
の
で
、

腸
内
細
菌
叢
再
生
と
腸
壁
の
健

全
性
を
回
復
さ
せ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ

食
事
療
法
を
施
す
と
同
時
に
、

20
年
以
上
も
眠
っ
て
い
る
脳
機

能
を
目
覚
め
さ
せ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
体
機
能
を
回
復
さ
せ
る
ニ

ュ
ー
ロ
・
プ
ラ
ス
テ
ィ
シ
テ
ィ

ー
・
セ
ラ
ピ
ー
を
ベ
ー
ス
と
す

る
姿
勢
バ
ラ
ン
ス
・
ヒ
ー
リ
ン

姿
勢
と
食
事
７

グ
を
施
し
ま
し
た
。
３
年
も
た

つ
と
、
先
ず
斜
頸
が
治
っ
て
き

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
頭

の
位
置
や
空
の
存
在
の
関
係
を

感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ

れ
ま
で
混
乱
し
て
い
た
体
五

感
（
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味

覚
、
触
覚
）
が
、
徐
々
に
正
常

に
働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
、
何
を
す
る

に
も
ゴ
ロ
ゴ
ロ
横
着
、
ま
た
は

怠
惰
に
み
え
て
い
た
彼
の
立
ち

居
振
る
舞
い
が
、
勤
勉
と
は
い

か
な
い
ま
で
も
、
真
面
目
で
誠

実
な
姿
勢
に
変
化
し
て
い
っ
た

の
で
す
。
自
閉
症
の
人
々
の
筋

肉
は
炎
症
に
よ
っ
て
腫
れ
て
い

て
、
重
力
を
知
覚
で
き
ず
、
筋

肉
と
し
て
骨
格
を
支
え
る
そ
の

主
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
食
事
療
法
で
炎
症

が
引
く
と
、
自
分
の
支
え
で
あ

る
筋
肉
と
骨
格
の
存
在
を
認
識

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
自
分
の
身
体
の
イ
ン
ナ

ー
ス
ペ
ー
ス
を
感
じ
る
事
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
と
、
安
心
感

が
高
ま
り
、
心
が
落
ち
着
い
て

き
ま
す
。
そ
れ
で
、
彼
は
「
真

っ
す
ぐ
立
つ
」た
め
の
要
素
１
．

に
、
筋
肉
と
骨
を
挙
げ
た
の
で

す
。
２
．
の
姿
勢
は
、
自
分
の

身
体
と
空
間
と
の
位
置
関
係
で

す
。
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
る

人
々
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時
に
腹

ば
い
状
態
で
学
ぶ
べ
き
、
身
体

と
空
間
と
の
位
置
関
係
を
全
く

学
べ
て
い
な
い
か
、
学
べ
て
い

て
も
、
そ
れ
以
降
に
発
達
し
た

体
感
覚
と
連
動
し
て
い
な
い
事

が
多
く
、
中
心
感
覚
が
全
く
な

か
っ
た
り
、猫
背
で
あ
っ
た
り
、

頭
の
位
置
が
左
右
の
ど
ち
ら
か

に
寄
っ
て
い
て
も
気
づ
か
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
一
緒
に

い
る
親
た
ち
に
し
て
み
る
と
、

「
こ
の
子
は
、
い
っ
た
い
何
処

を
見
て
い
る
の
か
し
ら
？
」
と

か
、「
人
の
話
を
聞
い
て
い
な

い
」
と
か
と
い
っ
た
間
違
っ
た

理
解
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

良
く
あ
り
ま
す
。
自
閉
症
か
ら

脱
皮
を
促
す
に
は
、
食
事
療
法

に
よ
る
消
化
機
能
回
復
と
と
も

に
、
体
感
覚
機
能
と
心
と
体
の

統
一
を
図
る
姿
勢
の
再
教
育
が

必
要
な
の
で
す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

12
月
13
日
付
け
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
は
「
髪
を
失
い
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
獲
得
」と
題
し
、

TikTok

で
人
気
の
増
毛
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
薄
毛
の
不
安

感
を
な
く
さ
せ
て
い
る
一
方
、

薄
毛
に
悩
む
人
た
ち
を
利
用
し

て
金
儲
け
を
し
て
い
る
と
批
判

的
な
声
が
あ
る
と
い
う
記
事
を

掲
載
し
た
。

　

執
筆
し
た
文
化
面
担
当
の
カ

リ
ー
・
ホ
ル
タ
ー
マ
ン
記
者
は

ま
ず
増
毛
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
セ
ブ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
さ
ん

は
昨
年
、TikTok

で
禿
げ
た

頭
皮
を
見
せ
た
と
こ
ろ
再
生
回

数
が
４
０
０
万
回
を
超
え
た
。

現
在
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
60
万
人

の
人
気
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と

な
っ
た
。
禿
げ
と
は
呼
ば
ず
脱

毛
・
薄
毛
を
議
論
し
、
希
望
を

与
え
る
よ
う
な
内
容
だ
。
サ
ン

ダ
ー
ス
氏
は
自
身
が
使
用
し
て

い
る
育
毛
ジ
ェ
ル
を
紹
介
し
、

そ
の
会
社
か
ら
報
酬
を
得
て
い

る
。
ほ
か
に
も
頭
皮
マ
ッ
サ
ー

ジ
ャ
ー
、
サ
テ
ン
裏
地
の
野
球

帽
、TikTok

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

で
リ
ン
ク
を
張
っ
て
い
る
十
数

の
製
品
の
販
売
か
ら
も
手
数

料
が
入
る
そ
う
だ
。TikTok

とYouTube

だ
け
で
月
に

７
０
０
０
ド
ル
の
収
入
を
得
て

い
た
と
い
う
。

　

育
毛
剤
会
社
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
に
自
社
製
品
を
宣
伝
し

て
も
ら
お
う
と
す
る
の
は
一
般

的
で
、
製
品
が
無
料
で
送
ら
れ

て
く
る
だ
け
で
な
く
、
報
酬
も

与
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
牽

引
性
脱
毛
症
を
投
稿
し
て
い
た

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・
イ
セ
ゴ
ヒ
さ

ん
に
は
10
社
以
上
の
会
社
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
セ

ゴ
ヒ
さ
ん
は
実
際
に
自
分
が
使

っ
て
い
る
１
社
を
除
き
、
他
社

の
オ
フ
ァ
ー
を
断
っ
た
そ
う

だ
。

　

怪
し
げ
な
育
毛
剤
も
出
回
っ

て
い
る
。
非
営
利
の
米
国
ヘ
ア

ロ
ス
協
会
の
創
始
者
で
あ
る
ス

ペ
ン
サ
ー
・
コ
ブ
レ
ン
氏
は
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
実
証

済
み
の
処
方
薬
と「
ヘ
ビ
の
油
」

の
よ
う
な
非
処
方
薬
が
同
じ
フ

ィ
ー
ド
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
視
聴
者
に
混
乱
を
招
く

可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
、「
人

は
た
だ
信
じ
た
い
だ
け
。
す
べ

て
疑
わ
し
い
も
の
だ
ら
け
だ
」

と
警
告
し
て
い
る
。

　

増
毛
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に

は
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
パ
ッ
ト
ン
氏

の
よ
う
に
「
毛
髪
学
者
（
ト
リ

コ
ロ
ジ
ス
ト
）」
を
名
乗
る
者

も
出
て
き
て
い
る
。
資
格
は
１

週
間
未
満
の
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー

ス
で
取
得
で
き
る
場
合
も
あ
る

ら
し
い
が
、
毛
髪
学
な
ど
と
い

う
認
め
ら
れ
た
医
療
分
野
は
存

在
し
な
く
、学
位
も
い
ら
な
い
。

こ
の
た
め
コ
ブ
レ
ン
氏
は
「
政

府
は
本
物
の
医
師
に
見
て
も
ら

う
機
会
を
与
え
て
い
な
い
」
と

批
判
す
る
。
ま
た
、
米
国
外
で

提
供
さ
れ
る
安
価
な
毛
髪
移
植

を
推
進
す
る
脱
毛
関
連
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
た
ち
に
も
批
判

的
で
、
手
術
が
適
切
に
行
わ
れ

な
い
場
合
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
る
。

　

記
事
で
は
最
後
に
、
汎
発
性

脱
毛
症
の
ク
ロ
エ
・
ビ
ー
ン
さ

ん
の
よ
う
に
薄
毛
を
引
き
立
て

る
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
や
服
装
を
投

稿
し
て
い
る
ほ
か
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
も
紹
介
。
ビ
ー
ン
さ
ん

は
ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）
や
ス

テ
ィ
ッ
ク
オ
ン
眉
毛
（
つ
け
眉

毛
）
も
販
売
し
て
お
り
、
髪
が

抜
け
る
化
学
療
法
を
受
け
て
い

る
人
々
の
間
で
人
気
が
あ
る
と

い
う
。

増
毛
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

金
儲
け
と
批
判
の
声
も

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
報
道

NaturalHealingArtists.com
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２
０
２
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
は
、
初
の
平
安
時
代
中

期
、
し
か
も
『
源
氏
物
語
』
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
華
や
か
で
煌

び
や
か
な
貴
族
社
会
が
舞
台
と

あ
っ
て
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
る
。

　

数
多
く
の
登
場
人
物
の
中
、

私
が
一
番
心
寄
せ
る
の
が
、
摂

政
関
白
内
大
臣
の
藤
原
道
隆
の

妻
、
中
宮
藤
原
定
子
の
母
の
高

階
貴
子
だ
。
貴
子
は
漢
語
・
琵

琶
・
和
歌
に
も
長
け
た
才
媛
で
、

女
房
三
十
六
歌
仙
の
一
人
と
し

て
『
百
人
一
首
』
に
も
和
歌
が

選
ば
れ
て
い
る
。
息
子
藤
原
伊

周
の
官
職
名
に
よ
る
「
儀
同
三

司
母
」
の
通
称
名
を
覚
え
て
い

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

夫
の
道
隆
は
、
権
勢
を
振
る

っ
た
藤
原
北
家
兼
家
の
長
男
と

し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
た
人
物

で
、『
大
鏡
』
に
は
美
丈
夫
で
、

大
酒
飲
み
の
お
お
ら
か
な
人
物

と
し
て
好
ま
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。道
隆
は
貴
子
に
心
惹
か
れ
、

何
度
も
通
っ
て
恋
を
成
就
さ
せ

た
の
だ
そ
う
だ
。
反
対
し
て
い

た
貴
子
の
父
に
も
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
子
宝
も
２
男
１

女
と
恵
ま
れ
、
め
で
た
し
め
で

た
し
な
の
だ
が
、
そ
の
子
た
ち

が
定
子
、
伊
周
と
聞
い
て
、
貴

子
の
晩
年
に
迎
え
る
悲
劇
を
想

像
す
る
の
は
容
易
い
。

　

な
ぜ
そ
ん
な
に
も
貴
子
に
関

心
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
彼

女
の
出
自
に
理
由
が
あ
る
。
貴

子
の
父
高
階
成
忠
は
高
階
師
直

の
孫
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
平
安

時
代
前
期
の
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

に
ぶ
ち
当
た
る
。
師
直
は
在
原

業
平
と
伊
勢
斎
宮
の
恬
子
内
親

王
の
密
通
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

子
供
で
あ
る
と
い
う
。
さ
す
が

色
男
業
平
。
だ
て
に
『
伊
勢
物

語
』
の
主
人
公
を
張
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

　

在
原
業
平
は
、
父
方
は
平
城

天
皇
、
母
方
は
桓
武
天
皇
、
両

家
の
血
筋
を
辿
る
と
桓
武
天
皇

に
行
き
つ
く
と
い
う
非
常
に
高

貴
な
身
分
な
の
だ
が
、「
薬
子

の
変
」
に
よ
り
皇
統
が
移
り
、

兄
の
行
平
と
共
に
臣
籍
降
下
さ

せ
ら
れ
た
悲
運
の
貴
公
子
な
の

だ
。

　

そ
の
せ
い
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
元
貴
公
子
業
平
は

手
当
た
り
次
第
に
恋
を
し
、
伊

勢
斎
宮
だ
け
で
な
く
、
こ
と
も

あ
ろ
う
に
藤
原
北
家
の
深
窓
の

令
嬢
で
清
和
天
皇
の
后
候
補
だ

っ
た
藤
原
高
子
を
さ
ら
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
騒
動
た
る
や
す
さ

ま
じ
く
、
ま
た
そ
の
時
の
２
人

の
や
り
取
り
が
な
ん
と
も
涙
を

誘
う
。
詳
し
く
は『
伊
勢
物
語
』

で
。

　

そ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
お
相

手
、
高
子
の
後
見
人
が
、
彼
女

の
同
母
兄
の
藤
原
良
房
で
あ

り
、
良
房
の
直
系
の
子
孫
が
道

隆
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
平
安
前

期
の
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
引
き
起

こ
し
た
業
平
と
高
子
の
血
筋

が
、
約
１
５
０
年
を
経
て
再
び

結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
恐
る
べ

し
恋
の
因
縁
。
よ
く
ぞ
許
し
た

父
兼
家
。
道
長
に
は
こ
の
幸
せ

い
っ
ぱ
い
の
兄
夫
婦
が
ど
の
よ

う
に
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

平
安
中
期
は
、
天
皇
親
政
政

治
か
ら
貴
族
に
よ
る
摂
関
政
治

へ
の
移
行
が
完
成
し
た
時
期

だ
。
道
長
が
権
力
の
頂
点
に
ま

で
上
り
詰
め
た
当
時
、
平
安
貴

族
は
約
２
０
０
人
ほ
ど
で
、
そ

の
内
の
約
８
割
を
藤
原
氏
が
占

め
た
。身
内
で
競
う
か
ら
こ
そ
、

力
の
あ
る
後
見
人
が
重
要
と
な

り
、
後
ろ
盾
を
失
っ
た
貴
人
た

ち
は
、
た
と
え
血
筋
が
よ
く
て

も
権
勢
を
失
う
。
だ
か
ら
こ
そ

道
長
の
酒
宴
で
つ
い
口
に
出
た

和
歌
は
重
み
を
増
す
。

　

道
長
の
娘
の
中
宮
彰
子
は
夫

一
条
天
皇
を
蔑
ろ
に
扱
う
の
に

反
発
し
、
定
子
の
残
し
た
幼
い

敦
康
親
王
を
手
元
で
育
て
た
。

女
房
と
し
て
仕
え
た
紫
式
部
の

影
響
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
が
見
ど
こ
ろ
。

　

本
書
は
大
河
ド
ラ
マ
『
光
る

君
へ
』
の
時
代
考
証
を
さ
れ
た

倉
本
一
宏
氏
に
よ
る
。
ド
ラ
マ

が
よ
り
深
く
楽
し
め
そ
う
だ
。

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

「光る君へ」時代考証
倉本 一宏・著

 講談社現代新書・刊

■今日、誰のために生きる？（ひすいこたろう×
SHOGEN、廣済堂出版）アフリカの辺境な地でペンキ画を
学ぶ SHOGENが、その小さな村で感じたこと、村人たち
から学んだ心の大切さを分かりやすくまとめた本。空を見
上げたり、無駄なことにも意義がある、忘れていた日本人
の心をアフリカの村長に教わる不思議な話。■きこえる（道
尾秀介、講談社）盗聴器から聞こえる生活音、古いカセッ
トテープの録音など、作中人物たちが耳にした音を実際に
聴くことで物語の意味が分かる仕組み。ページにあるQR
コードを読み込むことで物語が完成する体験型ミステリー
短編集。■小島（小山田浩子、新潮文庫）豪雨に見舞われ
た地区にボランティアとして赴いた私は、畑に流れこんだ
泥を取り除く作業につく。その向こうでは、日よけ帽子を
かぶった女性が花の世話をしていた。被災地支援で目にし
た光景を描いた表題作のほか、広島カープを題材にしたも
のなど14編を収録した作品集。■高校事変17（松岡圭祐、
角川文庫）季節は秋から冬へ移ろい、高校生活にも馴染ん
できた瑠那と凛香。ある日、瑠那は幼少期のできごとを驚
きとともに思いだす。その記憶が端緒となって差しだされ
た衝撃的な事実とは。松岡圭祐の人気シリーズ17作目の
急展開。■大常識（百田尚樹、新潮新書）どう考えてもお
かしい。政治家は余計なことばかりしている。自称リベラ
ルは多数の意見を踏みにじっている。人権派は犯罪者のほうばかりを向いて
いる。願うだけで平和が維持できると考えるバカがはびこっている。新型コ
ロナワクチンの批判はタブーになり続けている。道徳心がない奴がのさばっ
ている。非常識に満ちたこの世界に、今こそ必要なのは「大いなる常識」だ。
百田尚樹が怒りの鉄拳をふるう。■むかしむかしあるところに、やっぱり死
体がありました。（青柳碧人、双葉文庫）日本の昔話とミステリーが奇跡の
融合を果たした大人気シリーズの続編。今回は 「かぐや姫」「おむすびころり
ん」「わらしべ長者」「猿蟹合戦」「ぶんぶく茶釜」「かちかち山」を特殊設定
ミステリーに仕上げた短編集。多重解決のかぐや姫、ループするおむすびこ
ろりん、複数回殺されるわらしべ長者などの珍妙さに唸る。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ア
フ
リ
カ
の
小
さ
な
村
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
。「
音
」
が
真
実
を
伝
え
る
作
品
集
。

広
島
カ
ー
プ
を
題
材
に
し
た
作
品
集
。
高
校
事
変
シ
リ
ー
ズ
17
作
目
の
急
展
開
。
今
こ
そ

必
要
な
の
は
「
大
い
な
る
常
識
」
だ
。
日
本
昔
ば
な
し
×
ミ
ス
テ
リ
ー
の
続
編
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
「
桃
太
郎
」「
一
寸
法
師
」「
舌

切
り
雀
」「
わ
ら
し
べ
長
者
」「
ぶ

ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
」
な
ど
、
誰

も
が
子
供
の
頃
か
ら
親
し
ん
だ

日
本
の
昔
話
を
、
色
鮮
や
か
で

ど
こ
か
懐
か
し
い
タ
ッ
チ
の
優

し
い
挿
し
絵
と
と
も
に
紹
介
す

る
英
語
本
。

　

日
本
に
長
年
在
住
し
、
絵
本

や
語
学
書
に
携
わ
っ
た
経
験
を

持
つ
著
者
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・

坂
出
が
選
ん
だ
20
の
昔
話
か

ら
、
日
本
文
化
に
根
付
い
た
教

訓
や
価
値
観
、
ユ
ー
モ
ア
や
、

日
本
人
の
優
し
さ
と
善
良
さ
に

つ
い
て
伝
え
て
い
る
。
本
書
に

は
「
猿
と
雀
の
話
」「
く
ら
げ

の
ほ
ね
」「
主
人
公
は
さ
ぶ
ろ

う
」
な
ど
初
め
て
知
る
ス
ト
ー

リ
ー
も
あ
り
、
著
者
に
よ
る
チ

ョ
イ
ス
が
興
味
深
い
。　

　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
物
語
は
ほ

ど
よ
い
長
さ
で
読
み
や
す
く
、

日
本
の
歴
史
・
文
化
へ
の
関
心

が
あ
る
子
ど
も
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
、
毎
晩
の
寝
か
し
つ
け
に

最
適
な
本
。
１
９
５
３
年
の
初

版
以
来
、51
回
の
増
刷
を
重
ね
、

17
万
部
以
上
販
売
さ
れ
た
タ
ト

ル
社
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
60
周
年

記
念
本
で
、
２
０
１
４
年
に
発

行
さ
れ
た
。　
　
　
　
（
高
田
）

英
語
で
読
む
日
本
の
む
か
し
話

 『Japanese Children’s 
Favorite Stories』
Written by Florence Sakade

Published by Tuttle Publishing

https://usa.kinokuniya.com/
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
香
り

の
コ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本

年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

カ
ン
フ
ァ
ー
と
言
え
ば
樟

脳
、
樟
脳
と
言
え
ば
ク
ス
ノ

キ
（
樟
）、
ト
ト
ロ
の
住
ん
で

い
る
あ
の
大
き
な
木
で
す
。
鎮

守
の
森
や
神
社
に
植
え
ら
れ
た

く
す
の
木
は
御
神
木
と
し
て
守

ら
れ
、
枝
を
四
方
八
方
に
広
げ

な
が
ら
大
木
に
成
長
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
の
蒲
生
八
幡
神
社
の

大
樟
は
推
定
年
齢
１
５
０
０

年
、
高
さ
30
メ
ー
ト
ル
、
幹
回

り
に
至
っ
て
は
日
本
最
大
で
約

24
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
そ
う
で

す
。
ク
ス
ノ
キ
の
植
物
学
名
は

Cinnamomum camphora

、

ク
ス
ノ
キ
科
ニ
ッ
ケ
イ
属
で
シ

ナ
モ
ン
と
同
じ
仲
間
で
す
。
東

南
ア
ジ
ア
、
日
本
の
温
暖
な
地

域
に
よ
く
育
ち
ま
す
。

　

衣
類
の
防
虫
剤
と
し
て
知
ら
れ

る
樟
脳
は
ク
ス
ノ
キ
に
含
ま
れ

る
成
分
で
、
木
部
を
蒸
留
し
て

得
ら
れ
た
液
体
を
冷
却
す
る

と
白
い
結
晶
と
し
て
現
れ
ま

す
。
こ
の
結
晶
を
取
り
出
し
た

後
、
再
度
液
体
を
低
温
蒸
留
し

て
得
ら
れ
た
も
の
が
ホ
ワ
イ
ト

カ
ン
フ
ァ
ー
と
呼
ば
れ
る
精
油

で
す
。
清
涼
感
、
清
潔
感
の
あ

る
頭
脳
を
刺
激
す
る
よ
う
な
シ

ャ
ー
プ
な
香
り
で
、
軽
く
ひ
と

嗅
ぎ
す
る
だ
け
で
気
分
を
一
新

し
、
感
覚
を
開
き
、
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
た
つ
年
、
竜

の
名
を
持
つ
香
料
に
竜
脳
が
あ

り
ま
す
。
竜
脳
は
採
取
が
困
難

な
た
め
高
価
な
香
料
で
す
。
香

り
が
似
て
い
る
こ
と
、
採
取
が

安
易
な
こ
と
か
ら
樟
脳
が
普
及

し
、
防
虫
剤
な
ど
に
は
竜
脳
に

代
わ
っ
て
樟
脳
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
清
爽
感
の

あ
る
す
が
す
が
し
い
香
り
の
竜

脳
と
似
た
香
り
を
持
つ
樟
脳
は

た
つ
年
に
縁
起
の
良
い
香
り
か

も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
２
０
２
４

年
も
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
活

力
に
満
ち
た
新
し
い
良
い
お
年

に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
！

注
：
妊
婦
、
子
供
、
て
ん
か
ん

の
あ
る
方
は
使
用
を
控
え
る
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製

品
や
精
油
の
調
合
を
実
施
す

る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

84

辰
年
と

ホ
ワ
イ
ト
カ
ン
フ
ァ
ー

 絵・古舘みどり

　

女
子
バ
ン
タ
ム
級
タ
イ
ト
ル

マ
ッ
チ
が
昨
年
12
月
9
日
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
チ
ェ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
吉
田
実

代
（
35
、shabell

）
が
王
者

エ
バ
ニ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
ス
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
に
３
ー
０
で

判
定
勝
ち
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｆ
女
子
バ

ン
タ
ム
級
王
座
を
獲
得
し
た
。

ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級
と
の
2
階

級
制
覇
。
渡
米
３
戦
目
で
世
界

王
者
奪
還
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　

一
昨
年
12
月
か
ら
、
再
び
世

界
王
者
に
返
り
咲
く
こ
と
を
目

指
し
、
母
娘
2
人
で
来
米
し
、

Ｎ
Ｙ
に
拠
点
を
お
き
な
が
ら
世

界
に
挑
戦
す
る
機
会
を
う
か
が

っ
て
き
た
第
5
代
・
第
7
代
Ｗ

Ｂ
Ｏ
世
界
女
子
ス
ー
パ
ー
フ
ラ

イ
級
王
者
の
吉
田
実
代
選
手
。

　

米
国
デ
ビ
ュ
ー
戦
は
昨
年
4

月
で
2
ー
0
の
8
回
判
定
勝

ち
、
2
戦
目
に
は
早
く
も
Ｉ
Ｂ

Ｆ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

バ
ン
ダ
ム
級
王
者
へ
挑
戦
す
る

機
会
を
得
る
も
、
0
ー
3
の
10

回
判
定
負
け
と
苦
杯
を
喫
し
た

11
月
か
ら
僅
か
1
か
月
で
今
回

の
試
合
に
挑
ん
だ
。
当
初
、
他

選
手
が
王
者
エ
バ
ニ
ー
・
ブ
リ

ッ
ジ
ス
選
手
に
挑
戦
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
た
が
、
挑
戦
選
手

が
怪
我
の
た
め
、
欠
場
と
な
り

約
2
週
間
前
に
吉
田
選
手
に
白

羽
の
矢
が
立
ち
世
界
王
者
へ
の

挑
戦
権
を
得
る
チ
ャ
ン
ス
が
到

来
し
た
の
だ
っ
た
。

　

準
備
期
間
僅
か
２
週
間
に
も

関
わ
ら
ず
、
当
初
の
目
標
で
あ

っ
た
タ
イ
ト
ル
獲
得
を
達
成
す

る
た
め
、
リ
ン
グ
へ
立
ち
、
愛

娘
の
実
衣
菜
ち
ゃ
ん
が
見
守
る

中
、
3
ー
0
と
い
う
圧
倒
的
な

結
果
で
判
定
勝
ち
を
収
め
て
悲

願
を
達
成
し
た
。
こ
の
試
合
を

も
っ
て
吉
田
選
手
は
第
8
代
Ｉ

Ｂ
Ｆ
女
子
世
界
バ
ン
タ
ム
級
王

者
と
な
り
、
来
米
１
年
目
に
し

て
夢
を
実
現
。
日
本
人
女
子
選

手
が
ア
ウ
ェ
イ
で
世
界
タ
イ
ト

ル
奪
還
は
史
上
初
。

　

吉
田
さ
ん
は
「
2
週
間
前
の

オ
フ
ァ
ー
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
ず
っ
と
対
戦
を
熱
望
し
て

い
た
大
人
気
選
手
の
エ
バ
ニ

ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
ス
選
手
と
試
合

で
き
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

な
の
で
即
決
し
た
ん
で
す
。
ち

ょ
う
ど
前
回
の
敗
北
を
反
省
し

新
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み

込
ん
で
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ

た
の
で
す
ぐ
に
試
合
に
向
け
て

準
備
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
正
直
、
不
安
も
多

少
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
を
信

じ
て
覚
悟
を
持
っ
て
頑
張
る
こ

と
が
で
き
、
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

試
合
直
前
に
コ
ー
チ
と
な
っ

た
ジ
ミ
ー
・
ソ
ー
サ
さ
ん
は「
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
選
手
で
あ

る
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
相

手
と
の
距
離
の
取
り
方
を
今
ま

で
と
変
え
た
こ
と
が
奏
功
し

た
」
と
12
月
18
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
ス

タ
ジ
オ
１
５
１
で
開
催
さ
れ
た

祝
勝
会
で
吉
田
さ
ん
を
祝
福
し

た
。（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真

は
本
人
提
供
）

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
再
び
返
り
咲
く

プロボクシング
ＩＢＦ女子バンタム級王者

吉田 実代さん
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mailto:mariko@maliliko.com
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